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【序章】月をあざむけるはずもなし







　魔ま界かいの空に星はない。漆しつ黒こくの夜空には、真しん紅くの月だけが輝かがやいていた。

　ここは魔界の王都アストラエド。魔族の頂点に立つ魔王の御お膝ひざ元もとである。

　魔力が生みだす光によって、真夜中であろうと王都から灯あかりが消えることはない。

　だが、闇やみを完全に消し去ることはできない。闇を住すみ処かとする悪の存在もまた然しかりである。

　ひとたびこの闇にまぎれてしまえば、いかなる悪事をなそうと露ろ見けんするはずもなし――

　と、悪党どもが考えたかどうかはさだかではない。

　が、げんにその夜、王都の一角に立つエーティゴ男だん爵しやくの屋や敷しきでは、悪事がなされようとしていた。

「お願いでございます、男爵様っ！　どうか、どうかいましばらく返済をお待ちいただけないでしょうかっ」

　額を地面にこすりつけて懇こん願がんしたのは、リツという名の若い女だ。

　元来は肉づきの良い健康的な美人だったろうに、いまやその顔は青ざめやつれ果てている。

「そう言われましてもなぁ、奥おくさん。すでに返済期限は二度も延長しているのですよ。こちらとしてもこれ以上は待てませんなぁ」

　そう答えたのは、屋敷の主あるじであるエーティゴ男爵だ。

　丸々と太った体に柔にゆう和わな笑えみ。言葉づかいも丁てい寧ねいだが、その声の響ひびきは明らかに相手をなぶっていた。

「たしか借金の抵てい当とうに入っているのは、おたくの店と土地一式でしたな」

「そ、それはっ……！」

「いや、私としてもそちらの事情は気の毒だと思いますよ。しかしまぁ、こちらも商売でやってるわけですからねぇ」

　事の次し第だいはこうだ。

　料理店をいとなむ男が、店と土地を担保に男爵から金を借りた。

　男は妻と二人で必死にはたらき、どうにか期日までに金をつくることができた。

　しかしその矢先、店に賊ぞくが侵しん入にゆうし、返済金が丸ごと盗ぬすまれてしまった。

　このままでは店と土地を失ってしまう。夫ふう婦ふは路頭に迷うことになる。

　そこで妻のリツは一いち縷るの望みをかけて、単身、男爵の屋敷へ直じき訴そしにきたのだった。

「ときに奥さん。ご主人のためなら、なんでもする覚かく悟ごがありますかな？」

　男爵は立ちあがると、ゆったりとした足どりでリツへと近づいた。

「は、はい！　わたしにできることでしたらなんでもっ！」

「そうですか。それなら――」

　男爵はかがみこむと、リツの肩かたに手をおいて耳元でささやいた。

「今夜一晩だけ、私の妻になりなさい」

「なっ……！」

　絶句するリツに、男爵はさらにたたみかけた。

「そうすれば、返済期限に関しては再考しましょう。どうです、決して悪い話ではないと思いますが」

　しばらく固まっていたリツだったが、やがて血を吐はきだすように声をしぼりだした。

「……主人には、内密にしていただけますか」

「もちろんですとも。今夜のことは、私とあなた二人だけの秘密です」

　男爵は醜しゆう悪あくな笑みをうかべ、すぐさまリツを抱だきすくめようとした。

　そのときだった。

　バゴォンッ！　閑かん静せいな貴族の屋敷には似つかわしくない、ただならぬ破は壊かい音おんが響きわたった。

　度ど肝ぎもをぬかれた男爵は、屋敷の正門が文字どおり蹴け破やぶられるのをまのあたりにした。

「な、なにが――!?」

　ズザザッ！　次の瞬しゆん間かん、開け放たれた門から気絶した男が無造作に投げこまれる。

　その人相を確かく認にんしたとたん、男爵は血の気の引く思いがした。

　なぜならその男は、返済金を盗ませるため男爵みずからが放った賊に間ま違ちがいなかったからだ。

「いよぅ、男爵。貸した金を勝手に回収したあげく、人様の妻まで手て篭ごめにしようたぁ、欲の皮が突つっ張ぱりすぎってもんだぜ」

　言いつつ屋敷に入ってきたのは、不敵な笑みをうかべた黒くろ髪かみの青年だった。

　さらに彼かれの従者らしき、赤毛の長身の男と青あお髪がみの小こ柄がらな少女がつづく。

「リツッ、無事かっ!?」

　そして一行の最後に姿を現したのは、債さい務む者しやである店主の男だった。

「あ、あなたっ!?」

　最愛の夫の思いがけぬ出現に、リツの顔がぱっと生気をとりもどす。

　いっぽう、ようやく我に返った男爵は激げつ昂こうして叫さけんだ。

「こ、この不届者どもがッ！　ここをエーティゴ男爵の屋敷と知っての狼ろう藉ぜき――」

「黙だまりやがれッ、薄うす汚ぎたねえ小悪党がッ！　狼藉はてめえの所業だろうがッ！」

　黒髪の青年が一いつ喝かつする。その剣けん幕まくに圧あつ倒とうされ、男爵は息をのんで鼻白んだ。

「そこで伸のびてるド三下が洗いざらい吐いてくれたぜ。同じ手口でずいぶんと儲もうけたみてえだが、てめえの悪徳稼か業ぎようは今こ宵よい限りで店じまいだ。観念しな」

「ぬ、ぬぐぅっ……！」

　罪をあばかれ追いつめられた男爵。

　しかし、彼はどこまでも往おう生じよう際ぎわの悪い男だった。

「し、知らぬッ！　そんな男など皆かい目もく知らぬわッ！　訳のわからぬ濡ぬれ衣ぎぬを着せてこのエーティゴ男爵を侮ぶ辱じよくした罪、万ばん死しにあたいすると知れッ！」

　口角泡あわを飛ばして喚わめき散らす。

「者ども出あえッ！　この不届者どもを斬きり捨すてよッ！」

　ザザザッ！　男爵の呼びかけに呼応して、武装兵がわらわらと現れる。

　その数二〇人以上。たちまち黒髪の青年たちは包囲されてしまう。

　彼の表情から不敵な笑みは消えない。むしろ楽しそうに従者の二人へと話しかけた。

「ミツハ、ユウゼン。お前らは旦だん那なさんと嫁よめさんを守っとけ。こいつらは俺おれひとりで片づけるからよ！」

「……ずるい」「職権濫らん用ようかと」

　青髪の少女と赤毛の青年は、不満げながらも命令にしたがった。

　二〇人以上の武装兵に、たったひとりで対たい峙じする黒髪の青年。

　驚おどろくべきことに、彼は多数の敵を前にしながら徒と手しゆ空くう拳けんだった。

　――こいつ馬ば鹿かか、と男爵は思う。

　しかし実際に対峙する武装兵たちは、あまりの大だい胆たん不ふ敵てきさに当とう惑わくし動けずにいた。

「なにをしているッ！　さっさと斬れ！　斬れというにッ！」

　男爵に発破をかけられ、ようやく武装兵が手にした刀で斬りかかった。

　しかし――

　ドッ！　ガッ！　電光石火の動きで武装兵は刀を奪うばわれ、一いつ瞬しゆん後には頭部を痛打されて昏こん倒とうしていた。

　そこから先は、黒髪の青年の独どく擅せん場じようだった。

　構えもなければ型もない。町の悪童が勝手気ままに剣けんを振ふりまわしているような出で鱈たら目めさなのに、どういうわけか武装兵たちの攻こう撃げきはまるであたらず、一方的に撃うち倒たおされていく。

「ば、馬鹿なっ……!?」

　あれよあれよというまに手下は全ぜん滅めつし、残るは男爵ただひとりとなった。

「な、なんなのだ貴様はっ！　いったい何者ッ……!?」

　尻しりもちをついて無様に後退する男爵に、

「何者って――逆に訊きくけどよ、てめえは俺の顔に見覚えはねえのか？　男爵ふぜいとはいえ、何度か謁えつ見けんは許してるはずだぜ」

「え、謁見……？　なにを言っている、いったいなんの話だっ？」

「やれやれ。またかよ、しょうがねえな」

　黒髪の青年はため息をつくと、

「――闢へき」

　ひと言だけ唱えた。

　これは魔族に特有の、紋もん章しようを表出させる短い呪じゆ文もんだ。

　人間界にあって魔界にないもののひとつに、身分証があげられる。

　魔族の社会に身分証はない。なぜなら、個人の有する紋章が、その者の身分を一〇〇の言葉よりも雄ゆう弁べんに物語るからだ。

　かくして、黒髪の青年の額には光ひかり輝く紋章が現れた。

　色は絢けん爛らんたる黄金。象徴シンボルは「みずからの尾を喰らう大蛇ウロボロス」だ。

　その名も――

「こっ、『混こん沌とんの螺ら旋せん蛇へび』っ……!?」

　愕がく然ぜんとする男爵。

　彼はこの紋章をよく知っていた。

　というより、魔界の住人であれば幼子から老人まで、この紋章を知らぬ者は皆かい無むといってよい。

　なぜなら――

「へ、陛下っ……！　魔王様ッ……!?」

　やにわに男爵は膝ひざを折って平へい伏ふくした。

『混沌の螺旋蛇』。その紋章こそは、魔界の頂点に立つ者の証あかしである。

「おうよ、魔王クロノ様の御お成なりだぜ」

　そう、この黒髪の青年こそが当代の魔王、クロノ・マシュアハ＝ルキフェル九九世であった。







【一章】お忍びの幕開け







　――時は、一年と二ふた月つきばかりさかのぼる。

　すなわち、魔ま界かい暦れき九九八年の春だ。

　魔界にも人間界と同じように季節があり、四季折々の花が咲さく。

　だが、咲いた花はやがて散るのがさだめ。

　とりわけ春に咲く桜の花は、はかないまでに短命だ。

　――桜散りぬる。

　その年、その言葉は特別の意味をもって伝えられた。

　すなわち、桜おう花かの君と謳うたわれた第九八代の魔王、サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世の崩ほう御ぎよである。

　桜の散る季節に、先代の魔王は黄よ泉み路じへと旅立った。

　となれば当然、次の魔王が選定されるのがならわしだ。

　魔界の盟主にして、魔族たちの頂点に立つ最高指導者は、なにをもって選ばれるのか？

　答えは単純、紋章の継けい承しようだ。

　魔王を魔王たらしめる唯ゆい一いつ絶対の正統の証にして、ルキフェル王家当主の紋章たる『混沌の螺旋蛇』。

　この紋章を継承した者が、魔王の座に就つくこととなる。条件はそれだけだ。

　もっとも、誰だれでも簡単に継承できるわけではむろんない。

　次代の魔王は紋章と同時に、先代の魔王の魔力をも受うけ継つぐのだ。真に魔王の器うつわたる者でなければ、膨ぼう大だいな魔力に耐たえきれず絶命するのみである。

　魔王の器たる者となると、魔界広しといえど候補者はおのずと決まってくる。

　第一には、初代魔王を輩はい出しゆつしたルキフェル王家の血統に連なる者。

　第二には、それに次ぐ地位を占しめる七つの大たい公こう家けの当主だ。

　王家出身の者に適格者が不在であれば、七大公家からふさわしい者が選ばれ、王家の養子となる形で王位と紋章を継承する。

　これが魔界の不文律であり、常道だった。

　王家は特とく殊しゆな事情をかかえていることもあって、大公家出身の魔王は決してめずらしくない。

　直近の例をあげても、第九八代のサクヤとその先代は王家の出身だが、さらにその先代はベリアル大公家の出身だった。

　ところが、である。サクヤの後を継ぐ魔王が選定されるや、魔界全土は驚きよう天てん動どう地ちの騒さわぎにつつまれた。

　第九九代の魔王、クロノ・マシュアハ＝ルキフェル九九世。御おん年とし二〇歳さい。

　彼は王家の血統に連なる者ではない。七大公家どころか、貴族の出身ですらない。

　貧民街で育った平民。かててくわえて、魔界ではきわめてめずらしい魔族と人間のハーフという出自だった。

　そんな彼が先代魔王サクヤの付き人を務めている時点で、眉まゆをひそめる貴族たちは少なくなかった。

　ところが、たまさか、クロノが先代からじきじきに後継者に指名され、あまつさえ『混沌の螺旋蛇』の継承に成功してしまったのだから、魔界は天と地がひっくり返ったような騒ぎとなった。

　とりわけ、魔界の上流階級を占める貴族たちの恐きよう慌こうと憤ふん慨がいたるやすさまじかった。

　出自だけにとどまらず、クロノの人格ははなはだ度しがたいものだったのだ。

　野や卑ひな言葉づかいに奇き矯きような服装。規律や常識は破るためにあるといわんばかりの言動。

　そのうえ、無類の酒好き、遊び好き、女好きときた。

　特に最後のひとつは「生きがい」だとうそぶき、魔王城内でも婦女子に対する悪戯いたずら三ざん昧まいをくり返した。

　隙すきあらば女の胸を揉もんで尻をなでる。魔王城内で働く女官、使用人、炊すい事じ係がかりや掃そう除じ係がかりにいたるまで、彼の被ひ害がいに遭あっていない者は皆無といってよい。

　事こと程ほど左さ様ように、クロノという男をひと言であらわすなら稀き代たいの傾かぶ奇き者ものだ。

　なにゆえ、このような人物が魔王の付き人などを務めていたのか？

　答えは簡潔。彼を取り立てた先代のサクヤ自身が、クロノ以上の傾奇者だったからだ。

　ともあれ、クロノは紋章の継承に成功し、ルキフェル王家の養子となった。

　第九九代の魔王、クロノ・マシュアハ＝ルキフェル九九世が正式に誕生したのである。

　その即そく位い式しきは、かつてない険悪な空気のなか執とり行おこなわれた。

「あのような雑種風ふ情ぜいに玉座を譲ゆずるとは……」

「先代のお戯たわむれも度が過ぎますぞ……」

「王家直系とはいえ所しよ詮せんは小こ娘むすめ、一時の色いろ恋こいに惑わく乱らんするとは嘆なげかわしい……」

　血統と序列を重んじる貴族の大半にとって、この事態は顕けん在ざいした悪夢そのものだった。

　いっぽうで、情よりも実を優先する貴族たちは、こういって嘲ちよう笑しようしたものだ。

「あのような稀代の痴しれ者もの、きわめつけの大おお虚うつけに、政まつりごとなどできようはずがない」

「左様。でたらめな失政を繰くり返かえすこと必至」

「魔界始まって以来の大混乱が訪おとずれるでしょうなぁ」

　即そく位いからほどなくして、新魔王初仕事の日がやってくる。

　魔王城の謁見の間に貴族たちが一堂に会し、新魔王の所信表明を拝はい聴ちようするならわしだ。

　結論からいえば、貴族たちは猛もう烈れつな肩かた透すかしを喰らった。

　魔王として現れたクロノは、存外まともだったからだ。

「第九九代魔王、クロノ・マシュアハ＝ルキフェル九九世だ。今日は集まってくれたことに礼を言うぜ。見てのとおり、右も左も分からねえ若じやく輩はい者ものだ。お前たちの力で支えてくれるとありがてえ」

　これが最初の挨あい拶さつ。口調はさておき、内容は至し極ごくまっとうだった。

「さてと、政策の方針だけどよ――基本的には先代の踏とう襲しゆうでいく。税を安くして、商あきないを活性化して、民を食わせ富ませるんだ。そいつに全力で取り組んでくれ」

　この所信表明に、表立って異を唱える者はひとりもなかった。




◆◆◆




　こうして、予想外の堅けん実じつ路線で幕を開けたクロノの治世は、

「ふん、取とり繕つくろえるのは最初だけよ。一ひと月つきも経たてば襤褸ぼろがでる」

　と貴族たちが陰かげ口ぐちを叩たたいているうちに、あっさりと一月が過ぎ、

「存外粘ねばりよる。が、三み月つきも経てば雑種の本ほん性しようがあらわになるはずじゃて」

　と楽観視しているうちに、気がつけば三月が経過し、

「は、半年だ！　これ以上は彼奴きやつとて限界のはず！」

　と願望を口にしているうちに、いつのまにか半年が過ぎ去り、

「ば、馬鹿なっ……！　だが、もうじきとんでもない失政をしでかすはず……！」

　と祈いのるような気持ちでいるうちに、またたくまに月日は流れ、年が明けて魔界暦九九九年が始まった。

　そしてふたたび春になり、即位から丸一年。

　クロノは依い然ぜんとして魔王の座にあり、着実に権力を固めつつあった。

「気がつけばもう一年か、早はええもんだな」

　クロノは三名の側近とともに、朝の城内見回りをしていた。

「嗚呼ああっ、クロノ様。一年前とはまさに別人、見み違ちがえるほど御ご立りつ派ぱになられましたなぁ……！」

　うっとりとクロノを見つめるのは、ヨシノ・フュルスト＝アグレアス。

　クロノの側近であり後見人。魔王の相談役たる大老を務めている。

　外見は完全に幼女。着ている服がやや大きめなのか、袖そでがだいぶ余っている。

　両りよう肩かたに垂らした薄うす紫むらさき色いろの髪と後頭部の大きなリボンもまた、幼さの演出にひと役買っていた。

　が、こう見えても彼かの女じよは魔界有数の長ちよう寿じゆ魔族で、実じつ年ねん齢れいは二〇〇歳を優に超こえている。

　アグレアス公こう爵しやく家けは代々、魔王の教育係を務めており、ヨシノはサクヤとクロノの二代にわたって面めん倒どうを見てきたのだ。

「ったく、ばあやは大げさだぜ。俺は俺なりに、魔王らしくふるまってるだけだっての」

　実際、即位してからクロノは変わった。「生きがい」と称しようして城中の女子にはたらいていた悪戯三昧も、この一年は完全に封ふう印いんしたほどである。

「それに、魔王のお務めも完かん璧ぺきにこなされておる。嗚呼ッ、ヨシノは感激で息がつまりそうですじゃ！」

「だから、ばあやは大げさだっての。いつも言ってるけどよ、俺は大したことはしてねえぜ。一から十まで先代が遺のこしたもんを引ひき継いだだけだからな」

「むぅ。たしかにそうでありますが」

　先代のサクヤの遺産。そのひとつに、優ゆう秀しゆうな官かん吏りたちが挙げられる。

　従前、城勤めの官吏は貴族が独どく占せんしていたが、サクヤはここに改革を断行。

　実務職に関しては全面的に試験制度を導入し、身分をとわず有能な者を次々と重用した。

　よって、クロノは方向性さえ示せばよい。

　あとは有能な彼らが万ばん事じぬかりなくやってくれるという寸法だ。

「しかしですぞ！　ここにきて、少しずつとはいえ貴族の中にもクロノ様の支持派が増えつつあります！　かててくわえて民からの支持は絶大っ！　人気絶頂青あお天てん井じようですじゃっ！」

　平民から成りあがった魔王がまともな政策を実行していれば、民衆から絶大な支持を得るのは必然である。

　魔界には選挙も議会も存在しないが、世論を無視した政策は結局のところ立ちゆかなくなる。

　貴族社会に後うしろ盾だてのないクロノにとって、民からの支持は生命線といえた。

「ま、そいつは素す直なおにありがてえことだな。ところでばあや、最近なにか町のほうで変わったことはねえか？」

「そういえば、少々気がかりな事件がひとつばかり」
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「つうと、どんなだ？」

「最近、城下のいたるところで不ふ審しんな爆ばく発はつが相次いでおりましてな。さいわい民に被害は出ていないとのことですが……」

「ふむん。たしかにそいつは臭くせえ感じだな」

「まあ、すぐに解決させますのでご安心を」

「だといいけどな」

　クロノはふと空を見あげて、

「俺の治世は一見すると上う手まくいっている。けどよ、よくよく眼めをこらしてみりゃあ完璧にはほど遠いぜ」

「まことに遺い憾かんながら、否定はできませぬ。目下のところ、一番の悩なやみの種はなんといっても面従腹背の貴族たちですじゃ」

「だなぁ。さすがに表立って俺に逆らうような野や郎ろうは消えたみてえだが」

「いまだに大半の貴族が、腹の底ではクロノ様に忠誠を誓ちかっておられませぬ。『混沌の螺旋蛇』の継承に成功した時点で、クロノ様が魔王の器たることは明々白々だというのに……！」

「『混沌の螺旋蛇』の威い光こうも貴族どもの心まではとどかねえってこったろ。だっはっは！」

「笑いごとではありませぬ！　つきましてはクロノ様、いいかげんその言こと葉ば遣づかいをあらためられますよう、ヨシノは諫かん言げんいたしますじゃっ！　魔王としてあるべき言葉遣いを心がければ、貴族たちの心象も一変するというものですっ！」

「ぅおっと、藪やぶ蛇へびだったぜ……。いやいや、どう考えても俺は『余』とか『朕ちん』とかいうガラじゃねえだろ。言ってて自分で噴ふきだしそうになるっての」

「いえいえ、なりませんぞ！　今日という今日は――」

　そこで二人に割って入る声があった。

「総大将。城門のほうで、騒ぎ」

　クロノの背後からすっと現れたのは、側近のひとりであるミツハという少女だ。

　歳としは一六。小柄だが、ヨシノにくらべれば充じゆう分ぶんに女性らしい体形だ。

　水色の髪と青い瞳ひとみを持ち、感情表現にとぼしい人形めいた顔立ちをしていた。

「僕ぼくの直感がつげている！　これはもしや事件のにおいかっ!?」

　今度は長身の青年が気取ったポーズをとりながら言う。

　ユウゼン・サイアム＝アマイモン。赤毛と華はなやかな衣装が眼をひく。

　彼もまた、ミツハと対ついをなすクロノの側近である。

「うるさい。馬鹿はしゃべるな、面倒」

　表情はほとんど変えずに、辛しん辣らつな口調でミツハ。

「フッ。今日も愛の鞭むちがビシバシと決まるねっ！」

　ポーズを変えつつ、かるく受け流すユウゼン。

「愛はない、死んどけ」

「僕が死んだら、いったい誰があるじをお守りするというんだい？」

　喧けん嘩かをしているわけではない。二人のやりとりはいつもこんな調子だった。

「城門か。誰かが魔王の首でもとりにきたんなら、おもしれえんだがな」

「おもしろくありませぬ！　クロノ様以外にそんなことをする者がいてたまりますか！」

　ともあれクロノたちは城門へと足をむけた。

「お願い！　魔王さまにあわせてっ！」

「あのなぁ、お嬢じようちゃん。さすがにそれは無理ってもんだよ」

「お願いっ！　どうしてもあって話したいことがあるの」

「いや、だからねぇ……」

　門番の背に隠かくれて姿は見えない。

　声の感じからして、招かれざる訪問者は幼い少女のようだ。

「何事かたしかめて参ります。クロノ様はここでお待ちをっ」

　ヨシノがてくてくと城門へ歩いていき、

「これ、何事じゃ？」

「こ、これは大老殿どの!?　城中の見回りでございますか」

「そんなところじゃ。して、これはなんの騒ぎか？」

「はあ。こちらの少女が、陛下に会いたいなどと駄だ々だをこねておりまして」

　門番が指し示したのは、一〇歳にも満たない少女だった。

　小こ奇ぎ麗れいな身なりからして、それなりに裕ゆう福ふくな家の娘むすめだろう。

　駄々をこねていると門番は言ったが、幼い瞳がやどす光はどこまでも真しん剣けんだった。

「なぁに、あなた？　ミオと同じくらいちっちゃいのに、えらい人なの？」

　少女が不審の眼をヨシノにむけた。

　二人の身長は似たようなものなので、無理もない反応といえる。

「これ小娘！　恐おそれ多おおくもアグレアス公爵閣下にむかってなんと無礼な……！」

　いきりたつ門番をヨシノは制して、

「よいよい、アグレアス家の者にとって、うら若く見えることは恥はじではなく誉ほまれじゃ。して娘よ、そなたはなにゆえ陛下への御お目め通どおりを乞こい願うのじゃ？」

「あのね、パパがずっと帰ってこないのっ！」

　少女が涙なみだながらに語った話は、以下のようなものだった。

　少女の名はミオ。父親のタツミと親子二人で暮らしていたが、ひと月前に彼は突とつ如じよとして行ゆく方え知れずとなった。

　すぐに警けい邏ら庁ちようへ捜そう索さく願ねがいをだしたものの、いまだに父親は見つからず。手がかりは杳ようとしてつかめない。

　ミオはいてもたってもいられなくなり、魔王への直じか談だん判ぱんに来たというしだいだった。

　もちろん、一いつ介かいの平民がいきなり魔王に会えるはずもない。が、幼き少女の必死の行動は、世間知らずと切り捨てるにはあまりに不ふ憫びんだった。

「事情はわかった。一日もはやくそなたの父ちち御ごが見つかるよう、儂わしからも警邏庁にその旨むね伝えておこう」

「ま、まって！　けいらなんとかじゃなくて、魔王さまに話してほしいの！」

「陛下にお伝えしたところで、意味はないと申しておる」

「どうしてっ!?　だって、魔王さまは魔界でいちばんえらくてつよいんだから、なんでもできるんだよねっ!?」

「たしかにクロノ陛下は偉い大だいな御お方かた。しかし娘よ、それは魔王の務めにあらず。そなたも大人になれば理解できよう。門番、その娘を途と中ちゆうまで送ってやるのじゃ」

　ミオもこれ以上は食いさがらず、門番に腕うでをひかれて去っていった。

「不憫よのう。父御がはやく見つかるとよいのじゃが……」

　ヨシノがもとの場所まで戻もどってくる。

　クロノはいつになく神しん妙みような顔つきでいた。

「魔王は魔界でいちばん偉えらくて強いから、なんでもできる、か――」

　先ほどのミオの叫びは、クロノの耳にもとどいていたのだ。

「クロノ様、いかがされましたか？」

「いや、耳に痛いてえと思ってな」

　クロノの視線は城門のむこうにそそがれていた。

　いうまでもなく、ミオが去っていった方向だった。




◆◆◆




　太古の昔より、三つの世界と三つの種族が在あった。

　魔界には魔族、人間界には人間族、天界には天使族。

　異なる二つの種族を相手どって、魔族は戦争をくり返してきた。

　魔族の歴史とはすなわち戦いの歴史である。

　とはいえ、彼らがことさら好戦的で侵しん略りやく的てきな種族というわけではない。

　過去の戦争の多くは、相手側からしかけられたものだった。

　ただし、人間族と天使族では戦争の動機と目的は異なっていた。

　この二種族は対立関係にこそないものの、協力して戦うような間あいだ柄がらでもなかった。

　人間族のおもな動機は「誤解」であり、戦争の目的は「自衛」だった。

　人間たちはあきれるほど長いあいだ大いなる誤解をいだき、魔族を不必要に怖おそれ忌いみ嫌きらってきた。

　たしかに魔族の中には、おそるべき魔力と戦せん闘とう力りよくを持った者がいる。

　戦場における獅し子し奮ふん迅じんぶりをまのあたりにすれば、誤った認にん識しきをいだくのも無理はない。

　だが、大半の魔族は争いを好まず、つつましく日々の生活を送っているにすぎなかった。

　いみじくも大半の人間がそうであるように、だ。

　くらべればくらべるほど、魔族と人間はよく似ていた。

　高度な知能を持ち、言語によって相そう互ご理解をし、楽しければ笑い悲しければ泣く。

　魔族と人間の精神構造は驚くほど近きん似じしていたし、身体構造もまた同じだった。

　二本の脚あしで直立歩行をし、高度な作業を可能とする二本の腕を持つ。指は手脚ともに五本。脳が発達した頭部を有し、多た彩さいな表情をつくることができる。

　このように、共通点は枚挙にいとまがないほど多く、相そう違い点てんはきわめて少ない。

　魔族固有の特とく徴ちようとしては、多種多様な髪の色と瞳の色、爬は虫ちゆう類るいのごとく縦に裂さけた瞳どう孔こう、やや尖とがった手足の爪つめ、などである。

　そんな魔族と人間族、両種族のあいだで誤解がとけたのは、およそ一〇〇年前。

　人間の大だい賢けん者じやゼクウ・エクセリオの提案により、魔界と人間界のあいだで相そう互ご不ふ可か侵しんの盟約が締てい結けつされた。

　以後、二つの世界は次元断層によってへだてられ、自由な行き来は不可能となった。

　いまでは、魔界で人間の姿を眼にすることは滅多にない。

　ごくごく稀まれに、次元断層のゆらぎに巻きこまれた迷い人――クロノの母親のような人間が流れつくくらいである。

　もういっぽうの長年の敵、天界の天使族はどうか。

　人間とは違ちがって、彼らは魔族を誤解していたわけではない。

　天使の動機は一いつ貫かんして「信しん仰こう」であり、戦争の目的は「浄じよう化か」だった。

　浄化とはつまり、魔族を根絶やしにするということだ。

　それこそが天使が帯びたる「使命」。彼らは例外なくそのように信仰――狂きよう信しんしていた。

　人間とは違い、天使との和解はありえない。

　どちらかがどちらかを滅ほろぼしつくすまで、未み来らい永えい劫ごう戦いはつづく。

　魔族の誰もがそう覚悟していたが――

　人間との和解よりさかのぼること三〇〇年、すなわちいまから四〇〇年前の大戦を最後に天使たちは突如として姿を見せなくなり、今日にいたるまで沈ちん黙もくをたもちつづけている。

　理由はいっさいが不明。

　魔界から天界へいく術すべが存在しない以上、たしかめようのないことだった。

　以上のような歴史を経て現在の魔界がある。

　人間族とは一〇〇年前に和解し、天使族とは四〇〇年間の長期停戦状態にある。

　すなわち、一〇〇年にわたる泰たい平へいの世。外敵との戦争はもちろん、大きな内戦も起きてはいない。

　平和の謳おう歌か。最大公約数の人々が、それぞれの幸福を享きよう受じゆできる時代。

　だが、そんな中にあっても、幸福の輪からはじきだされる者は必ずでてくる。

　あのミオという少女とて、そのうちのひとりにすぎない。

　いちいち気にしていてはきりがない。

　ましてやいまのクロノは、大局に立って魔ま界かい全土を治める立場にあるのだから。

　そのはず、なのだが――

　うわの空。

　その日のクロノを端たん的てきにあらわす言葉がそれだった。

　心ここにあらずというふぜいで、執しつ務む中も生返事ばかりをくり返す。

「いよいよ虚うつけが戻ってきたか」

　と、貴族たちには格好の餌えさをあたえる形となった。

　執務を終えたあと、クロノはろくに食事もとらず、早々に私室へともどって床とこについた。

　あくる朝、見かねたヨシノが訪ねてきて、

「おはようございます、クロノ様。昨夜はよくお休みになりましたか？」

「いいや、ロクに寝ねつけなかったぜ」

　クロノが正直に答えると、ヨシノは小さな吐と息いきまじりに言った。

「昨日は一日中うわの空でしたな。察しまするに、あのミオという娘をずっと気にしておいでですな？」

「へっ、さすがにばあやにはバレバレか」

「そこでこのヨシノ、クロノ様の気が少しでも晴れればと思い、娘の父ちち御ごについて少々調べてまいりました」

　ヨシノが朝一番にたずねてきた理由はそれだった。

「父親のタツミは三〇歳。娘と二人暮らしでほかに家族はなし。失しつ踪そう前は、王立魔導院の第一研究部にて副主任を務めていたそうですな」

「三〇で第一の副主任とは、なかなかの出しゆつ世せ頭がしらじゃねえか」

「ですがおよそ一ヶ月半前、第一研究部にて実験中に爆ばく発はつ事故が発生。当時の責任者であったタツミは降格処分を受けたとのこと」

「で、その事故のあと行方知れずになったわけか」

　ヨシノはうなずいて、

「それと、気になる報告が一点。警邏庁では、ちかごろ相次ぐ爆発騒さわぎの容疑者としてこのタツミの名を挙げているとか。なんでも彼の失踪と最初の騒ぎが同時期に起こっているそうで」

「逆さか恨うらみと自じ暴ぼう自じ棄きからくる犯行か。ま、ねえ線じゃねえよな」

「とまあ、事件性も否定できませぬし、警邏庁も捨て置くことはないはずですじゃ」

「だといいけどな――」

　沈黙。不ふ穏おんな空気を感じとって、ヨシノがたずねる。

「もし、クロノ様？」

「なあ、ばあや。先代が――サクヤがいつも言っていたことを、憶おぼえているか？」

「もちろんですじゃ！　サクヤ様の夢と理想、それは――」




　――心して聞くがよい。余は、魔界にはびこるあらゆる悪を一いつ掃そうする。

　――救いを求める者あらば、最後のひとりまで決して見捨てはせぬ。それが――




「それが、俺の征いく王道――だよな、サクヤ」

　クロノはにっと白い歯を見せた。

　不敵きわまりない笑み。

　第三者、とりわけヨシノにとっては、面倒事に巻きこまれる予兆だった。

「ク、クロノ様……？」

「そうだぜ、一から一〇までじゃまったく足りねえ。俺の理想は一〇から先にあるんだ」

　クロノは立ちあがって部屋を横切っていく。

　ヨシノはあわてて追いながら、

「なにを言っておられるのですかっ？」

「決まってんだろ、ばあやの察しのよさはどこいきやがった？」

　外へとつづく扉とびらを両手で豪ごう快かいに開け、クロノは言った。




「俺は、あのミオって嬢ちゃんを助けにいくぜ！」




「はっ……？」

　ぽかんとして硬こう直ちよくするヨシノ。

　クロノはその間もずんずんと足を進めていく。

「お、おお、お待ちくだされッ！　クロノ様、お気はたしかなのですかっ!?」

「ったりめえだろうが。俺は正気だし本気だぜ」

「ならばいま一度お考え直しくださいませ！」

「ひと晩寝ずに考えた結論がこれなんだよ」

「ですが、クロノ様は天下に唯ゆい一いつ無む二にの魔ま王おうなのですぞっ！　いくら不憫とはいえ、あのような――」

「とるにたらねえ小娘ひとりのために動くのはおかしいってか」

「い、いえ。そうとは申しませぬが……」

　言葉を濁にごすヨシノ。

　彼女は常識人であると同時に、非情になりきれない性質たちだった。

「けどよ、魔王ともあろう者が、とるにたらねえ小娘ひとり助けられねえのか？　そいつは情けねえってもんじゃねえか？」

「それは……」

「ばあやの言いたいことは解わかってるつもりだぜ。誰ひとり見捨てねえってのは、言っちまえば子供じみた理想論だろうよ。けどな、そいつを現実にしちゃいけねえって法がどこにある？　たったひとりの家族がいなくなって死ぬほどさびしい思いをしてる女の子を、助けちゃいけねえ理由がどこにあるってんだ？」

「しかしながら、このような事態は前ぜん代だい未み聞もんで……」

「だからこそいいんじゃねえか。せっかく魔王になったんだ、どうせならいままで誰もやらなかったことをやらねえとな」

　廊ろう下かの先では側近の二人が、片かた膝ひざをついて待ちかまえていた。

「ミツハ、ユウゼン、ついてきな。お前たちの力も借りるぜ」

「「御ぎよ意い」」

　二人はそれだけ答え、すっと立ちあがった。

「ま、待ていっ！　そなたらっ、クロノ様がなにをしでかすおつもりか解っておるのか!?」

「なにをしようと、関係ない」

「我わがあるじの御ご意い志しにしたがうのみっ！」

　サクヤから引き継いだヨシノとは違い、ミツハとユウゼンは正しよう真しん正しよう銘めい、クロノ自身が見み出いだしとりたてた側近だ。

　二人はクロノの影かげであり手足。

　どこへでも付き従い、命じられればそのとおりに動く存在だった。

「ぐっ……！　かくなるうえはっ！」

　いよいよ進退きわまったヨシノは、最後の手札をきった。

「本当によろしいのですかっ？　クロノ様が好き勝手に城を抜ぬけだしたなどと知れたら最後、貴族どもにまたとない攻こう撃げき材料をあたえることになりますぞっ！」

「ぅおっと。そいつはたしかに捨て置けねえな」

「お解りいただけましたかっ！」

「ああ。貴族どもに俺おれのお忍びがバレねえよう、ばあや、うまく影かげ武む者しやをやっといてくれ」

「は、い……？」

「ばあやの『変異化生フエアヴアンドルング』なら、俺に化けるのなんて朝飯前だろ。つうわけだ、あとのことはまかせたぜ」

　ヨシノの固有魔ま法ほう『変異化生フエアヴアンドルング』は、他者に変化する魔法だ。まことに適材適所というわけである。

「なっ、なな、なんですとぉーッ!?」

　破は天てん荒こうな人物の尻しりぬぐいをするのは、いつも決まって常識人。

　どうやらこれは、どこの世界でも変わらぬ理ことわりであるようだ。




◆◆◆




　魔王城には秘密の通路と呼ばれるものがいくつもある。

　クロノ一行はそのひとつ、地下水路のルートを小こ舟ぶねでわたっていた。

「フッ。新たな旅立ちを風も祝福しているようだねっ！」

　舳へ先さきにはユウゼン。片足を前にだして、無む駄だに風を感じていた。

「してないから。水路に落ちて頭ひやせ」

　船せん尾びにはミツハ。櫂かいを模した魔道具を使い、船の進行をになっていた。

「さてと、勢いこんで城を飛びだしたはいいけどよ」

　船の中央にはクロノ。ここに来るまでに着き替がえをすませおり、どっかりとあぐらをかいていた。

「お前ら、嬢ちゃんの家がどこか知ってるか？」

　一いつ瞬しゆんの沈黙のあと、

「知ってるわけない」

「右に同じくっ！」

「だよなぁ。そんくらいはばあやに訊きいとくべきだったぜ。だっはっは」

　豪快に笑うクロノだった。

「どうする総大将、引き返す？」

「ここで引き返そうもんなら、ばあやの小言と説教が三日三晩はつづくのを覚かく悟ごしねえとな」

「我があるじ、ならば進むのみ！　なぁに、行き先は風が示してくれますとも！」

「くれないから。総大将、なにかあてがあるの？」

「まぁな。ここは昔のツテを頼たよるとするぜ」

「昔の……それって『梟ふくろう』の？」

「なんだいそれは？　青き薊あざみ、僕にも教えてくれたまえよ！」

「無駄。馬ば鹿かはすぐに忘れる」

「フッ、さすがは相棒！　僕のことをよく解っている！」

「相棒は本気でやめて……！」

「ま、いけば解るし、どうとでもなるぜ」

　クロノは自信たっぷりに言った。

　ほどなくして一行は地下水路をぬけ、魔王城の外へとでた。

　魔界王都アストラエド。

　その街並みは魔王城を中心として、同心円状にひろがっている。

　城の周辺に立つのは、貴族たちの住まう贅ぜいをこらした邸てい宅たく。

　以降、円の外側へといくにつれ、建物は簡素になり人口は増加していく。

　王都の建築物は木造が過半を占める。魔界の樹じゆ木もくは強度が高く、火や水にも強い優すぐれものだ。

　大通りはもちろん、路地にいたるまで道は舗ほ装そうされている。大通りの両りよう脇わきには、魔力の光を灯ともす外灯が等とう間かん隔かくに設置され、夜間の活動を容易にしていた。

　さらに地下には上下水道までが整備されている。

　とまあ、貴族たちが住まう中心部に関しては、上記のとおり近代的で清潔な街並みが維い持じされていた。

　王都内の移動には馬車が利用される。魔界の馬は人間界のそれより屈くつ強きようで、持久力も最高速度も大きく上回るのが特徴だ。

　クロノ一行も地下水路をでたあとは、小舟から馬車へと乗のり換かえていた。

　王都の最外縁に位置する貧民街に到とう着ちやくすると、クロノたちは馬車を降りた。

　ここから目的地までは徒歩である。

「このあたりに来るのは久しぶりだけどよ、ほんとにひと昔前とは見違えるようだぜ」

　貧民街はここ数年で劇的な変化を遂とげていた。以前はエリア一帯にあふれていたゴミと悪あく臭しゆうと浮ふ浪ろう者しやが一掃され、治安も景観もだいぶまともになっていた。

　ただしその大部分はクロノではなく、先代魔王の功績だったが。

「おおっ、これほどにぎやかな場所が王都にあったとは！」

「おいしそうな食べ物がたくさん……！」

　まだ午前中だというのに、道の左右にはさまざまな飲食物を提供する屋台がならぶ。

　ゆきかう人々も途と絶だえることがなく、通りはにぎわい活気づいていた。

　クロノたちは人ひと混ごみをかき分け進んでいく。

　場ば違ちがいな身なりのよさから一行はそれなりに人目をひいたが、よもや当代の魔王が堂々と歩いているとは夢にも思わないのだろう。

　誰だれひとりとしてクロノの顔に注目する者はなかった。

「あの店だ、いくぜ」

　クロノが指し示したのは、通りの先に立つ大衆酒場だった。

　看板には『木菟みみずく亭てい』とある。そこが目的地だった。

　店内に入る。時間帯のわりにはテーブルも埋うまっており、繁はん盛じようしているようだ。

「ちょっくら挨拶してくる。お前たちはここで待ってな」

　ミツハとユウゼンを待機させると、クロノは店内に足を進めた。

　目当ての人物は、ひときわ目立つ女の店員だ。

　身長はそこそこだが、遠目から見てもわかるほどスタイルがよい。

　彼女が颯さつ爽そうと動くと、ツーサイドアップにした長い髪が美しくひるがえる。

　店の客には、酒もそっちのけで彼女の容姿に見み惚とれている者も少なくなかった。

　そんな彼女の背後へ、クロノは気配を消して忍しのびよると、

「いただきぃっ！」

　その豊満な胸を両手でわしづかみにした。

「おおっ、伝家の宝刀『おさわり』っ！」

「約一年ぶりの御ご解かい禁きん……！」

　待機していたユウゼンとミツハが眼をみはる。

　かつて魔王城内で猛もう威いをふるい、あまたの乙おと女めを手にかけたクロノの御お家いえ芸げい。

　この「おさわり」をうけた者が見せる反応は、おおむね四種類に大別される。

　形ばかりの反はん抗こうを見せるか、真っ赤になって悪態をつくか、その場で泣きくずれてしまうか、さもなくば彫ちよう像ぞうのように固まってしまうかだ。

「ッッ!?」

　だが、彼女が見せた反応はどの類型にも当てはまらなかった。

「なにしてんじゃボケェッ！」

　ふりむきざまに拳げん骨こつを振ふりおろす。

　ゴギンッ！　頭ず蓋がい骨こつを叩き割わるような鉄てつ拳けんが、クロノの脳天を直ちよく撃げきした。

「痛っ……!?　うそっ、この殴なぐりなれた石頭はっ……!?」

　が、殴った直後、その顔が驚きよう愕がく一色にそまる。

「おー痛いって。いよう、スズネ。乳の揉もみ心ごこ地ちも拳げん固この硬かたさも変わりねえようだな」

「ク、クク、クロノぉっ!?　ちょっ、えっ、あんたなんでここにっ……!?」

「お前に会いにきたに決まってんだろうが。実はよ――」
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「実はよ、じゃねぇええええッ！」

　スズネはクロノにヘッドロックをかまし、ギリギリと締しめあげる。

　そのまま耳元に口をよせて、

「このクソバカアホタレボケナスクソバカ！　魔王のあんたがなに普ふ通つうに店に入ってきてんのよ!?　ほかの客にバレたら大おお騒さわぎどころの話じゃすまないじゃないっ！」

「心配すんな、魔王がこんなとこにいるなんて誰も思いやしねえぜ」

　首を絞しめられているにもかかわらず、平気な顔でへらへらと答えるクロノ。

「とりあえずこっち来い！」

　スズネはクロノの耳を引っ張り、有う無むをいわさず店の奥おくへと連れていった。

「あの女ひと、かなりできる」

「実に惚ほれ惚ぼれする鉄拳だったね」

　主君がひどい扱あつかいを受けているというのに、感心するミツハとユウゼンだった。

「あ、総大将が来いって手招きしてる」

「僕らも馳はせ参さんじるとしようか」

　二人はクロノとスズネのあとを追った。




◆◆◆




　クロノが連れていかれたのは、店長専用の執しつ務む室しつ。

　スズネは木菟亭の看かん板ばん娘むすめであると同時に、店の経営者でもあるのだ。

　ちなみに彼女の年ねん齢れいはクロノより二つ下の一八歳さい。この若さで自分の店を持つというのは、魔界でも滅めつ多たにあることではない。

　クロノとスズネはむかいあう形で長なが椅い子すに腰こしを落ちつけた。

　ミツハとユウゼンは座すわろうとせず、クロノの背後に立った。そこが二人の定位置なのである。

「それで？　恐れ多くも当代の魔王であらせられるクロノ・マシュアハ＝ルキフェル九九世陛下が、わたくしのような下げ賤せんの女にどのような御ご用ようでございますか？」

「そう謙けん遜そんすんなよ、スズネ。お前の乳と拳固に勝てる女なんざ貴族の中にだっていやしねえんだからよ」

「どんな褒ほめかたよそれ。ったく……」

　髪をかきあげ、嘆たん息そくをこぼして、

「こうなったからには、話を聞かないわけにはいかないじゃない。で、今度はなにをやらかそうってのよ、御お頭かしら？」

　クロノにとっては懐なつかしく、いまだに愛着のある呼びかただった。

「へっ、実はよ――」

　ミオという少女が、父親を捜さがしてほしいと城まで嘆たん願がんにきたこと。

　その願いを叶かなえるために、自分はここにいるのだと話した。

「なるほどね、そういうこと」

　スズネは肺の空気を残らずため息に変へん換かんして、

「バっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっカじゃないの!?」

　ド直球な感想を口にした。

　席を立って前かがみになり、クロノに人差し指を突つきつけながら、

「なに考えてんのよ滅め茶ちや苦く茶ちやすぎるわよぶっ飛ばされたいの!?　それ魔王がじきじきにやることっ？　あんた偉くなったんだから部下に命令してやらせればいいじゃない！」

「意外とそうもいかねえんだよ。ヒマな貴族どもは俺の命令なんざ聞きゃあしねえし、俺の命令を聞く官かん吏りどもは仕事が死ぬほどあってヒマじゃねえ」

「うしろの二人はどうなのよ？　あんたの側近なんでしょ」

「おいおい、こいつらは俺にくっついて回るのが仕事だぜ？　俺が動かなきゃどこにも行きやしねえよ」

　当然とばかりにミツハとユウゼンがうなずく。

「だからってなんて非常識な……あぁ、そうだった、この馬鹿は昔から常識なんてカケラも持ちあわせちゃいなかったんだわ……」

「――それはそうと、スズネ」

　クロノは急に真顔になって、スズネをじっと見つめる。

「な、なによ、急に真剣な顔して？」

「ありえねえ、俺としたことが見誤っちまったぜ！　さっきは変わらねえと言ったが、前言撤てつ回かいだ。お前この一年でまた乳がでかくなりやがったな」

　クロノは身を乗りだし、スズネの胸の谷間を凝ぎよう視しした。

「末すえ恐おそろしいやつだぜ……！　これもガキのころから俺が丹たん念ねんに揉んでやったおかげ――あ痛でッ！」

　ビシッ！　スズネは人差し指でクロノの額を小こ突づき、さらにグリグリと押おしつける。

　顔には極ごく上じようの笑み。ただし眼めだけは笑っていなかった。

「あたしは、超ちようまじめに、話してるん、だけど？」

「馬ばっ鹿か野や郎ろう、俺だって大マジだぜ。ったく、水くせえなスズネ。乳がでかくなったならまっさきに俺に教えるのがスジってもんだろうが」

「なわけあるかい！　じゃあなにか、あたしはわざわざ魔王城まで行って、あんたへの目通りを願って、胸が大きくなったことをうやうやしく報告するんかい！　どんな痴ち女じよだよ死ねるわてかお前が死ねぇええええッ！」

　肩かたでぜえぜえと息をし、それから諦あきらめたように吐息をこぼして、

「……ホント、呆あきれるくらい昔と変わってない。それでよく魔王が務まるわね」

「フッ。それは誤解というものです、麗うるわしき菫すみれ」

「姉あね御ご、総大将は城ではわりかしまとも」

　フォローしたのはユウゼンとミツハだ。

「ええと、ちょっと待って。その呼びかたはなに？　どういうこと？」

　スズネはミツハを指差して、

「まずは解りやすいほうから訊くけど、なんであたしが姉御？」

「総大将の昔の相棒だから、姉御」

　ミツハは簡潔に答えた。

「ふうん。ま、悪い気はしないからべつにいいけど」

　スズネはユウゼンに目線を移して、

「問題はそっちよね。なによ菫って？　なんで花の名前？　わりと本気で意味不明なんだけど」

「ご説明しましょう！　美しい女性を前にしたとき、僕の心には豊ほう潤じゆんな詩情が自然とあふれだすのです！　その詩情がこぼれ落ち言の葉に乗せられただけのこと！　貴女あなたの有り様はまごうかたなき『麗しき菫』というわけですっ！」

　ちなみにミツハは「青き薊」で、ヨシノは「尽つきぬ藤ふじ」だ。

「なにが『というわけ』なのかさっぱりなんだけど……」

　意味は解らなくとも、なんとなく褒められていることは解る。

　やはり悪い気はしないので、スズネはそれ以上なにも言わなかった。

「それはともかく、城ではまじめにやってるって本当なの、クロノ？」

「おうよ。この俺が一年も禁欲をつづけてんだから、たいしたもんだろ」

「その欲求不満をここぞとばかりにあたしにぶつけてる気がしてならないんだけど……」

　スズネは椅い子すに座りなおして、

「まあいいわ、協力してあげる。あんたを説得しようだなんて、この世でいちばん無駄なことだからね。さっさと用事をすませて城に帰ってちょうだい」

「悪わりぃなスズネ。恩にきるぜ」

「そのミオって娘の居場所が知りたいのよね。『梟』の情じよう報ほう網もうなら小一時間もかからないはずよ」

　王都の貧民街に根を張る義ぎ賊ぞく団だん『梟』。スズネは創設時のメンバーであり、初代副長を務めていた。

「頼たのむ」

　そして、ほかでもないクロノこそが『梟』の創設者にして伝説の初代御頭なのだが――この事実を知る者はごく限られていた。

「それと、あんたのことだからどうせ計画も下準備もロクにしてないんでしょ。うちの会議室を貸してあげるから、お忍び活動中はそこを拠きよ点てんにして」

「なにからなにまで世話になるぜ」

「いまさらでしょ。それに、あんたが伊達だてや酔すい狂きようでやってるんじゃないってことは解るわ。これも大いなる夢のため、なのよね？」

「ああ、昔から何回も言ってただろ。俺が魔王になったあかつきには――」

「――この魔界から悪党どもを一掃して、誰も泣かなくてすむようにする。もちろん知ってるわ。子供のころから何回聞かされたと思ってるのよ」

　そう言うスズネは、どこか誇らしげな表情だった。







【断章】桜花追想曲







　魔ま界かい暦れき九九四年のことだ。

　この年の春、貧民街の片かた隅すみで運命の歯車は動きだした。

　当時、一五歳の少年だったクロノは、義賊団『梟』の御頭の座にあった。

　彼かれがわずか一〇歳で立ち上げた『梟』。当初は子供の遊びとしか思われなかったが、あれよあれよというまに仲間を増やし、実力をつけ、縄なわ張ばりを拡大し、いまでは王都のすみずみまでその名を轟とどろかせていた。

　弱きを助け強きをくじく。困っている者や貧している者には救いの手をさしのべ、横暴な貴族や役人には武力でもって制裁をくわえる。

　貧民街を根城とする『梟』は、まさに飛ぶ鳥を落とす勢いだった。

　誰もが予想しえなかった大成は、ひとえに御頭たるクロノの実力の賜たま物ものだ。

　喧けん嘩かをすれば負け知らず。相手が軍人だろうと貴族だろうと一歩もひかず、最後には必ず『梟』に勝利をもたらす。

　当然のごとくクロノは有う頂ちよう天てんになり、悪童らしい無む根こん拠きよな万ばん能のう感かんにひたっていた。

　仲間との宴うたげの際には「俺はいずれ国を盗とる」「魔界の頂点に立ってみせる」「いまに魔王の首を獲とってやるぜ」と公言してはばからなかった。

　しかしその年、クロノが一五年の人生で積みあげてきた自信と誇ほこりは、跡あと形かたもなく打うち砕くだかれることになる。

　運命の日、クロノは『梟』の仲間たちと花見にくりだしていた。

　貧民街の外れに一本だけひっそりと立つ、桜の老大樹。彼らだけが知る特別な場所で宴を開こうとしていたのだが――

　桜の樹のもとには、思いがけず先客がいた。

　桜花の化け身しん――そう見み紛まがったのは、クロノだけではなかったはずだ。

　桜の花と同色の長い髪に、絢けん爛らんたる金色の瞳ひとみ。面おも立だちは息をのむほどに美しく、控ひかえめに言っても絶世の美女というほかない。

　立ち姿は威い風ふう堂どう々どう。純白の下地に黄金の装飾がほどこされた大おお太た刀ちを地面に突きたて、その柄つかに左右の手のひらを重ねていた。

　年としの頃ころはクロノと同じくらいだが、その身から放たれる威い圧あつ感かんは尋じん常じようではなく、異様な美しさと相まってこの世のものとは思えなかった。

「――其その方ほうが、『梟』の首しゆ魁かいクロノとやらで相そう違いないか」

　うっすらと微び笑しようをうかべつつ少女は問うた。

　身なりは豪ごう奢しやと派手派手しさの極致にあり、貧民街では間ま違ちがってもお目にかかれるような相手ではない。

「なんだぁ？　ここは貴族の嬢じようちゃんが来るようなとこじゃねえぞ」

　ただならぬ威圧感に呑のみこまれぬよう、クロノは意識して声を張った。

「はて、見込み違いであったか。聞けば其の方、魔王の首を獲ると天下に公言しておるそうではないか」

　少女はくいっと顎あごをあげ、みずからの首を見せつけて言った。

「態わざ々わざ、首の方から出向いてやったというのに、獲りに来ぬのか？」

「ッッッ――!?」

　そこまで言われて、さすがに理解した。というより、少女の人相を思いだした。

　魔界でもっとも有名な人物。その顔写真は、あらゆる紙面や書しよ籍せきに日々掲けい載さいされている。

　そう、彼かの女じよこそは――

「魔王サクヤ、じきじきのお出ましかよッ……！」

「うむ。余こそは第九八代の魔王、サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世である」

　宣言と同時に、時間すら止まったかのように錯さつ覚かくした。

　クロノの仲間たちは眼の前の現実を受け入れられず、息いき継つぎすら忘れて固まっていた。

　ただひとり、クロノだけはうつむいて、大きく身み震ぶるいしていた。

　正真正銘、本物の魔王を眼の前にして、恐きよう怖ふにうち震ふるえているのか？

　断じて違う。これは武む者しや震ぶるいというやつだった。

　その証しよう拠こに、クロノは天をあおいで大たい笑しようした。

「だっはっは！　こいつは傑けつ作さくだぜ！　まさか魔王のほうから来やがるとはよ！　城まで攻めこむ手間がはぶけたってもんだぜ！」

　魔王の首を獲る。その言葉は冗じよう談だんでもハッタリでもない。

　クロノは本気で、魔王の首を獲って魔界の頂点に立つという大たい望もうをいだいていたのだ。

　その千せん載ざい一いち遇ぐうの機会が、思いがけず眼の前に転がりこんできたのだ。

　これが笑わずにいられようか。否いな、断じて否いなである。

「ほう。其の眼、其の意気、快いぞ。余自ら足労した甲斐かいがあったというものよ」

　魔王もまたにぃっと笑みを深めた。

「魔王サクヤ、こいつはあんたが売った喧嘩だぜ」

　クロノは片手にぶら下げていた太刀を胸の前まで持ちあげ、

「俺は相手が誰だろうが、売られた喧嘩は必ず買う主義だ。つうわけでかかってきな！　その首、いまこの場でもらいうけてやるぜッ！」

　啖たん呵かを切るや真横に一いつ閃せん、ぎらりと太刀を鞘さやから引ひき抜き、鋒ほこをサクヤの顔面へとむけた。

　いっぽう、サクヤは手にした大太刀を抜こうともしない。

　ただ金色の瞳から、魂たましいまで透とおし見るような視線をクロノへとそそぐのみだった。

　さすがに焦じれて、クロノが言った。

「どうしたよ？　事情は知らねえが、あんたは俺とやりあうためにきたんだろ。さっさと抜けよ。魔王の太た刀ち筋すじがどれほどのもんか見てやるぜ」

「ふむ。其の方の今の力量を鑑かんがみるに」

　魔王は大太刀を抜かず、代わりに右手の指を二本、顔の前で立てた。

　人差し指と中指がなにかを挟はさむ。桜の老大樹から舞まい散ちるひとひらの花びらだった。

「得え物ものはこれで十二分であろう」

「なッ……!?」

　さしものクロノが二の句を継げなくなった。

　この少女は、魔王サクヤは、棒きれですらない一枚の花びらをもって、真しん剣けんのクロノと立ち合おうというのだ。

　はらわたが煮にえくり返かえる。これほどまでに舐なめられ見下されたのは、もちろん生まれてはじめてだった。

　しかし、腹の底を溶よう岩がんのように煮えたぎらせながらも、クロノの頭の芯しんはむしろ冷れい徹てつさを増していた。

　怒いかりは太刀筋をゆがませ鈍にぶらせる。安い挑ちよう発はつに激げつ昂こうして斬きりかかったところで、決してそれは最高の斬ざん撃げきとはなりえない。

　だからクロノは、氷のような無表情を顔面に貼はりつけたまま、掛かけ声ごえひとつあげずに魔王へと斬りかかった。

　脚あしさばきの速度、上半身から下半身への体重の落とし、両りよう腕うでの振り、手の内の絞しぼり、どれひとつをとっても文句のつけどころがない。

　クロノが魔王の脳天めがけて放ったのは、間違いなくこれまでの生しよう涯がいで最高の一刀だった。

　しかるに――

　スパッ。なにかが切られる音を耳にした刹せつ那な、クロノは地に伏ふしていた。

　魔王との位置は入いれ替かわり、いまは背中合わせとなっている。

　自身の振りおろした太刀が、いままさに魔王の脳天を断たち割らんとした瞬しゆん間かんまではおぼえている。が、その先の攻こう防ぼうの記き憶おくは欠落していた。

　つまりクロノは、魔王の動きを認にん識しきすることさえできなかったのだ。

　なにが起きたのかは解らない。だが事実として、クロノが手にした太刀は刀身の中ほどから先がなくなっている。折れたというより、なんの抵てい抗こうもなく切断されたような綺き麗れいでなめらかな切り口だった。

　さらにクロノの喉のど仏ぼとけのあたりには、一直線にはしる微び熱ねつがあった。

　指でなでて確かく認にんしてみれば、首の薄うす皮かわ一枚が真一文字に切きり裂さかれていた。

　総身が凍こおりつく思いがした。

　仮に真剣であったなら――否、桜の花びらでなかったら、クロノの頭部は胴どう体たいから切り離はなされて地面に転がっていたことだろう。

　……なにが起きたのかは解らない。だが、ひとつだけ確実なことがあった。

　実力の差がありすぎる。

　次元が違ちがう、などという言葉ではとうてい追いつかないほど、魔王の力は隔かく絶ぜつしていた。

「……くそったれ。これが魔王の実力かよっ……！」

「絶望せずとも良い。怯きよう懦だすることなく余に斬りかかってきたその覚悟、褒めてつかわす」

　ふりむくことなく魔王が言った。

　その口調からは、すでにクロノから興味を失いつつあることがありありと見てとれた。

「……なに、勝った気でいやがる」

　瞬間、クロノの闘とう志しは先にも増して燃えあがった。

「勝負はまだ、終わってねェえええッ！」

　総身の力を結集し、ふりむきざまに折れた太刀を逆さか袈け裟さに斬りあげた。

「！」

　魔王の背中から伝わるかすかな驚おどろきの気配。クロノの二撃目は、彼女にとって完全な不意打ちだった。

　ドグォッ！　しかしつぎの瞬間、クロノの体は桜の大樹よりも高く打ちあげられていた。

　地上には、右手を垂直に振りあげた魔王の姿。ピンと立てた二本の指のあいだには、やはり桜の花びらが挟まれていた。

（一発目は手加減してやがったなんて……くそ、こいつには敵かなわねえな……！）

　下した顎あごをしたたかに撃たれうすれゆく意識の中、クロノはいっそ清すが々すがしい心地でいた。

　落下。地面に叩たたきつけられたクロノは、もはや指先を動かすのがやっとだった。

「其の方が、初めてだ」

　そんなクロノを真上から見下ろしながら、魔ま王おうが口を言った。

　先ほどとは一転、俄が然ぜんクロノに興味が湧わいたような表情と口調だった。

「一度撃ち倒たおされ、力量の差を痛感しながら余に今一度斬りかかって来た者は、其の方以外に誰もおらぬ」

「へっ。そう、かよ……」

「其の方、なにゆえ魔王の座を欲ほつする？」

「んなもん、決まってん、だろ。俺の大いなる夢を叶えるため、だぜ……」

「夢？　仔し細さいを申してみよ」

「――この魔界から悪党どもを一いつ掃そうして、誰も泣かなくてすむようにしてやるんだ」

　そのとたん、魔王の金色の瞳はめいっぱい見開かれた。

　ただし、うつ伏ぶせに倒れているクロノの眼には当然ながら映らない。

「俺は魔王になって、それをやる。ほかの誰もやらねえから、この俺がやるん、だ……」

　クロノの意識はそこで途と切ぎれた。

　じっと彼を見下ろしていた魔王サクヤは、

「――かっかっか！　そうか、そうであったか！　愉ゆ快かい也なり、痛快也、我が意を得たりッ！」

　急に人が変わったように呵か々か大たい笑しようした。

「よもや此このような所で、余と志を同じくする者と相あい見まみえんとはな！　天命也、宿命也。余と其の方は出で逢あうべくして出逢ったのだ」

　魔王は片手をのばすと、気絶しているクロノの襟えり首くびをむんずとつかんだ。

「其の方の首、暫しばし余が貰もらい受けるぞ！」

　その直後、ひときわ強い風が吹ふきつけ、桜さくら吹雪ふぶきが魔王とクロノの体を覆おおいつくした。

　一瞬のあと、二人の姿は忽こつ然ぜんと消きえ失うせていた。

　――なにもかもが現実離ばなれしていて、桜の精に化かされたとしか思えない。

　あとに残されたスズネたち『梟』の面々は、しばらく身じろぎひとつできなかった。







【二章】涙にはまだ早い







「わかったわよクロノ。これがミオって娘むすめの住所」

　三〇分ほどでスズネは情報を仕入れてきた。

「この件はいちおう『梟』の救済対象にも入ってて、調査もされてるみたいね」

「収しゆう穫かくは？」

「残念だけどまったくなし。父親の手がかりはなにもつかめてないわ。この娘は中流階級の家だから優先順位が低いのよ」

　義賊団『梟』の活動拠点は依い然ぜんとして貧民街エリアであり、もっぱら救うのは下層民なのだ。

　中流階級が住むエリアにも進出はしているが、まだまだ浸しん透とうしているとはいいがたかった。

「たしかにこれは、あんたがじきじきに出張るべき案件なのかもね。さっそく家を訪ねてみるの？」

「おうよ。とにかく嬢ちゃんに直接会って、話を聞いてみねえことには始まらねえからな」

　クロノたちは部屋をでて、木菟亭をあとにした。

　と、路地を数歩進んだところで、

「おいてめえ！　そこの黒くろ髪かみ野や郎ろう、待ちやがれ！」

　粗そ暴ぼうな声がクロノを呼びとめた。

　ふり返ると、いかにも荒あらくれ者ものといった男が三人、怒りの形相でクロノをにらみつけていた。

「なんだぁ、お前ら。俺おれがどうかしたのかよ？」

「てめえ、どこの誰かは知らねえが、スズネちゃんにあんな真ま似ねしといてタダですむと思うなよ……！」

「あんな真似？　って、なんのことだよ？」

「とぼけてんじゃねえッ！　てめえはスズネちゃんの……む、胸を揉みやがっただろうが!?」

　どうやら彼らは店の中にいて、クロノの「おさわり」の現場を目もく撃げきしていたようだ。

「なんだよ、そんなことか。あんなの挨あい拶さつみてえなもんなんだから気にすんなよ」

「あ、挨拶だとォ!?　どこまでもナメくさった野や郎ろうだぜェ……！」

「なあお前ら、悪わりぃこと言わねえから、あいつはやめとけ。ああ見えて死ぬほど身持ちが堅かてえし、遊び半分で手をだしたらヤケドじゃすまねえぜ。そうだ、ひとつおもしれえ話を聞かせてやるよ。ちょいと昔にな、愛人にしてやるとか言ってスズネに迫せまった下げ衆すい貴族のおっさんがいたんだよ。なあお前ら、そいつがどんな目にあったと思う？」

　思い出し笑いをしつつクロノはつづけた。

「手をにぎろうと指先にふれただけで、顔面に鉄拳をぶちこまれてタコ殴りの半殺しだぜ。いやぁ、あんときは傑作だったな。ただでさえ贅ぜい肉にくまみれで不細工な野郎の面つらが、三倍にふくれて一〇倍も不細工になったんだからよ！　だっはっは！」

　スズネにちょっかいをだして無事ですむのは、魔界広しといえどクロノくらいのもの。

　それは彼が数段上の実力者ということもあるが――もっと深遠なる理由は、乙女の胸のうちに聞いてみなければわかるまい。

　それはさておき、

「そんな話は知ったこっちゃねェッ！　俺たちはただてめえが気に入らねェんだよォオッ！」

　からんできた男たちにはとっては、おもしろくもなんともなかったらしい。

　問答無用で刀を抜ぬき、戦せん闘とう態勢をとる。

　くだらない理由で軽々しく抜ばつ刀とうし、身の危険をかえりみず喧嘩を売る。

　これぞ貧民街の風物詩であり、醍だい醐ご味みともいえる光景だ。

「悪ぃが先客を待たせてんだよ。いまはお前らみてえなのを相手してるヒマは――」

　言いかけて、クロノは苦く笑しようをうかべて首を横にふった。

「いいや、違ちげえな。相手がチンピラだろうが貴族だろうが時の魔王だろうが、売られた喧嘩は必ず買うのが俺だったな！」

　一歩踏ふみだし、背後の二人に呼びかけた。

「つうわけだ、ミツハ、ユウゼン。手出しはいっさい無用だぜ！」

「「御ぎよ意い」」

「さあてと。なにも知らねえとはいえ、この俺に喧嘩を売るクソ度胸だけは褒めてやるぜ。望みどおり相手してやる、三人まとめてかかってきな！」

「けっ！　どこの馬の骨ともしれねえ糞くそガキが、威い勢せいだけはいっちょまえじゃねェか！」

　当人はいざ知らず、魔王にむけて放たれたこの暴言に、

「どこの馬の骨って……」

「無知とは怖おそろしいものだね……」

　開いた口がふさがらないのはミツハとユウゼンだ。

「だっはっは！　言ってくれるじゃねえか、おもしれえ！」

　当のクロノは心底愉快な気分だった。

　笑いながら抜刀すらせず、腕を組んで仁に王おう立だちしていると、

「……あァん？　おいこら、さっさと剣けんを抜きやがれ」

「このままでいいぜ。得物ならまあ、そのうち適当に調達するからよ」

「て、てんめェエエエエエッ！　後こう悔かいはあの世でしやがれェエエエエエッ！」

　ひとりが激昂して斬りかかってくる。

　その意気やよし。だが、まったくなっちゃいない太刀筋だ。

　あくびがでるような、クロノには止まって見える斬りこみだった。

　右手で刃はをかるく払はらいのけると、すかさず左の掌しよう底ていを相手の鳩尾みぞおちに叩きこむ。

「ぐばっ!?」

　胃液を吐はきだしながら男は吹っ飛とばされる。

「野郎ォオオオオッ！」

　袈裟に斬りかかってくる二人目。

　クロノは拍ひよう子しをあわせて手首を右みぎ脚あしで蹴けりあげた。

　そのまま横に一回転し、回し蹴りを放つ。遠心力をのせた踵かかとが相手の顔面を直撃した。

「ぎゃぅっ……!?」

　ひとたまりもなく失神し倒れこむ。

　ヒュンッ！　その隙すきをついて、三人目が鋭するどい突きを放った。

　クロノは顔をかたむけて回かい避ひする。

　ひと目でわかったが、先の二人とは斬撃の速さも強さもまったく違う。

　この三人目の男だけは、剣術の心得があるようだ。

「っと、やるじゃねえか。いまのはいい突きだったぜ」

「はっ！　このオレを甘あまく見みるんじゃねえ！　つぎはその脳天を叩き割ってやらァ！」

　一いつ気き呵か成せいの連撃がクロノを襲おそう。が、クロノはそのすべてを見切っていた。

　あえて紙かみ一ひと重えで回避しながら、相手の太刀筋をじっくりと観察した。

「ふむん、スジは悪かねえが、いかんせん鍛たん錬れん不足だな。いいか、よく見とけよ――」

　カッ！　クロノの右足がなにかを踏みつけ跳はねあげた。

　それはひとり目の男が手にしていた刀だった。

　クロノはその柄を空中で掴つかむと、やにわに踏みこんで一閃した。

「これが本物の太刀筋ってやつだぜ」

　ザンッ……！　眼にもとまらぬ別次元の斬撃。もし刃を返して棟むね打うちにしていなければ、相手の胴どうは真っ二つに斬り飛ばされていただろう。

「つ、強つえェ……！　バケモン、だ……」

　ばたりと倒れ伏ふす三人目。

　クロノは手にした剣を無造作に投げ捨て、

「ふぅ、最近ロクに剣も振ふってねえからな。やっぱだいぶ鈍なまってやがるぜ」

　苦笑いしてつぶやいた。

「にしても、魔王がいきなり喧嘩を売られるなんざ、やっぱ貧民街ここはおもしれえな。昔の俺をちっとばかし思いだしたぜ」

「ぜんぜんちがう。魔王とわかって斬りかかるのは、総大将だけ」

「だがそれでこそ我わがあるじ、天下に唯ゆい一いつ無む二にの御お方かた！」

「そうか？　王都中をさがしてみりゃあ、ひとりかふたりはいるんじゃねえか」

　このクロノの発言に対し、

「いないから」

「ありえません」

　めずらしくミツハとユウゼンの意見は完全に一いつ致ちした。




◆◆◆




　その後はからまれることもなく、クロノたちは予定どおりミオの家に到とう着ちやくした。

　彼女の父親は王立魔導院の第一研究部副主任という、それなりに地位の高い役職についていた。

　王都の序列でいえば中の上。

　なので当然、住居は木菟みみずく亭ていよりもだいぶ円の内側に位置していた。

「おにいちゃんたち、だあれ？」

　玄げん関かんドアを開けたミオは、警けい戒かいした様子でクロノたちをながめた。

「よう嬢ちゃん。いきなりだけどよ、俺たちは親おや父じさんを捜さがすのを手伝いにきたんだ」

「もしかしておにいちゃんたち、魔王さまのめいれいでここにきてくれたのっ!?」

　とたんにミオは瞳を輝かがやかせ、ドアを全開にした。

「――いや、そうじゃねえんだが」

　今回のお忍しのびは秘中の秘、ここで魔王の存在をにおわせるのはまずい。

　クロノはとっさに嘘うそをつかざるをえなかった。

「俺たちは木菟亭から来たんだ。ま、『梟ふくろう』の関係者ってとこだな」
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「そうなんだ、魔王さまじゃないのはざんねんだけど……でもでも、『梟』の人たちはしんようできるってパパがいってた！」

「ああ、この俺にまかせときな！　つうわけで嬢ちゃん、くわしく話を聞かせてもらうぜ」

「うんっ」

　ミオはようやく安堵した様子で、

「ねえおにいちゃん、名前はなんていうの？」

「あー、俺か。俺のことはコクトって呼んでくれ」

　相手が子供であろうと、馬ば鹿か正しよう直じきにクロノと名乗るわけにはいかない。

　ただしこれは厳密にいえば嘘ではなかった。

　コクトというのは、亡なき母親がつけてくれた人間としての彼の名だ。

　もっとも、母親がその名で呼んでくれた記憶はなく、自分で名乗ったことも今回がはじめてだったが。

「で、右の水色無ぶ愛あい想そうが助手その一。左の赤毛気き障ざが助手その二だ」

　側近の二人に関しても、名は明かさないほうが得策だろう。

「お待ちください、我があるじ」

　ユウゼンが注文をつけた。

「彼女が一で僕ぼくが二とは、承服しかねるというものです」

「いちいち目くじらたてて、赤いのは面めん倒どう」

「ほう？　ならば青き薊あざみ、君がその二でもかまわないと？」

「……それは嫌いや」

　二人の瞳がクロノへとむく。言い直せということだ。

「そんじゃ、助手女と助手男は？」

「それも微び妙みように嫌」

「美しさを欠いているかと」

「ったく、注文の多いやつらだぜ。ならよ、そうだな、色で区別するってのはどうだ？」

「それならいい」

「不服なし」

　同意を得たクロノは、ミオへとむき直って、

「つうわけで嬢ちゃん、あらためて紹しよう介かいするぜ。こっちが青助手で、こっちが赤助手だ」

「あははっ、ヘンなのっ。おにいちゃんたちって、なんだかおもしろいねっ」

　ミオには思いのほか、このやりとりが好評だったようだ。

　自己紹介もすんだところで、家の中へと招き入れてもらう。

『梟』の名前がきいたのか、はたまたクロノたちの人ひと柄がらが信用されたのか、警戒するそぶりはまったくなかった。

　歩きながら、さりげなく家の中を観察する。

　玄関も廊ろう下かも掃そう除じがゆきとどいており、物が散らかっていることもない。

　幼い少女がひとりでひと月も暮らしているにしては、少々不自然な光景だ。

「親父さんがいなくなってから、家事は嬢ちゃんひとりでやってるのか？」

「ううん、ちがうよ。近所にすんでるおねえさんが、かわいそうだからってよくきてくれるの」

「なるほどな、そういうわけだったか」

　ミオは居間へとクロノたちを案内した。

　クロノは席についたが、例によってミツハとユウゼンは背後の定位置に立ったままだ。

　ミオが不ふ審しんがる様子はない。

　幼い少女の眼にも、クロノたち三人の関係はそうするのが自然だと映るようだった。

　ふと、クロノは壁かべ際ぎわの棚たなへ眼をむけた。

　そこに飾かざってあったのは、ミオと父のタツミが一いつ緒しよに写っている写真だ。

　二人ともいい笑え顔がおをしている。タツミの顔ははじめて見たが、まじめで善良そうな雰ふん囲い気きだ。

　幼い娘をひと月も放置するような不義の輩やからとはとうてい思えない。

「親父さんが帰ってこなくなったのはひと月前、だったよな」

「うん……」

　聞きこみをはじめると、ミオの表情はにわかに曇くもった。

　クロノたちの来訪という非日常的なできごとにうかれていたのもつかの間、嫌な現実に引き戻もどされてしまったというわけだ。

　クロノはあらためてミオを観察する。

　初見のときから思っていたが、可愛かわいらしいだけでなく、芯の強さを感じさせる顔立ちだ。

　本来はもっと明るく快活な性格なのだろうが、いまはその大半が曇ってしまっていた。

「仕事で失敗して処分をくらったって話は聞いてるか？」

「うん。パパ、すっごいおちこんでたけど……」

　首からさげた赤いペンダントを、ミオは片手でぎゅっとにぎりしめた。

「けど？」

「でも、おとなの世界にはふじょうりなこともあるからしょうがない、また一からがんばるしかない、っていってたよ」

「……大人だろうが子供だろうが、不条理なんざあっちゃいけねえんだがな」

　クロノはひとりぼやいて、

「ちなみに親父さんを最後に見たのは、いなくなった日の朝でいいんだよな？」

「うん。いつもみたいにおしごとにいって、なのに夜になってもかえってこなくて……」

　ミオの瞳がうるみだすが、ここで質問をやめるわけにはいかない。

「その日の朝とか、前の日の夜とか、なにか変わったことはなかったか？」

「かわったことって？」

「いつもと違うことを言うとか、妙みように落ちつかなさそうにしてたとか、そんなんだよ」

「あ、それなら！」

　勢いづいてミオは言った。

「いなくなるまえの日の夜、こんどのお休みに遊園地につれていくってパパいってた！　ぜったいだよってやくそくしたのに、それなのにっ……！」

　最後のほうは涙なみだ声ごえになってしまっていた。

「もう充じゆう分ぶんだ。つらいことを思いださせちまって悪かったな」

　クロノは手をのばし、ミオの涙を指先ですくいとった。

「ねえ、おにいちゃん。ほんとにパパを見つけてくれるの……？」

「もちろんだ。約束するぜ、嬢ちゃんの親父さんは必ず俺が見つけだす。だからもう泣くんじゃねえ。涙はそのときまでとっておきな」

「うんっ、わかった！」

　自分で涙をぬぐい、ミオは精せい一いつ杯ぱいの笑顔をつくる。

　それからまた、首からさげた赤いペンダントに手をやった。

　ふと思いあたって、クロノはたずねてみた。

「その赤いペンダント、もしかして親父さんからの贈おくり物ものだったりするのか？」

「うんっ！　まえの誕生日にパパからもらったんだ。きれいでしょっ！」

「ああ、嬢ちゃんによく似合ってる。親父さんはいいセンスしてるみてえだな」

「ミオのパパだもん、とうぜんだよ！」

　自じ慢まんげに鼻を鳴らすミオだった。




◆◆◆




「ミツハ、お前はどう見る？」

　ミオの家をあとにした直後、クロノはたずねた。

「とりあえず、父親はシロ」

　単刀直入に答えるミツハ。

「理由は？」

「まず、仕事で処分をうけたことには、恨うらみを持ってそうじゃない。素す直なおに受け入れているか、もしくは諦あきらめていた感じ」

「ふむん、あとは？」

「いちばん決定的なのは、娘と遊園地にいくって約束したこと。これから行ゆく方えをくらませて悪事に手を染めようと考えていたら、約束なんてしない。論理的におかしい」

「で、結論は？」

「父親は十中八九、誘ゆう拐かいされて囚とらわれの身。爆ばく発はつ騒さわぎとの関連は……まだなんともいえなそう」

「俺も同意見だぜ。ま、理り屈くつ以前に、あんな嬢ちゃんの父親が悪事に手を染めるかって話だよな」

　父親が爆発騒ぎの単独犯、という可能性はまずないとみて間違いない。

「けどよ、誘拐だとしたら腑ふに落ちねえ点があるぜ」

「誘拐には要求がつきもの」

「だな。仮に金が目的だとしたら、誘拐すんのは親父じゃなくて嬢ちゃんのほうだぜ」

「あえて彼かれを誘拐した意味と理由は――」

「やっぱ、研究者としての頭脳と技術しかねえよな」

　ミツハが同意のうなずきを返す。

「そうなるとこの件、なにか裏がありそうだぜ」

「総大将、このあとはどうするの？」

「つぎは爆発騒ぎの現場だな。これはこれで、どうにも臭におう事件だからよ」

「わかった。――おい起きろ、赤いの。話についてこれないからって立ったまま寝ねるな」

　ミツハは気取ったポーズで立つユウゼンの脚に蹴りを入れた。

「うん？　終わったのかい。さて、つぎは爆発騒ぎの現場検証ですね、我があるじ！」

「……最後のとこだけ聞いてた？」

「なんの話だい？　このくらい直感でわかるというものさっ！」

「なんか腹たつ……」

　ともあれクロノたちは、つぎなる目的地へと移動を開始した。

　爆発騒ぎは、同様の手口の犯行がこれまで三件確認されている。

　クロノたちが足をはこんだのは一件目の現場だ。

　人通りの少ない一角に架かけられた古い橋、その近くの土手が現場である。

　警けい邏ら隊たいが張った簡易的な囲いがあるため、場所はすぐにわかった。

　王都警邏庁の表記とともに「許可なき者の立ち入りを禁ず」と書かれていたが、

「ここだな。はあん」

　委細かまわず現場へと踏み入る。

　せいぜい地面に黒い焦こげ跡あとがこびりついているていどだと、クロノは思っていたのだが、

「おいおい、思ってたよりはるかにでけえ爆発じゃねえか」

　爆心地は深いクレーターと化しており、土手の側面にも被ひ害がいがおよんでいる。もし爆発が真下で起きていたなら、橋はひとたまりもなく崩くずれ落おちていたはずだ。

「警邏隊の報告書によると」

　ミツハが言った。

「爆発物の痕こん跡せきがないことから、魔ま法ほうによる爆発と推定される。なお、犯行の目的はいっさい不明」

「そこだよな、気味が悪わりぃのは。橋の下を避さけて、あえて被害がでないよう計算しているみてえだしな」

「なんのために？　ただの愉ゆ快かい犯はん？」

「だったらこんな辺へん鄙ぴなとこじゃなくて、もっと人通りの多い場所を選ぶんじゃねえか」

　日中だというのに、あたりの人の気配は皆かい無む。

　爆発が起きた夜間ともなれば、まず人目につくことはないだろう。

「たしかに……」

「さっぱりわからねえぜ。犯人の野郎はなにがしたかったんだろうな」

　後頭部を掻かきながらクロノが言う。

「なにを悩なやんでいるのですか、我があるじ！」

　めずらしく声をあげたのはユウゼンである。

　今回は立ち寝していなかったらしい。

「犯人の目的！　そんなものは爆発を起こすことに決まっていますっ！」

　気取ったポーズをとりながら自信満々に言った。

「……赤いの、なにを言いだすかと思えば」

　あきれた声をだすミツハだったが、

「いいや。あんがいユウゼンの言うとおりかもしれねえぜ、ミツハ」

　にやりと笑ってクロノはつづけた。

「いわゆる逆転の発想ってやつだぜ。犯人の野郎はなにか目的があって爆発を起こしたんじゃねえ。爆発を起こすことじたいが目的だったんだ」

「どういうこと？」

「こいつはなにかの『実験』の結果なんじゃねえかって話だよ。そう考えりゃいろいろと辻つじ褄つまがあってくるぜ。あえて被害をださねえようにしたのは、捜そう査さを混乱させて真相にたどりつけねえようにするためだな」

「ひと気のない場所を選んだのも、実験だとしたら当然……！」

「ついでに、魔法的な『実験』をやらかすってんなら、魔導院の副主任はえらく役にたつはずだぜ。これで誘拐の件とつながりやがったな」

　クロノはユウゼンに眼めをむけて、

「いい働きだったぜ。やっぱお前の直感はここぞってときに頼たよりになるな」

「フッ。お役にたてて光栄の極きわみです、我があるじっ！」

　誇ほこらしげに会え釈しやくをするユウゼン。

「納なつ得とくはしたけど……なんか不条理」

　いっぽう、手て柄がらをとられたミツハはふくれっ面つらだ。

「そう拗すねんなって。ミツハの推理だって役に立ってんだからよ」

　クロノはミツハの頭をポンとなでてやる。

「……つぎはもっともっとがんばる」

「して、我があるじよ。このつぎはどうなされます？」

「二件目の現場にいく？」

「いいや。気がつきゃ昼どきだしな、いったん木菟亭に戻って腹ごしらえといこうぜ」

　もとより二人の側近は、クロノの言葉に逆らうようなことはない。

　ただしこのときばかりは、この提案に諸もろ手てをあげて賛成した。




◆◆◆




「はいよっ、ダイミョウエビの釜かま揚あげ三〇人前、おまちどお！」

　ドドドンッ！　これでもかと山盛りにされたエビが、クロノたち三人の前におかれた。

「……って、注文されたから持ってきたけど、あんたはともかくほかの二人は一〇人前も食べられるの？」

　料理をはこんできたスズネが、やや不安げなまなざしをミツハとユウゼンにむけるが、

「余よ裕ゆう」

「問題ありません」

　二人は臆おくした様子もなかった。

「さあてと、そんじゃいただくとするか」

　クロノは手づかみで豪ごう快かいにエビにかぶりついた。

　作法だなんだとやかましいヨシノがいないため、思うがままに手と口を動かす。

「うめぇっ！　ひさしぶりに食ったけどよ、やっぱ木菟亭のメシはひと味ちがうぜ！」

「たしかにおいしい。超ちよう美び味み……！」

　ミツハは両手でエビを持って、パクパクとかじりつく。

　まるでリスがドングリを食はんでいるような所作。

　ひと口は小さいが、回転の速さはすさまじい。

　クロノにも負けないペースでエビの山が低くなっていく。

「素材の安さを感じさせない極ごく上じようの調理……こんな未知の美食があったとはね！」

　ユウゼンはどこからともなくマイナイフとマイフォークをとりだし、洗練された動作でエビを口へとはこぶ。ただしそのスピードは先の二人に匹ひつ敵てきするほど速い。

　まるで腕うでが何本もあると錯さつ覚かくしてしまうほどだった。

「ふぅっ。馳ち走そうになったぜ」

　三人ともあっという間に完食。嵐あらしが過ぎ去ったように皿の上は綺き麗れいになっていた。

「呆あきれるくらいいい食べっぷりね。ま、こっちも腕をふるったかいがあるってもんだけど」

　食器をかたづけながら、上じよう機き嫌げんでつぶやくスズネ。

「んん？　めずらしいじゃねえかスズネ。店を持ってからは滅めつ多たに厨ちゆう房ぼうに立たねえはずだよな？」

「た、たまたまよ！　たまたま料理したくなっただけだからっ！」

　スズネはかすかに赤面し、そそくさと食器をはこんでいった。

「なんだあいつ、妙な態度とりやがって？」

　首をかしげるクロノ。

　ミツハは小さなため息をつき、ユウゼンは小さく肩かたをすくめた。

「さぁてと、ここいらでばあやに連れん絡らくをいれとくとするかな」

　クロノは通信用の魔道具をとりだすと、回線をヨシノにつないだ。

「総大将。待ってるあいだデザートたのんでいい？」

「いいぜ、好きなもんを頼たのみな」

　ミツハに答えたところで、ヨシノが応答した。

「ク、クロノ様っ！　いまどちらにおられるのですかっ!?」

「木菟亭って店だ。ちょうど昼飯を食い終わって満足したところだぜ」

「それはようございました。ヨシノは不安と心配と緊きん張ちようで食事も喉のどをとおらぬ有様でございますが」

「そいつは困るな。腹減りが理由で変身が解けでもしたら笑い話にもならねえぜ。だっはっは」

　クロノというのは、根本的に皮肉がきかない男だった。

　ヨシノは諦めきった深いため息をついて、

「……して、ヨシノにいかなる御ご用ようでございましょうか？」

「いろいろ解わかったことがあるからな、いちど話しとこうと思ってよ」

　そのとき、スズネがデザートの注文をうけているのが眼に入った。

　ミツハは苺いちごのミルフィーユを、ユウゼンもちゃっかりと白玉ぜんざいを頼むようだ。

「おうスズネ、俺はミルフィーユとぜんざいの両方な」

　すかさず自分のぶんを注文するクロノ。

「はえ？　ミルフィーユとぜんざいが事件に関かかわっているのですか……？」

「違ちげえよ、いまのはこっちの話だから気にすんな」

　今度こそクロノは、これまで得た情報とそこから導きだした推理を説明した。

「――うぅむ、なるほど。タツミなる男は曲くせ者ものに拐かどわかされ、爆発騒ぎの『実験』を強要されている、と」

「で、だ。ばあや、ひとつ頼まれちゃくれねえか」

「タツミの研究の仔し細さいに関してですな？」

「ああ。そこから『実験』につながる手がかりが見つかりゃしめたもんだぜ」

「承知いたしました。――ときにクロノ様、そろそろ城に戻られてはいかがです？　捜査は間ま違ちがいなく進展するでしょうし、あとは下の者にまかせて――」

「そいつは聞けねえ相談だぜ。俺はもう嬢じようちゃんと約束しちまったんだよ、必ず親父さんを見つけだすってな。だから俺が最後までやらなくちゃならねえんだ」

「し、しかしですな……」

「つうわけだ。ばあや、ひきつづき留守をたのんだぜ」

　笑ってつげるクロノに、

「はやく帰ってきてくだされ、お願いですじゃーッ……」

　ヨシノの懇こん願がんはむなしくひびくのみだった。

　通話が終しゆう了りようすると、なぜかスズネにジト目をむけられていた。

「あん？　どうかしたのかよ、スズネ？」

「誰だれだか知らないけど、あんたの通話相手の気持ちがものすっっっっっっごく解る気がしてね」

　クロノの腹心を務める気苦労を、スズネ以上に理解している者はまたといまい。

「はあん、あんがいスズネとばあやは気があうのかもしれねえな。機会があれば紹介してやりてえもんだぜ」

「いいわねそれ。誰かさんに対する愚ぐ痴ちと苦労話で、かるく一〇〇兆時間は話せそう」

　言ってスズネは、はこんできたデザートをテーブルにおいた。

「はいよっ、苺のミルフィーユと白玉ぜんざい、おまちどお！」

　ミツハとユウゼンはそれぞれ一品、クロノは注文どおり二品である。

「総大将、ずるい……」

「へっ。俺は一品だけにしろなんて言ったおぼえはねえぜ」

「さすがは我があるじ、つねに僕たちの上をいく御方っ……！」

「いや、ただ食い意地はってるだけでしょうが」

　ひとりつっこむスズネだった。

　ちなみに、デザートはむろんのこと美味だった。




◆◆◆




　昼食のあとは午後の調査だ。

　デザートもぺろりとたいらげ、木菟亭の出入り口へとむかったクロノ一行を、

「ま、待ってくだせえ！」

　またもや呼びとめる声があった。

　ただし午前にからんできた連中とは違い、喧けん嘩かを売るような口調ではない。

　むしろ低頭平身、できうる限りの礼れい儀ぎをつくした態度だ。

「んん？」

　果たしてクロノがふりむくと、五、六人の男が床ゆかに正座をしてならんでいた。

　年ねん齢れい層そうは一〇代前半から三〇代後半までと幅はば広ひろい。

　彼らは一様に、畏い敬けいと尊そん崇すうのまなざしをクロノへとそそいでいた。

「先生っ！　いや、ここはあえて兄貴と呼ばせてくだせえっ！」

「おいおい、話がさっぱり見えねえんだが？」

　さすがに苦笑してクロノが言うと、

「へい、説明いたしやす！　実は自分ら、スズネさんの私設応おう援えん隊たいをやってまして」

「マジかよ、おもしれえやつらだな。んで？」

「今日の午前中に兄貴が成なし遂とげた偉い業ぎよう、眼に焼きつけさせてもらいました！　まさかスズネさんの……む、胸に手をだせる御ご仁じんがこの世にいるとは夢にも思わなかったっす！」

「偉業って、俺おれにとっちゃあんなのふだんの挨あい拶さつだぜ」

「さっすが兄貴！　マジ半はん端ぱねえ！　まさに生ける伝説っす！」

　手を合わせてクロノを拝みだす応援隊の面々。

「ふむん、いまいちよく解らねえが」

　クロノは好奇の笑えみをうかべて言った。

「要はお前たちもスズネの乳を揉もみてえから、やりかたを教えろって話か？」

「そ、そそそ、そんな滅めつ相そうもないっ！」

　予想に反して男たちは全力で首を横にふった。

「そんな恐おそれ多おおいこと、自分らには一生かかってもできるわけないっす！」

「むしろ見ていて羨うらやましかったのは、兄貴がスズネさんに殴なぐられたことで！」

「自分らはスズネさんの手で痛い目にあいたいんす！　それが本ほん望もうなんす！」

「兄貴！　スズネさんをひと言で怒おこらせるような魔法の言葉ってないもんすかねえ!?」

　矢や継つぎ早ばやにまくしたてる応援隊。

　クロノはたまらず噴ふきだして、

「だっはっは、お前らマジでおもしれえな！　いいぜ、その男気買ってやる！」

　かがみこみ、声をひそめて言った。

「いいか、ここだけの話な、スズネのやつ乳のでかさはひそかに誇ってるんだが、尻しりのでかさはわりとマジに気にしてんだ。そこをちょちょいとつついてやりゃあ、いとも簡単に鉄てつ拳けんが落ちるぜ」

「ちょっとあんたたち？　なに話してんのか知らないけど、ほかのお客さんの邪じや魔まになるからそこどいてくれる」

　折よくスズネが注意をしにきた。

　クロノは悪童そのものの笑みを応援隊にむけて、

「見てな、これが手本だぜ」

　一いつ瞬しゆんの動作でスズネの背後をとり、臀でん部ぶをなでてひと言。

「にしてもスズネ、乳にも増して尻がでかくなったんじゃねえか」

「ッッ!?　な、なってないわよ！　きのうも測ったけどサイズは前と変化なし――ってぇ、なに触さわっとんじゃボケェッ！」

　ゴバギンッ！　振りおろされた鉄拳の威い力りよくたるや、クロノがたたらを踏ふむほどだった。

「痛いつつ……！　とまあ、こんな感じだぜ。やってみな」

「スズネさんっ、はじめてお会いしたときからあなたのお尻をずっと見ていました！」

「どうか尻にしいてくださいお願いしますっ！」

「もしくは踏み台だいでも可ですっ！」

「な、なんなのよあんたたちっ!?」

　その美び貌ぼうゆえ、スズネはこれまで数多の好色家と無数の変態に狙ねらわれては、自慢の鉄拳でことごとく粉ふん砕さいしてきた。

　そんな百ひやく戦せん錬れ磨んまの彼かの女じよですら、これにはドン引きした様子だった。

「怒おこりましたよねっ？　ブチ切れましたよねっ？　なら遠えん慮りよなくぶっ叩たたいてくださいっ！」

「もしくは蹴けり飛ばすのも可ですっ！」

「殴らないし蹴らないわよ！　なんか怖こわいし気持ち悪いし！　――ってぇ、ちょっと！」

　クロノをふんづかまえ、ヘッドロックを決めるスズネ。

「どういうことなのこれはっ？　あんたなに吹ふきこんだわけっ!?」

「知らねえよ。俺はちょいと助言をしただけで、あとはこいつらが本ほん性しようをみせただけだぜ」

「ああもうっ！　なんであんたと一緒にいると面倒ごとばっかり起きるのよ！　もういいからさっさと行けやクソバカ野や郎ろう！　あとできればそのまま死んどけぇええええッ！」

　文字どおり尻を蹴飛ばされ、クロノは木菟亭から追いやられた。
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　クロノ一行は爆発騒ぎの第二の現場をたずね、つづけて第三の現場まで足をのばした。

　どちらも状じよう況きようは第一の現場に酷こく似じしていた。

　滅多に人通りのない場所で、爆発が起きたのはいずれも深夜。

　現場には大きなクレーターが残されており、爆発物の反応は検出されず、といったぐあいだ。

　第三の現場についた矢先、なぜか懐かい中ちゆう時計をとりだし困り顔をするユウゼンの姿があった。

「しまったね。僕としたことが、なんたる不覚っ……！」

「なんだユウゼン、時間がどうかしたのかよ？」

「御ご覧らんください我があるじ！　気がつけば午後のお茶の時間を一五分もすぎているのですっ！」

　懐中時計をクロノへと見せつける。

「なんてくだらない……」

　呆れてぼやくミツハに、

「聞き捨てならない発言だね、青き薊。喫きつ茶さはくだらなくなんかない。優ゆう雅がにお茶を楽しんで身も心も癒いやせば、その後の仕事が何倍もはかどるというものさ」

「一理あるかもな。よし、ならここでやっちまうとするか」

「さすがは我があるじ！　その手がありましたかっ！」

「え、うそ、事件の現場でお茶を飲む？　本気……？」

「違うぜミツハ。こんな場所で一杯ぱいやるからむしろ粋いきなんじゃねえか」

「えぇ……？　これ、わたしがおかしい？」

「そうと決まれば善は急げ、さっそく準備いたしましょう！」

　ユウゼンがパチンと指を鳴らす。

　その直後、地面から木の根がいくつも飛びだし、即そく席せきの椅い子すとテーブルを形づくった。

　テーブルの上には急きゆう須すと湯ゆ呑のみ。さらに急須の中は茶葉と適温の湯で満たされていた。

　ちなみに茶器の種類からもわかるように、ユウゼンがたしなむのは紅茶ではなく緑茶だ。

「さあ我わがあるじ、上座へどうぞ」

「おう」

　クロノがドンと腰こしをおろす。

　つづいてユウゼンも長い脚あしを組んで着席し、

「どうしたんだい、青き薊。ミヤコウジ産の玉ぎよく露ろはお気きに召めさないかな？」

「……飲む。そんな高いお茶、めったに飲めないし」

　背に腹はかえられず、ミツハもしぶしぶ席についた。

「玉露はぬるめのお湯でじっくり抽ちゆう出しゆつするのが作法なのです」

　急須から茶をそそぎつつ、うんちくを語るユウゼン。

「へえ、茶ってのも奥おくが深ふけえもんだな。おっ、たしかにこいつはうめえぜ！」

「たしかに美味。まろやかでふくよか……！」

　ひと口すすっただけで、そこいらの茶とは別物であることがクロノとミツハにもわかった。

「にしてもよ」

　クレーターのふちに位置するテーブルから、下を見おろしてクロノは言った。

「このでかさはちと予想外だったぜ」

　前述のとおり、三つの現場は酷似している。

　が、それぞれの場所ではっきりと違う点もあった。

　回を重ねるごとに、クレーターは飛ひ躍やく的てきに大規模になっていたのだ。

　この事実が意味するのは、

「一回ごとに『実験』は前に進んでるってことか」

「それも、かなりの速さ」

　ここ第三の現場のクレーターは、深さ五メートル、直径一〇メートル以上はあるだろう。

　これほどの威力をもった爆ばく破は魔ま法ほうとなると、使い手はそれなりに限定されてくる。

「はんっ、黒幕の面つらを拝むのが楽しみになってきたぜ。――と、んんっ？」

　ふいにニヤリとするクロノ。

　ミツハとユウゼンも気づいて湯呑をテーブルにおいた。

「こいつは驚おどろいたぜ。まさか俺たち以外にも、こんな場所に茶を飲みにくるやつらがいるなんてよ」

　クロノが視線をむけた先で、物もの陰かげから男たちが現れた。

「貴様ら、いったい何者だ？　なにゆえ娘むすめに手を貸しこの件を嗅かぎまわる？」

　総勢一〇名。気配を消してひそんでいたようだが、それを見み逃のがすクロノたちではない。

「タダじゃあ教えてやれねえな。ま、お前らが洗いざらい話すってんなら、こっちも腹を割って話してやるぜ。どうだ、悪くねえ提案だろ？」

「…………」

　返答はない。無言の抜ばつ刀とうと殺意の発はつ露ろが、彼らにとっての答えだった。

「融ゆう通ずうのきかねえやつらだぜ。間違いなくそっちが得する取引だってのによ」

　席を立とうとしたクロノを、ミツハとユウゼンが左右から制止した。

「総大将、ここは」

「僕らにおまかせあれ」

「お前ら――さては血が騒さわぎやがったな」

　うっすら笑って二人はうなずき、

「こんどはわたしたちの番」

「腕が鈍なまっているのは、僕らとて同じことです」

　午前中には、クロノがひとり喧嘩を買った。

　なので今回は自分たちにやらせろ、ということだ。

「ま、食後の運動にはちょうどいい相手だろ。適当にぶちのめして情報をいただくとしようぜ」

　側近たちの意をくみ、クロノは茶を飲みながら観戦を決めこんだ。

「あいつら、素人しろうとじゃない」

「武の心得があるようだね」

　視線はあわせずに、言葉をかわすミツハとユウゼン。

　相手はそこいらのチンピラ、荒あらくれ者もの、野や盗とうのたぐいではない。

　一糸乱れぬ隊列といい、手にした武器の質といい、身からもれでる魔ま力りよくの量といい、全員が戦せん闘とう訓練をつんだいっぱしの戦士だろう。

「頭かしらはわたしがやる」

「僕ぼくにまかせたまえ」

「ゆずる気は？」

「愚ぐ問もんだね」

「なら競争」

「望むところさ」

　バッ！　同時に地面を蹴けって左右にわかれる二人。

　それが戦闘開始の合図となった。

　ミツハが逆手で抜ぬき放ったのは、純白の刃やいばをもつ小こ太だ刀ち『ユキシロ』。

　ユウゼンが片手にかまえたのは、ナックルガードに薔薇ばらの造形をあしらったレイピア『ラヴィアンローズ』だ。
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　たまに勘かん違ちがいされるむきもあるが、両者はクロノの御ご機き嫌げんとりのために侍はべっているわけではない。

　二人の正式な役職は、勅ちよく撰せん近この衛え侍じ従じゆう。

　その第一の役やく儀ぎは、魔王に仇あだなす不届者を成敗することにほかならない。

　ゆえに二人は、一にも二にも戦闘力を買われて抜ばつ擢てきされたのだ。

「やっ！」

　勅撰近衛侍従ミツハ。一六歳さい。

　平民出身のため姓せいはないが、彼女は事実上アスモデウス大公家の関係者と目されている。

　ルキフェル王家に次ぐ地位と格式を誇る七大公家。

　その一角を占しめるアスモデウスは、代々魔王軍の将軍を務める家系だ。

　ミツハは魔王軍はじまって以来の逸いつ材ざいとされ、幼少のころより将軍の秘蔵っ子として育てられた。

　可か憐れんな見た目とは裏腹に叩きあげの軍人、生きつ粋すいの武ぶ闘とう派はなのである。

　ミツハの戦闘スタイルは迅じん速そくにして苛か烈れつ。剣けん捌さばきは疾しつ風ぷうのごとし。

　素す早ばやさを生かして先手をとり、相手になにもさせずに勝ちきる。

「ふっ！」

　勅撰近衛侍従ユウゼン・サイアム＝アマイモン。二〇歳。

　姓が示すとおり、彼は正しよう真しん正しよう銘めいアマイモン大公家の御おん曹ぞう司しだ。

　アスモデウスと同じく、七大公家のひとつであるアマイモン。

　ユウゼンは現当主の次男として生をうけた。

　が、代々学者の家系であるアマイモン家にしてはめずらしく、彼は学問より武芸を好んだ。

　大公家に起因する強大な魔力に本人特有の感性も相まって、その方面では天才と称しようするにふさわしかった。

　ユウゼンの戦闘スタイルは、優雅にして流りゆう麗れい。剣捌きは微そよ風かぜのごとし。

　流れるような動作で敵の攻こう撃げきをいなし、最小の動きで仕留めていく。

「なっ!?　こ、こいつら――！」

「ば、バケモンみたいに強っ――!?」

　ザッ！　シュッ！　ガッ！　左右から挟はさみ撃うちにされ、刺し客かくたちはなすすべなく倒たおれていく。

「ば、馬ば鹿かなっ！　我らが手も足もでないなど……！」

　驚きよう愕がくの表情でつぶやく頭。

　すでに刺客の中で立っているのは、彼ひとりを残すのみだ。

「く、くそったれェエエエッ！」

　それでも戦意を失わず立ちむかってくるのは、敵ながら称しよう賛さんに値あたいするといったところか。

　彼は二刀流の使い手で、相応の実力を有していたはずだが――今回は相手が悪すぎた。

　ガギギンッ！　完かん璧ぺきに息のあったミツハとユウゼンの斬ざん撃げきが、左右の武器をまったく同時にはじき飛ばした。

　さらに間かん髪はついれず、『ユキシロ』と『ラヴィアンローズ』の鋒ほこが頭の首へと突つきつけられた。

　これで勝負ありだった。

「わたしのほうが、百分の一秒はやかった」

「いいや、僕の剣けんが千分の一秒速かったさ」

　二人は始終、敵ではなく味方と戦っていたようである。

「まあいい。あとで総大将に判定してもらう」

「ふむ、その前に彼の尋じん問もんといこうか」

　頭は敗北を認めつつも、屈くつ服ぷくする意思はまったく見せず、

「む、無念……！　だが、貴様らに話すことはなにもないと言っておく……！」

「口をわらなくても、おまえの身み柄がらが重要な情報源」

　言いつつ、賊ぞくを拘こう束そくしようとするミツハ。

　と――

「ミツハうしろだッ！」

　クロノの鋭するどい声。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてふりむいたミツハは、背後から襲おそいかかる刺客の姿をまのあたりにした。

「っ！」

　いかにミツハの速度をもってしても、後手にまわらざるをえない完璧な不意打ち。

　ドガッ！　だがつぎの瞬しゆん間かん、クロノによって刺客は叩き伏ふせられていた。

　一〇メートル以上離はなれていた場所から、あたかも瞬間移動してきたような離れ業わざ。

　もっともクロノにとっては、このていど朝飯前だったが。

「うそ。こいつは確実に気絶させたはず」

「そのとおりだぜ。こいつは意識がねえのに動きやがった」

　痛つう烈れつな一いち撃げきで叩き伏せられたというのに、クロノの足の下で刺客はまだもがいている。

　異変は彼だけにとどまらない。

　ミツハとユウゼンに倒された残る八人も、ふらつきながら続々と起きあがっていた。

「おいこら、こいつらの体はどうなっていやがる？」

　頭をといただすクロノ。

　しかし、相手はそれどころではない様子で、

「そ、そんなっ！　すでに我らの体にも術がっ!?」

　その顔は戦士にあるまじき恐きよう怖ふ一色にそまっていた。

「い、嫌いやだっ、こんなっ、ァ、あぁァアアアアッ――!?」

　ズゾッ！　直後、刺客たち全員の体から、乳白色の触しよく手しゆが勢いよく生えた。

　より正確には、体組織の一部が触手に置おき換かえられたという感じだ。

「なにあれ……！」

「醜しゆう悪あくだね……！」

　危険を察知し、クロノたちは敵の「変身」に先んじて距きよ離りをとっていた。

　触手の正体は不明だが、ひとつだけたしかなことがある。

　敵が数段手て強ごわくなったことだ。

「なにかは知らねえが、あれがやつらの切り札ってことなんだろうよ」

　どのみちやることは変わらない。無力化して調べあげるのみだ。

「仕切り直しの第二幕だ。こっからは俺も参戦するぜ」

　刺客のひとりが落とした刀を蹴りあげ、その場かぎりの得え物ものとする。

　敵の武器を奪うばって戦うのが、クロノが得意とする戦法のひとつだった。

「さあ、いくぜっ！」

　地面を蹴りあげ突とつ進しん、文字どおり斬きりこんでいく。

　クロノの戦闘スタイルは豪快にして奇き抜ばつ。剣捌きは暴風のごとし。

　基本的には攻せめ一いつ辺ぺん倒とうだが、ときに思いもよらぬ形で敵の意表をつく。

　ひと言でいえば、貧民街仕込みの喧嘩殺法。

　ルール無用の殴りあいがその原形だ。

　ザシュッ！　ドガッ！　触手をまとめて斬り落とし、すかさず左足の蹴りを腹部に見み舞まう。

　が、伝わってきたのはぐにゃりとした妙みような感かん触しよく。

　見れば腹部まで触手化が進行していた。

　そうでなくとも、頭をふくめて刺客たちは自じ我がを失っている。

　頭を撃とうが鳩尾みぞおちを突こうが、すぐに起きあがってむかってくる。

　そのうえ――

「斬っても斬っても、きりがない……！」

「再生とは往おう生じよう際ぎわが悪いね……！」

　圧あつ倒とう的てきに攻めているのはクロノたちだが、敵の触手は斬ったそばから再生していく。

　このままでは堂々めぐりだ。

「こうなったらしかたねえ。ユウゼン、固有魔ま法ほうの使用を許可するぜ！　こいつらをまとめて拘束しちまいな！」

「御ぎよ意い！」

　即そく座ざに応じ、ユウゼンは『ラヴィアンローズ』を突きだして唱えた。

「――『魔華樹園グリーン・レクイエム』！」

　シュルルッ！　瞬間、地面から赤みがかった太い蔦つたがいくつも飛びだした。

　ユウゼンの固有魔法『魔華樹園グリーン・レクイエム』は、魔界の植物を自在に生やし操あやつることができる。

　この強力な魔法をいままで使わなかったのは、なにも手を抜いていたからではない。

　固有魔法とは、古いにしえの時代より連綿と受うけ継つがれてきた特別な魔法だ。

　これは先の使い手からの継けい承しようによってのみ習得できる。

　余人がどれだけ修練をつんだところで、固有魔法を使えるようになりはしない。

　ゆえに固有魔法とは、魔族にとって指し紋もんのようなものだ。

　同じ能力の魔法は二つとなく、充じゆう分ぶんな知識を持った者が調査すれば、痕こん跡せきからでも使用者を特定できてしまう。

　お忍しのび中のクロノ一行にとって、そのリスクはできれば避さけたいところだったのだ。

　ギュルルッ！　赤い蔦につぎつぎと拘束されていく刺客たち。

「ガッ、ァァァアアアッ――！」

　頭かしらだけは蔦をかろうじて身をかわしていた。

　みれば全身の触手が蒼そう白はくに輝かがやき、動きがさらに俊しゆん敏びんになっている。

　賊の頭はそのまま、クロノめがけて捨て身の突とつ撃げきを敢かん行こうする。

　クロノは正面から受けとめ、力ずくで押おし返かえそうとしたが、

「ああん？」

　フィィインッ……！　臨界状態に達した触手が、突とつ然ぜんボコボコとふくれあがった。

　クロノは本能的に悟さとった。こいつは――爆ばく発はつする！

「――『結晶世界クリスタリウム』！」

　ボヴォンッ！　キィンッ！

　触手ごと体が爆発するのと、ミツハが唱える声が同時にひびきわたった。

　爆風が消きえ失うせると、無傷のクロノと彼かれを防護する結けつ晶しようの盾たてが現れた。

　ミツハの固有魔法『結晶世界クリスタリウム』。

　硬こう度どと強度にすぐれた青い結晶体を生成する魔法だ。

「総大将、これで貸し借りなし」

　ミツハが鼻を鳴らして言う。

　先ほどクロノに助けられたことを借りだと思っていたようだ。

「ったく、負まけず嫌ぎらいなやつだぜ」

　クロノとしては、自分の力でも爆発を防ぐことはできた。

　とはいえここはミツハの顔をたててやることにした。

「にしても、これが真相ってわけか。まさか爆発したのが肉体そのものだったとはな」

　三つの現場でおこなわれたのは、あの触手をつかった実験。

　爆発はその副産物だったというわけだ。

　クロノたちは思いがけず、最重要の証しよう拠こと対面したことになるが――

　ボヴォヴォヴォンッ！　『魔華樹園グリーン・レクイエム』で拘束されていた残る刺客たちの体が、あいついでふくれあがり爆発四散した。

「証拠隠いん滅めつも抜かりねえってことかよ、くそったれが……！」

　クロノが怒ど気きをにじませたのは、証拠が失われてしまったからではない。

　純じゆん粋すいに、刺客たちの死にざまを悼いたんで腹をたてていた。

「……お前らは悪党だったかもしれねえ。けどよ、悪党なりの忠義や使命感で主人に仕えてたはずだよな」

　右手にたずさえた借り物の武器。

　名も知れぬ戦士の遺品となった刀を地面に突きたて、クロノは言った。

「それを、こんなゴミみてえに使い捨てるなんざ許せねえ。悪党の中でも下の下のやり口だぜ。お前らのことは、俺が心にとどめておく。平気でこんな仕打ちをする野や郎ろうをいつまでも野放しにはしちゃおかねえ。必ず正体をあばいてふん捕づかまえて、相応の罰ばつをあたえてやるぜ……！」







【断章】桜花葬送曲







　満月の夜だった。

　夜空には真しん紅くに輝く真円の月、地上には満開の桜が咲さき誇ほこっていた。

　やわらかな夜風が吹きつけ、可憐な花びらがひらりひらりと宙に舞まう。

　夜のしじまにひびくのは、かすかなせせらぎのみだ。

　ここは、広大な魔王城の一角に設しつらえられた庭園。

　魔王本人と、彼女の許しを得た者しか立ち入れない禁域だ。

　桜の大たい樹じゆの下では、魔王サクヤとその付き人クロノが、大おお太た刀ちを手にして立ち合っていた。

　時に、魔ま界かい暦れき九九八年。クロノとサクヤが運命的な出で逢あいを果たしてから、四年の月日が経たとうとしていた。

「さあ、かかってくるがよい、クロノよ」

　サクヤが右手にたずさえるのは、純白の下地に黄金の装飾がほどこされた大太刀。

　構えらしい構えはとっておらず、いやがおうでも王者の風格を感じさせた。

「ああ、いいぜ」

　クロノが手にしているのは漆しつ黒こくの大太刀。

　両手で正せい眼がんに構え、全身に意気をみなぎらせていた。

　サクヤの付き人として過ごした四年間で、クロノは見み違ちがえるほど成長し強くなった。

　幾いく度どとなくサクヤに勝負をいどみ、また彼女からじきじきに剣の指南をうけ、ついには彼女とまともに立ち合えるほどの使い手となった。

　とはいえ、いまだにサクヤから一本とったことはなかったが。

「今日こそお前の首を獲とってやるからな、サクヤっ……！」

　いっぽう、変わらないものもある。

　いまでもクロノは相も変わらず魔王を討うちとると公言し、本気でそれを成し遂げようとしていた。

　言葉のやりとりはここまで。ここから先は、互たがいの剣と技わざをもって語りあう時間だ。

「……」

「……」

　両者とも無言。構えたまま微び動どうだにしない。

　緊張の糸が張りつめていく。

　草木も、石ころも、空気でさえも、息を呑のんで二人の立ち合いを見守っているかのようだ。

　ひらり、ひらり。

　ただ桜の花びらのみが、変わることなく悠ゆう然ぜんと舞い降おりてくる。

　と、ひとひらの花びらが、クロノとサクヤのあいだに流れてきた。

　刹せつ那な――

　ピィン！　空気を裂さく鋭えい利りな音がひびいた瞬間、クロノとサクヤの立ち位置が入いれ替かわった。

　背中合わせの状態。また、たがいに手にした太刀を振ふりきった姿勢である。

　すなわち、一瞬にして二人は斬りかかり、交こう錯さくして位置を変えたということだ。

　目にもとまらない、どころか、知覚することさえ困難な速さ。

　達人級の使い手でなければ、残像を眼のはしで追うことも不可能だったはずだ。

　その証拠に――先ほど二人のあいだに流れてきたひとひらの桜の花びらが、十字に斬り裂かれて四分ぶん割かつされていた。

　さらに、一秒ばかりの静せい寂じやくののち、

「がっ……！」

　クロノが肩かた口ぐちを押さえてガクッと膝ひざをついた。苦痛をこらえた表情で、

「ちっくしょう……！　また負けかよっ……！」

「かっかっか。ときにクロノよ、これが其その方ほうの通算一〇〇〇敗目であるが、承知していたか？」

　くるりと振り返り、涼すずしい顔でサクヤが言う。見てのとおり、彼女の体にはクロノの刃は届いていなかった。

「んなもん、いちいち数えてねえよ。……俺が一度も勝ててねえってことは、片時も忘れちゃいねえがな」

「因ちなみにであるが、今回はもっとも初勝利に近かったと言っておくぞ」

　サクヤが自身の左肩を指し示す。そこはクロノが太刀を撃ちこんだ箇か所しよであり、衣装がわずかに破れている。勝負が紙かみ一ひと重えであったことを物語る証拠だ。

　紙一重の差。しかしその差が、クロノにとっては果てしなく遠いのだった。

「ま、いいさ。俺が勝てるまでやるだけだ。どれだけ時間がかかってもな」

「望むところよ。と、言いたいところであるが――許せ、クロノよ。余には付き合ってやる時間がない」

「はっ……？」

　思いがけない言葉に、クロノは呆ほうけた顔になる。

　次の瞬間、突とつ如じよサクヤは体を折り、ゴボッと嫌な音をたてて血の塊かたまりを吐はきだした。

「ぐっ……！　ゲホッ、ゲホッ……！」

　その場に膝をついて咳せきこむサクヤ。

「なっ!?　お、おいサクヤっ！」

　太刀を手放し、サクヤへと駆かけよった。

「……勘違い、するでないぞ。これは、其の方の太刀に因よることではない」

「バカ野郎が、んなことは言われるまでもなくわかってんだよ！」

　クロノは膝をついてサクヤを抱だきかかえ、

「……なんの病だ？　悪いのか？」

「病に非ず。これは、そう、我がルキフェル王家が背負いし『宿命』のようなもの」

「宿命？」

「其の方はあずかり知らぬところであろうが……王家に生を受けた女子は、例外なく薄はく命めいなのだ。齢よわい二〇を超こえた者はほとんどなく、一〇を数える前に寿じゆ命みようを迎むかえることもめずらしくはない」

　うす笑いをうかべてサクヤは言った。

「率そつ直ちよくに言って、余は長命の部類であったろうな」

「っ……！　『あった』って、まだ終わってねえだろうがよ……！」

　クロノは砕くだけんばかりに奥おく歯ばを噛かみしめた。

　いや、頭では解わかっている。魔王たるサクヤが自身の死を受け入れているのだ。

　それはつまり、この世の誰だれにとっても「どうしようもないこと」を意味していた。

「否いな、解るのだ。余の終焉の時は近い。宿命の鎌かまからは逃のがれられぬ。どんなに長く見積もったとて……この桜が散るまでの命であろうな」

「なッ……!?」

　残された時間は想像した以上に少ない。

　氷ひよう塊かいに脳のう髄ずいを殴られるような衝しよう撃げきを味わいながらも、クロノはサクヤの意図するところを理解していた。

　これはつまり、彼女の遺ゆい言ごんなのだ。

「……そうかよ。それで――」

　だからクロノは、幾千の言葉と幾万の感情を呑みこんで、ただこう訊たずねた。

「それで、サクヤ。お前は俺にどうしてほしいんだ？」

「ほう。其の方も存外察しが良くなったものよ。これも余の薫くん陶とうの賜たまものであるな」

「前置きはいいからさっさと言え。人ひと払ばらいまでしてんだ、マジな話なんだよな？」

「では聞くがよい」

　サクヤは言った。

「クロノよ。其の方、余の次の魔王となれ」

　クロノは息を呑んで眼をみひらく。

「……本気で言ってるんだな」

　深い嘆たん息そくののち、確かく認にんの言葉だけを返す。

「無論である。これまで余が、ただの一度とて冗じよう談だんを口にしたことがあるか」

「いちいち数えちゃいねえが……ねえな、たぶん」

「其の方の念願が叶かなうというのに、不満そうであるな」

「ったりめえだろうが！　俺おれは、お前に勝って魔王になりたかったんだ！　こんな……こんな形で譲ゆずられてうれしいわけがねえだろ……！」

　サクヤは答えず、クロノのつぎの言葉を待った。

「……だけどよ、呑んでやるぜ、その話。なにしろ最期の頼たのみってやつなんだ、そいつを無む碍げにしちゃあ男が廃すたるってもんだぜ」

「かっかっか。ましてやそれが惚ほれた女の最期の願いであれば、なおさらか」

　はじめてクロノは虚きよをつかれて固まった。

「……そうだよ、悪わりぃかよ」

　さすがにサクヤを直視できず、目線をそらして小声でつぶやいた。

「悪いはずがなかろう。いや、それにしても」

　サクヤは忍び笑わらいをもらして、

「其の方の恥はじ入る顔とは、まことに珍ちん奇きなものを見た。眼福であるぞ」

「るっせえな。つうか、無む駄だ話ばなししてる暇ひまがあるのかよ。お前のことだ、いまここで『契けい約やく』までやっちまうつもりなんじゃねえのか？」

「承知しているとは話が早い。では始めよう」

　サクヤはひとつ深呼吸をして、

「闢へき――！」

　瞬間、彼女の額にまばゆい輝きを放つ黄金の紋もん章しようが現れた。

　魔王を魔王たらしめる唯ゆい一いつ絶対の正統の証あかしにして、ルキフェル王家当主の紋章たる『混こん沌とんの螺ら旋せん蛇へび』。

　この紋章を継承した者が、魔王の座を継ぐことになる。魔王となる条件はそれだけだ。

「まあ、ねえとは思うがよ――兆が一、俺が継承に失敗しておっ死んだら、どうするよ？」

　サクヤはふいに破は顔がん一いつ笑しようして、

「かっかっか！　なにを申すか、されば其の方は黄泉よみへの道連れ。いずれにせよ余に不都合はないというものよ」

「……ちっ。敵かなわねえな、ったく」

　クロノも呆あきれ笑いをこぼす。

「さて、継承の『契約』を交かわすとしよう」

　魔界における契約は、人間界におけるそれとは意味合いがまるで異なる。

　魔族にとって契約とは絶対。

　ひとたび血と魂たましいに賭かけて結んだ契約は、必ず履り行こうされ実現する。

「――我サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世の名において宣する。我の死後、我が所有する『混沌の螺旋蛇』を汝なんじクロノに授さずけんことを、我が血と魂にかけて契ちぎらん」

「――我クロノの名において宣する。汝サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世の死後、汝が所有する『混沌の螺旋蛇』を我が収めんことを、我が血と魂にかけて契らん」

　二人の胸のあいだに、二重螺旋をえがく魔力構造体が現れる。

『契約の楔くさび』。これが契約を履行する媒ばい体たいとなる。

「「我、古の掟おきてにしたがい、ここに契約を結ばん――！」」

　サクヤとクロノが同時に宣言する。

　と同時に『契約の楔』の二重螺旋が解け、一方はサクヤの心臓に、もう一方はクロノの心臓に突き刺ささった。

　契約は結ばれた。これでもう、いかなる手段をもってしても解消や改定は不可能だ。

「ぐっ……！　さすがに、重てえな……」

　胸むな元もとを押さえ、息をつまらせるクロノ。

「託たくしたぞ。余がついぞ果たせなかった夢と理想、其の方の手で見事成なし遂とげてみせよ」

「ああ、もちろんだぜ。そいつは俺の大いなる夢でもあるんだからな」

　次代の魔王クロノは、自身に言い聞かせるようにつぶやいた。

　と――

「ときにクロノ、近ちこう」

　顔を近づけろ、という意味だ。

「まだなにかあんのかよ？」

「余としたことが大事なことを失念していた。さあさあ、もっと近う寄れ」

「なんだよ、契約はすんだんじゃねえのか？」

「うむ、契約は万ばん事じ完かん了りようした。だからこれは――さしずめ余からの前祝いとでも思うがよい」

「は？　さっきからなに言って――ッッ!?」

　次の瞬間、クロノはサクヤに唇くちびるを奪われていた。

　これまで彼かの女じよから受けたどんな太た刀ち筋すじよりも、強きよう烈れつで予想外な不意打ちだった。

（あぁ、くそ――）

　血の味がまじった口づけをかわしながら、クロノは心底思う。

（こいつには一生敵わねえな……）




　これよりわずか二週間ののち、サクヤは黄よ泉み路じへと旅立った。

　サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世。御おん年とし一九歳での崩ほう御ぎよ。

　桜花の君と謳うたわれた世にも美しき魔王は、桜とともに散ったのだった。
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【三章】呪われた神秘







　魔族という呼び名は、彼らが魔法を使えることに由来する。

　魔法の活用方法はさまざまで、日常生活のあちこちに溶とけこんでいる。

　たとえば照明の光や調理場の火などだ。

　これらはあまりに身近すぎて、ふだん意識されることはない。

　そのため魔族が単に「魔法」と言った場合、大出力の戦闘用魔法を指すことがほとんどだ。

　戦せん闘とう魔法には攻撃、防御、治ち癒ゆ、拘束、強化といった基き礎そ的てきな分類があり、できることの幅はばはかぎりなくひろい。

　細かなバリエーションをふくめると、その総数は一〇〇〇を優に超すはずだ。

　当然、魔法の知識をあまねく網もう羅らしている者となると、専門の学者・研究者などに限られる。

「体から妙な触手を生やしたあげく、そいつがふくれあがって爆発する、か。俺には皆かい目もく見当がつかねえな。お前たちはどうだ？」

「知らないことは、わかるわけない」

　あっさりとさじを投げるミツハ。

「眼前には闇やみ、ひらめきは訪おとずれませんね」

　ユウゼンの直感も今回は不発のようだ。

「ならしかたねえ。こういうときは亀かめの甲こうより年の功だぜ」

　言うがはやいが、クロノはヨシノへと連れん絡らくを入れた。

「ク、クロノ様っ!?　どうなされたのですじゃっ!?」

　即座につながる回線。

　まるで四六時中、固かた唾ずをのんでクロノからの報しらせを待っていたかのようだ。

「どうもしねえっての。なんで連絡入れるたびにいちいち大あわてなんだよ」

　苦く笑しようするクロノ。

　ヨシノはほっと息をついて、

「大事なかったのであれば善よき哉かな。ヨシノは安あん堵どいたしましたぞ」

「まぁな。この半日で起きたことといやあ、敵の刺客に襲われたことくらいだぜ」

　何気ない口調でつげたクロノに、

「なっ――!?　だ、大事ありまくりですじゃッ！」

　ヨシノは烈れつ火かのごとく怒いかりだした。

「なんということですじゃっ！　クロノ様御お怪け我がはッ！　御怪我はございませんかっ!?」

「だから落ちつけって、この俺が不覚をとるわけねえだろ。それにこっちにはミツハとユウゼンもいるんだぜ？　万にひとつってこともありえねえよ」

「そ、そうでしたな。先代のサクヤ様亡なきいま、クロノ様を討ちとれる者など皆無でありましょうが……肝かん要ようなのは勝ち負けではないのですじゃっ！」

　ヨシノはキッと語気を荒あららげて、

「恐おそれ多おおくも第九九代の魔王にあらせられるクロノ様に刃をむけるとは、不届千万、不敬至し極ごく！　されば下手人ども、ことごとく手て討うちにされたのでございましょうなっ？」

「いやいや、殺さねえっての。ひっ捕とらえていろいろ聞きだすつもりだったんだがな……」

　クロノの声に悔くやしさがまじる。

「よもや仕損じになられた？」

「それがよ――」

　刺客たちが触手を生やして復活したこと、さらにその触手が蒼あお白じろく輝いたあと爆発にいたったことを説明する。

「てなわけで手がかりはなにも残っちゃいねえ。なあばあや、こんな魔法に心当たりがあったりしねえか？」

「…………」

　ヨシノが返答に窮きゆうすることはめずらしい。

　さすがに無理難題だったかとクロノは思い、

「ま、ばあやは直接見たわけでもねえしな。話だけじゃ心当たりもクソもねえか」

「――いえ。このヨシノ、思いあたるふしがあってございます」

「マジかよっ！　さすがばあやだぜ、それでっ？」

「面めん妖ようなる触手の出現。増強される魔力と身体能力。そして触手の蒼白い光と肉体もろとも爆発四散する現象。これら特異なる徴しるしに相そう違いありませぬな？」

　念をおしてくるヨシノ。

「間ま違ちがいねえよ。つうかもったいぶってねえで、さっさと教えてくれよな」

「では申しあげます。あくまでもこれは伝え聞いた話ですが――」

　ヨシノは言った。

「かつて天使どもがふるった『神秘』のひとつに、かのような妖あやしき業わざがあったとか」

「マジ――かよ」

　さしものクロノも絶句する。

　天使族。すべての魔族の仇きゆう敵てき。天地相いれざる狂きよう信しんの徒と。

　四〇〇年の空白を経てなお、彼らとの忌いむべき戦いの記き憶おくがうすれることはない。

　かつての大戦において、天使たちは神秘と呼ばれる術をもちい、あまたの魔族を屠ほふった。

　しかし天使の沈ちん黙もく以後は、文ぶん献けん上の記録にのみ存在する術となってひさしい。

　その神秘が四〇〇年の帳とばりをやぶって、ここ王都で使われたとでもいうのだろうか？

　だとしたら――

「やつらが四〇〇年の惰だ眠みんからめざめたってのかよ？」

「それはありますまい。かの狂信者どもが復活したとあらば、いにしえの時代に倣ならい大挙して魔界に押しよせてくるはず。影かげに隠かくれて搦からめ手てを弄ろうするなど、彼奴きやつらの所業にはそぐいませぬ」

「でもよ、あの触手が神秘に違いねえとしたら、使ったのは何なに者もんだ？　神秘を使えるのは天使だけのはずだよな」

「いえ、ひとりだけ例外がおりますぞ。その者の名は大だい賢けん者じやゼクウ・エクセリオ――」

「そうか、ゼクウっていやあ――」

「然り。人間の身でありながら歴史上ただひとり、魔ま法ほうと疑ぎ似じ魔法と神秘の三つを操れた男ですじゃ」

　大賢者ゼクウ・エクセリオ。

　魔界においては、人間界との調停を手がけたことで名高い。

　彼が設けた次元断層によって、魔族と人間は相そう互ご不信の軛くびきから解放され、現在までつづく一〇〇年の平和がある。

　ゼクウはまた、知識欲の権ごん化げでもあった。

　人間が独自に発明した疑似魔法のみならず、魔界をおとずれては魔法を学び、古戦場をたずねては神秘の痕跡をあさったという。

　彼の究極の目標は、あらゆる世界のあらゆる術をきわめんとすること。

　その過程で、失われた神秘の再現をも成し遂げたのだ。

　さらに彼は「知識は共有されてこそ」という思想を持ち、自身の研究成果をあますところなくまとめ、書物として後世に残した。

　のちに「魔ま導どう大全」と呼ばれる書物の中には、当然のごとく神秘に関する記述もふくまれていた。

　ただし、神秘の再現に成功した者は、少なくとも魔界では確認されていない。

　ゼクウの記述はおそろしく難解で、一流の学者でも解読は困難をきわめたからだ。

　大賢者の没ぼつ後ご五〇年が経過した現在でも、魔導大全の大半の項こうは未解読のままだった。

「だけどよ、ゼクウがこの件に関かかわってるわけじゃねえよな？　本人はとっくの昔に死んでるわけだしよ」

「ですが、かの大賢者を心の師とあおぐ者は魔界にも決して少なくないのです。そう――タツミなる男も、そのひとりであったようですじゃ」

「なんだって？」

　タツミというのはもちろん、クロノたちが捜さがしているミオの父親の名だ。

「たしかなんだろうな、ばあや」

「クロノ様の勅ちよくにしたがい、彼の者の来歴を仔し細さいにわたって調べあげましたからな。まず、魔導院での研究は主として魔力の制せい御ぎよに関する技術で、事件に関わるようなものはありませぬ」

「魔族にとっちゃ、神秘はいちおう禁きん忌きってことになってるからな。おおっぴらに研究なんざできるわけねえか」

「ただ、学徒時代はゼクウに傾けい倒とうしていることを公言し、昼も夜もなく魔導大全の解読にふけっていたとの証言があります」

「だとすると、学徒時代だけですっぱりやめられるわけがねえな。タツミは十中八九、魔導大全の解読をずっとつづけてたはずだぜ」

　とはいえ彼は、大いなる野望があって解読作業をつづけていたわけではないはずだ。

　ただ、知りたかった。知らずにはいられなかった。

　かつてのゼクウがそうであったように、タツミもまた知識欲の虜とりことなっていたのだ。

　知識欲とは底なしの沼ぬまのようなもの。

　ひとたびはまりこめば抜ぬけだすことは叶わず、ひたすら潜もぐりつづけるしかない。

　たとえ沼の奥おく深ふかくで、おそろしい怪かい物ぶつが大口をあけて待っていたとしてもだ。

「情報をまとめるとこんな感じか。まず、神秘の再現をたくらむ黒幕がいた。そいつはタツミが魔導大全の解読をつづけていることを知り、失しつ踪そうに見せかけて誘ゆう拐かいを実行。優ゆう秀しゆうな頭脳を手に入れた黒幕は、神秘の完成にむけて『実験』を始めやがった、ってところか」

「仰おおせのとおりかと」

「とにかく大おお手て柄がらだったぜ、ばあや。にしても、かわいそうな嬢じようちゃんひとりを助けるつもりが、気がつきゃずいぶんとでけえ話になったもんだぜ」

「然しかり。こたびの件、ややもすると魔界全土をゆるがす大事やもしれませぬ。クロノ様、このあたりで手をひいてあとは下の者に――」

「はっ、なに言ってやがる」

　一いつ笑しように付ふしてクロノは言った。

「魔界全土をゆるがす大事なら、それこそ魔王の俺の出番じゃねえか」

「うぅぅ、やっぱりそうなるのですな……」

　弱々しい声でつぶやくヨシノ。

　いいかげん諦めがついたのか、無む駄だに食いさがろうとはしなかった。

　こうして通話は終しゆう了りようした。

「さてと、ほかにできそうなことといやあ――」

　クロノはユウゼンに眼をむけて、

「そういやお前、絵心があるクチだったよな。賊ぞくの頭かしらの人相書き、頼めるか？」

「お安い御ご用ようですとも、我わがあるじっ！」

　言うがはやいが、ユウゼンは固有魔法で筆と紙をつくりだした。

　素す早ばやい筆さばきで迷うことなく一気に描かきあげていく。

　一分ほどで完成した人相書きは写実的で、賊の頭の特とく徴ちようを完かん璧ぺきに再現してみせていた。

「やるじゃねえか。こいつがあれば『梟ふくろう』を使って正体を調べあげられるぜ」

　となれば、いったん木菟みみずく亭ていに引き返すべき。

　なのだが、クロノはなにかに気づいた様子で、現場をいまいちど見わたした。

「なあミツハ、さっきの刺し客かくどもだけどよ、四六時中この場所を見張ってたと思うか？」

　ミツハは少し思案して、

「それはないと思う。意味がないし、下手をうてば逆に情報がもれかねない」

　実際、爆ばく発はつによる証拠隠滅がなければ、刺客たちの身元から黒幕の正体が露ろ見けんした可能性は充分にあった。

「我があるじ、彼らは待まち伏ぶせをしていたと僕ぼくには感じられましたが」

　ユウゼンが言った。

「俺も同意見だぜ。連中の頭はこう言ってたな、『なにゆえ娘むすめに手を貸しこの件を嗅かぎまわる？』ってな。つまり、俺たちが嬢ちゃんのために動いてることも、親おや父じさんの失踪と爆発騒さわぎを結びつけて調べていたことも把は握あくしていたわけだ。やつらの目当ては端はなっから俺たちだったってことだぜ」

　なぜクロノたちを待ちかまえていたのか。それは、

「むこうも情報がほしかった」

　ミツハがつぶやく。

　敵の立場にたってみればよくわかる。

　突如現れた謎なぞの三人組が、あれよあれよというまに事件の真相に迫せまってきたなら、これを放っておくわけにはいかない。

　だからこそ黒幕は、危険をおかしてでも刺客をさしむけ、あわよくばクロノたちの正体をあばかんとしたのだ。

　その目もく論ろ見みは、もろくも失敗に終わったわけだが、

「にしても、俺たちの情報はいったいどこからもれやがったんだ？」

　クロノのお忍びを知るのは、ここにいる三人をのぞけばヨシノとスズネのみ。

　そのどちらかがクロノを裏切ってひそかに敵に通じていたというのは――論外の極み。

　天地が一〇〇〇回ひっくり返ってもありえない話だ。

　そもそも敵はクロノたちの行動は把握していたが、正体についてはなにも知らなかった。

　となれば――

「つぎの目的地は決まったな」

　クロノの言葉に、ミツハとユウゼンもうなずく。

　二人とも、それぞれ答えを導きだしたようだ。

「もういちど嬢ちゃんの家に行くとするぜ」
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「うぅ……クロノ様、ヨシノは一刻もはやい御お帰かえりを心待ちにしておりますぞ……！」

　ところ変わって、魔王城は魔王の執しつ務む室しつ。

　だだっぴろい部屋でヨシノがひとり、すでに通話の切れた魔道具にむかって懇こん願がんしていた。

「――おそれながら申しあげます」

　部屋の外から侍じ従じゆうの呼びかける声。

　ヨシノはビクッと反応して、すぐさま小声で唱えた。

「――『変異化生フエアヴアンドルング』！」

　ジジッ！　瞬しゆん時じにして、幼女のヨシノはクロノの姿に化けた。

　ヨシノの固有魔法『変異化生フエアヴアンドルング』は、対象のありとあらゆる要素を模も倣ほうできる。

　身長や体形、容姿や声こわ音ねは当然として、衣服や装そう飾しよく品ひんも完全に一いつ致ちさせることが可能だ。

　模倣できないのは、感情や思考といった人格を形成する要素のみ。

　ふだんは問題にもならないのだが――いまほどヨシノが『変異化生フエアヴアンドルング』の特性を恨うらめしく思ったことはない。

　クロノを演じるのはあくまでもヨシノ自身。

　こればかりは魔法には頼たよれないのがつらいところだった。

「まもなく午後の謁えつ見けんの時間にございます」

「お、おう、わかったぜ」

　とりわけ、口をひらくときは緊きん張ちようした。

　クロノの言こと葉ば遣づかいは特とく殊しゆかつ独特だ。

　大貴族の出身で城仕えの長いヨシノにとっては、未知の言語にもひとしい。

　記憶を頼りに言葉をえらんではいるが、うまく模倣できているかは自信がない。

　それもこれも、クロノの言葉遣いを放置してきたのが原因だ。

（うぅ……ヨシノは、ヨシノは決心しましたぞ！　この件が片づいたあかつきには、必ずやクロノ様の言葉遣いを矯きよう正せいしてみせますからなっ！）

　ひそかに決意をかためるヨシノだった。

　謁見の間へと場を移す。

　玉座に座すわり、いならぶ貴族たちを前にすると、ヨシノの胃はいっそうギリギリと締しめつけられた。

　人目にさらされることもそうだが、なにより魔王にあらぬ身で玉座を占しめている事実が恐れ多く心苦しいのだった。

　そんなヨシノの心境など知るよしもなく、謁見の儀ぎは進行していく。

　唯一の救いは、これが形式的なものであることだ。

　目通りを願った貴族たちは、それぞれの役やく儀ぎについて順々に奏上していく。

　魔王はこれに対して短く言葉をかけてやるだけでよい。

　それでなにかが決まるわけでも、はたまたくつがえるわけでもない。

　ただ、役職付きの貴族たちが仕事をした気になる。それだけだ。

「――とのことで、陛下に奏上つかまつりたく参上したしだいでございます」

「なるほどな、よきにはからうといいぜ」

　こんな益やく体たいもないやりとりがえんえんとつづく。

　とはいえ時間の無駄かといえば、そうとは言いきれないところに妙みよう味みがある。

　まず城仕えの貴族の大半は、家いえ柄がら的てきにも能力的にも二流以下だ。

　その中にはいわゆる「無能の働き者」が一定数まざっている。

　この手の連中は特にやっかいだ。

　自分をまじめで有能だと思いこんでいるから、放置すれば組織に際限なく害悪をもたらす。

　戦場であれば即そつ刻こく、首を切るところだが、平時の魔王城ではそうもいかない。

　腐くさっても相手は貴族。相応のあつかいをしてやらなければ、より面めん倒どうなことになる。

　そこで考案されたのが、この謁見の儀だ。

　魔王がじきじきに報告を聞くのだから、内実はさておき、いかにも重要なことに思える。

　こうして貴族たちをひと仕事した気にさせておけば、実際に政まつりごとを動かしている下級の官かん吏りたちの仕事を邪じや魔ますることもない。

　有能な者たちが存分に力を発揮するための、いってみれば必要経費というわけだ。

　それはそうと、ヨシノはなみはずれた地じ獄ごく耳みみだ。

　貴族たちのひそひそ声はそこかしこから聞こえてきた。

「今日の陛下は、いつもと雰ふん囲い気きが違うような……？」

　ぎくっ。

「そういえば、近衛侍従両名の姿が見えぬとはめずらしい」

　ぎくぎくっ。

「姿が見えぬといえば大老殿どのもだ。さてはいよいよ愛あい想そを尽つかしたか」

　ぎくぎくぎくっ！

　ヨシノの後頭部から背中にかけて、冷ひや汗あせがダラダラと流れた。

（うぅぅ……。なにゆえ儂わしだけがこんな目にぃ……！）




◆◆◆




　なんとか午後の謁見を乗り切り、魔王の執務室へとたどりついたヨシノは、

「えぇいっ、やってられませんですじゃ！　ヨシノの胃はとうの昔に限界ですじゃっ！」

　変身を解いて不満をぶちまけた。

「かくなるうえは最後の手段を使わせてもらいますぞッ！　――誰たれか、誰たれかある！」

　部屋の外へと呼ばわると、すぐに魔王付きの侍従が姿を現した。

「大たい老ろう殿、いかなる用向きでございましょうか」

「うむ。クロノ様は御ご気き分ぶんがすぐれぬゆえ寝しん室しつで御お休やすみになった。明朝まで何人たりとも部屋に近づいてはならぬ、とのお達しじゃ。よいな、そなたにしかと伝えたぞ」

「はっ！」

　拝はい謁えつして立ち去る侍従。

　怪あやしむそぶりすら見せないのは、ヨシノが絶大な信しん頼らいをえている証しよう拠こだった。

　ともあれこれで、明日の朝までは元の姿で自由に動ける。

「はてさて、少しでもクロノ様の御お役やくにたてるよう、いまの儂にできることは――」

　思考をめぐらせるヨシノ。

　どれだけふりまわされ貧びん乏ぼうくじをひかされようと、クロノに助力せずにはいられないのだった。

　小一時間ばかりあと、ヨシノは城内にてとある人物と面会していた。

「呼びだてしてすまぬな、警けい邏ら総そう監かん」

「構いませんよ、折よく城に用向きがありましたのでね」

　警邏総監カイデル・グラーフ＝ハルファス。

　三〇代半ばにして、王都警邏庁のトップを務める男だ。

　またその姓せいが示すとおり、ハルファス伯はく爵しやく家けの現当主でもある。

　彼は城仕えの貴族ではない。

　したがって、無能でもなければ二流でもないということだ。

「それで大老殿、私に話とは？」

「うむ。近ちか頃ごろ、城下で頻ひん発ぱつする爆ばく発はつ騒さわぎの件、そなたの耳にも入っておるな？」

「は。報告はうけておりますが」

「ここだけの話、かの騒ぎはクロノ様も御お心こころをかたむけられておいでじゃ。そこでこの儂が独自に調べあげたところ――どうやらこの件は天下の大事じゃ。なにしろ爆発には神秘が関わっておる形けい跡せきがあったのじゃからな」
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「な、なんと――!?」

　しばし言葉を失う警邏総監。

「……ま、まことにございますか。いえ、よもや大老殿の御見識を疑っているわけではありませんが……しかし、いったいどうやってお調べに？」

「わ、儂には独自の情じよう報ほう網もうがあるのじゃ。伊だ達てに長生きはしとらんからのう」

　笑ってごまかすヨシノ。

　情報のでどころがクロノであるとは、まさか警邏総監も夢にも思うまい。

「であるから、そなた以下、王都警邏庁の面々には、早さつ急きゆうなる事件の解決と真相の解明を望みたい。またこれは、恐れ多くもクロノ様の御ご意い志しでもある。よいな、しかと伝えたぞ」

「はっ。陛下の御意志とあらば、我ら一同、粉ふん骨こつ砕さい身しんの気構えで職務に邁まい進しんいたします！」

　力強い返事でこたえる警邏総監。

　しかし、これで本当に事件に注力してくれるかはなんともいえない。

　ヨシノの権けん威いと権力をもってしても、発破をかける以上のことはできなかった。

（儂にできるのはこのくらいのもの。これで間接的にでもクロノ様の一助となってくれればよいのじゃが、はてさて……）

　どうあっても気苦労をかかえずにはいられないヨシノだった。
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　クロノたちは再度ミオの家を訪問していた。

　第一の目的は、ミオへの経過報告である。

「コクトおにいちゃん!?　またきてくれたんだっ！」

　コクトというのは、お忍しのび中にクロノがつかう名だ。

「よう嬢ちゃん。元気にしてたか？」

「うん！　きょうはね、お部屋のそうじしたんだよ！」

「へぇ、そいつは感心だな」

　前置きはそこそこに、クロノは本題を切りだした。

「親父さんの消息に関して、今日一日でいろいろわかったことがある。そいつを嬢ちゃんにも話しとこうと思ってな」

　いったん言葉を切って、少女の純真な瞳ひとみをまっすぐに見つめた。

「ただ、いい報せばかりじゃねえ。嬢ちゃんはますます辛つらくなるかもしれねえが――それでも聞くか？」

「うんっ。ミオぜったいに泣かないよ！　だからパパのことおしえて、おにいちゃん！」

　即そく答とうするミオ。

「わかったぜ。まず親父さんは、自分の意志でいなくなったんじゃねえ――」

　タツミが以前より大賢者ゼクウに傾倒し、魔導大全を解読していたこと。

　その知識と技術のために誘拐され、黒幕によって利用されているであろうこと。

　さらには事件に神秘がかかわっていることもふくめて、つつみ隠さずすべて話した。

「そんな、パパはわるい人たちにつかまってるの……！」

　ミオの顔がくしゃくしゃにゆがみそうになる。

　が、以前にクロノと約束したとおり、彼女は涙なみだをぐっとこらえた。

「だ、だいじょうぶだよね？　パパはまだ生きてるよねっ？」

「ああ、もちろんだぜ」

　決して気休めを言ったのではない。

　利用価値があるうちは、タツミが殺されることはないはずだ。

　もちろん、いつまでもというわけにはいかない。

　タイムリミットは、黒幕がおこなっている神秘の実験の完かん了りよう。

　それが果たされたあかつきには、用済みとなったタツミは口くち封ふうじのために消されるだろう。

　むろんクロノは、そんな結末を認める気は微み塵じんもなかったが。

「じきに親父さんの居所も黒幕の正体もわかるはずだ。あと少しの辛しん抱ぼうだぜ、嬢ちゃん」

「うんっ！　コクトおにいちゃんがそういうんだから、ぜったいそうだよねっ！」

　気き丈じように笑ってみせるミオだった。

「さてと、実はほかにも用があってな。親父さんの部屋を見せてもらいてえんだが、いいか？」

「いいけど、なにか調べるの？」

「ああ、ちょいとな」

　ミオがタツミの書しよ斎さいへと案内する。

　魔法研究者の部屋だけあって、室内は書物の海といったふぜいだ。

　この中から目当ての一冊を探すのは、さぞ骨が折れる作業に思えたが、

「で、ユウゼン。隠し場所はずばりどこだ？」

「フッ。僕の直感がつげるところは――ここですッ！」

　ユウゼンは一発で机の引き出しの二重底を看破した。

　果たしてそこには数千項の分厚い書物、魔導大全がおさめられていた。

「これでばあやの説が確定したな」

　タツミの魔導大全を手にとってみる。

　表紙がかすれるほど読みこんであり、ページには無数の付ふ箋せんが貼はりつけられていた。

　クロノは「神秘」とメモ書きがされた付箋のページを開いてみる。

「うへっ。なんだぁこいつは」

　読めないのはもちろん、書かれているのが文字なのか記号なのかすら判別がつかない。

　見ているだけでなんだか気持ち悪くなってくるような、とにかくクロノがいだいた感想はそんな感じだった。

「ミツハ、お前はどうよ？」

「一文字もわからない。なんか気持ち悪い……」

　嫌いやそうに書物を押おし返かえすミツハ。クロノとまったく同じ感想をいだいたようだ。

「――この術を成功へと導くには、触しよく手しゆに適合する魔族の細さい胞ぼうが必要不可欠である」

　長身を活いかして上からのぞきこんだユウゼンが、何気なくつぶやいた。

　クロノとミツハは真顔でユウゼンを見やった。

「おいユウゼン？　お前、まさかこいつが読めるのか……？」

「ええ、読めたのはその箇か所しよだけで、ほかはまったくわかりませんが」

　魔導大全を手にとり、あらためてページをめくりながら、

「この書に記されているのは、文字であって文字ではないようです。たとえるならば、そう、音おん符ぷのようなものでしょうか。心の中に鍵けん盤ばんをおき、ひとつひとつの音を丹たん念ねんに拾っていけば、音の連なりはやがて音楽となり、作者がそこにこめた命題テーマもおのずとうかびあがってくるのです。残念ながら、僕の心の鍵盤では音程がまるで足りていませんが」

　クロノに魔導大全を返しつつ、ユウゼンは言った。

「タツミはその音楽を完璧に弾ひけて、命題テーマまで読みとってたってわけか」

　ユウゼンがさじを投げた以上、魔導大全といくら睨にらめっこしても時間の無駄だろう。

　クロノは書物を元の場所へともどし、タツミの書斎をあとにした。

　じきに夕刻、長居は無用だろう。

「ちょっとまって、おにいちゃん！」

　思いがけず、ミオがクロノを呼びとめた。

　なにやらモジモジした態度で、

「ミオ、だいじなことわすれてた。おにいちゃんはミオのためにがんばってパパをさがしてくれてるんだから、ちゃんとお礼しなきゃいけないよねっ」

「気にしなくていいぜ。これは俺おれがやりたくてやってることなんだからよ」

「そんなのだめっ！　おにいちゃんが気にしなくてもミオが気にするのっ」

　クロノへとにじりよって、

「ねえ、おにいちゃんがいちばん喜ぶことってなに？」

「それなら決まってる」

「考えるまでもないね」

　と、後ろからミツハとユウゼンが口をはさむ。

「「伝家の宝刀『おさわり』！」」

　二人が声をハモらせるなど、滅めつ多たにあることではない。

「なっ、馬ばっ鹿か野や郎ろう、こんな子供相手になにいってやがる……！」

　クロノが動どう揺ようするのは輪をかけて滅多にないことだ。

「おさわり……？　よくわかんないけど、それをしたらおにいちゃんは喜んでくれるんだねっ!?」

　覆ふく水すい盆ぼんにかえらず。ミオは瞳をキラキラさせて食いついてくる。

「いやまぁ、好きか嫌きらいかでいったら好きだけどよ……」

「おしえてっ！　そのおさわりってどうやるのっ？」

「待て待て、さすがに嬢ちゃんにはまだ早――」

「女の胸とかお尻しりとかをさわる」

「それもねっとりといやらしく」

　またもや余計なことを言う側近たち。

「む、胸とかお尻……？」

　まだふくらむ前の胸に両手をあてて、

「ちょっとはずかしいけど……コクトおにいちゃんなら、いいよ？」

　頬ほおを赤らめ上目づかいで言ってくる。

　オスの本能を直ちよく撃げきする仕草。

　誰だれかに教えられたわけでもないだろうに、末すえ恐おそろしい娘である。

「いや、だからな……」

　クロノはほとほと困り果てた。

　なるほど、たしかに彼は自他ともに認める無類の女好きだ。

　しかしながら、ミオのような年ねん齢れいの少女は対象外。お手つき厳禁なのだった。

「ダメだ、嬢ちゃん相手にそれはできねえ。悪わりぃがこいつは絶対の掟おきてなんだ」

　はたから見ればやりたい放題、好色三ざん昧まいのクロノの「おさわり」だが、実際には厳格な掟のもとでおこなわれている。

　ひとつ、本気で嫌がった女には二度と手をださない。

　ひとつ、むこうから誘さそってきた場合は手をださない。

　ひとつ、「女」になりきっていない少女には手をださない。

　クロノが窮する理由が、これでよくわかるだろう。

　三つ目は当然として、二つ目の掟にも抵てい触しよくしているおそれがあった。

「そっか。ミオじゃだめなんだ、おさわりしてもうれしくないんだね」

　しゅんとしてしまうミオ。

　これはこれで心が痛む反応だ。

「あいや、嬢ちゃんがダメってわけじゃねえんだ。問題は歳としなんだよ。小さな子供相手にすることじゃねえんだよな」

「そうなんだ。それなら、ミオがもっとおっきくなったらしてもいいってことだよねっ！」

「ん、まあそうなるな」

「よかった！　それじゃおにいちゃん、ミオがおっきくなったらおさわりしてね！」

　満面の笑えみで言うミオ。

「お、おう」

　クロノはたじたじになってうなずくしかなかった。

　そんなこんなで、ミオの家をあとにする。

「やれやれ、なんだか妙みようなことになりやがったが――ま、将来の楽しみができたと思っとくか」

　ミオの調子には面食らったが、冷静になってみればクロノにとって悪い話であるはずもない。

　一〇年も経たてば、ミオがすばらしい美女に成長することはまず間違いなかった。

「にしても、一部とはいえ魔導大全の内容が読めたのは僥ぎよう倖こうだったぜ。あの触手の術には適合する魔族の細胞が必要、ってことは、黒幕はどうにかしてそいつを集めてるはずだよな」

　具体的な方法に関しては、まだ見当がつかない。

　が、この新たな情報は、黒幕の正体へと迫る新たな切り口となってくれるはずだ。

「――と、いけえね、忘れるとこだったぜ」

　ミツハに視線を送ってクロノは言った。

「ミツハ、これとは別件で、お前にちょいと頼たのみてえことがあるんだがよ」

「なに？」

　クロノが耳打ちすると、ミツハは得心してうなずいた。

「わかった、まかせて。わたしひとりで問題ない」

　ここからミツハは別行動をとることになる。

「フッ。僕がいなくても粗そ相そうなくやりたまえよ、青き薊あざみ」

「赤いのこそ、わたしがいないからって立ち寝ねするなよ」

　ミツハは機き敏びんな足どりで路地裏へと消えていった。




◆◆◆




　夕刻になり、クロノとユウゼンは木菟亭へと引き返していた。

　いうまでもなく木菟亭は大衆酒場。そして、クロノは無類の酒好きである。

　なのだが、今日はめずらしく素面しらふで席についていた。

「あんたが日が暮れても酒盛りしてないなんて、信じられないわ……」

　スズネが真顔でつぶやく。

「しかたねえだろ。俺だって飲みてえのはやまやまだけどよ、あの嬢ちゃんのことを考えちまうと、どうもな」

　それに、今日の仕事はまだ終わっていない。

　別行動をとったミツハはもちろん、『梟』の人員もユウゼンの人相書きを頼りに情報収集に奔ほん走そうしているのだ。

　この状じよう況きようで酒盛りをする気になれないのは、当然といえば当然だった。

　と、店の中で新たな動きがあった。新しく入店してきた客が、注文をとりにいったスズネにさりげなく紙し片へんを手て渡わたす。

　調査にでていた『梟』のメンバーが、情報をたずさえて戻もどってきたのだ。

　スズネはすぐさま、クロノのテーブルへと歩みよった。

「進展があったわよ。人相書きの男――あんたたちを襲おそった賊の頭は、ヨシュアラの歓かん楽らく街がいで何度か目もく撃げきされていたみたいね」

　王都を代表する夜の街・ヨシュアラ。貴族たちが足しげく通う高級歓楽街である。

「恩に着るぜ。調べてくれた連中にも礼を言っといてくれ」

　情報が入ったなら、行動に移るのみだ。

　クロノは席を立とうとしたが、

「お待ちを、我があるじ。ここはこのユウゼンめにお任せを」

　背後に立つユウゼンがそれを制して言った。

「いま、ヨシュアラと聞いて僕の脳のう裏りにひらめくものがありました」

「お前がそう言うなら間ま違ちがいねえか。いいぜ、行ってきな」

「御ぎよ意い！　しばしお待ちください、我があるじ！　このユウゼン、必ずや青き薊以上の成果を持ち帰って参ります！」

　一礼すると、ユウゼンはするりと店をあとにした。

　テーブルに残ったクロノは、かたわらに立つスズネを見やって、

「そういやスズネ、昼間の応おう援えん隊たいのやつらはどうしたよ？　姿が見えねえみてえだが」

「ああ、アレね。あんまりしつこいから出禁にしたわよ。あんたに出くわしたばっかりに災難なことね」

「しかたねえだろ。あそこまで熱心に頼まれちゃ、嫌とは言えねえ性しよう分ぶんだからな。だっはっは！」

「……事件がまだ解決してないってのにお気楽じゃない。ずいぶん大ごとになってきたみたいだし、そんなに余よ裕ゆう綽しやく々しやくでほんとに大だい丈じよう夫ぶなわけ？」

「なんだぁスズネ、まさか俺のことを心配してんのか？」

「バカね、そんなわけないでしょ」

　即答するスズネ。これは照てれ隠かくしでもなんでもなく、事実を言ったにすぎない。

　クロノは『梟』の御お頭かしら時代から喧けん嘩かにかけては常勝無敗。

　相手が大人だろうと一〇倍の数だろうと、最後に立っているのは決まってクロノだった。

　彼の敗北を眼めにしたのは、後にも先にも一度きり――いまは亡なき先代の魔王、サクヤと立ち合ったときのみである。

　サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世。

　その名を想起するたびに、スズネの胸は棘とげが刺ささったように痛んだ。

　彼かの女じよにだけは、なにをやってもどうあがいても絶対に勝てない。

　これまでも、これからも、永遠に――

「そうじゃなくて。あたしが心配してるのはミオって娘のことよ」

　一いつ瞬しゆんの感傷をふりはらいスズネは言った。

「大事をとって、ここに連れてきたほうがよかったんじゃないの？」

　たしかに、木菟亭以上に安全な場所はそうそうない。

　ここを襲しゆう撃げきするということは『梟』に宣戦布告をするのと同義。

　くわえて店主のスズネは、クロノが知る限り最高の用心棒だった。

「その必要はねえよ。断言するが、嬢ちゃんは絶対確実に安全だ」

　クロノは確信をこめてそう言うのみだった。

「ま、あんたが言うんだからそうなんでしょうけど」

「にしても、ただ待ってるってのは暇ひまでしかたねえぜ。酒も飲めねえし、ここはひとっ風ぷ呂ろあびてくるとするか」

　席を立ったクロノは、にやりとした笑みをふりむけて、

「どうだスズネ、一いつ緒しよに入りてえっつうなら、べつに俺はかまわねえが」

「ッッ！　誰が入るかッ！」

　ガゴンッ！　手にしたお盆ぼんをクロノの頭へと全力で投げつけた。

「ひとりで勝手に溺おぼれ死じんどけ！　このクソボケバカナス色情狂きようッ！」




◆◆◆




　王都アストラエドの、いずこかに立つ広大な屋や敷しき。

「ええいっ、いったい何なに奴やつなのだ！　我らの秘事をこそこそと嗅ぎまわる鼠ねずみはっ！」

　身なりのよい中年の男が、声を荒あららげて地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　彼はこの屋敷の家老。計画の陣じん頭とう指揮をとっていた人物だ。

　ここまではなにもかもが順調だった。

　魔ま導どう大全に明るい研究者を首しゆ尾びよく誘ゆう拐かいし、その知識と技術でもって神秘の研究は飛ひ躍やく的てきに進んだ。

　術の完成まであとわずか。神秘の力を手中におさめたなら、しめたものだ。

　彼らの大願、あの憎にくき下げ賤せんの大おお虚うつけを玉座から叩たたき落おとすことも夢ではなくなるだろう。

　想像をたくましくし、いよいよ愉ゆ悦えつが絶頂に達しそうなところで――したたかに冷水をあびせたのがくだんの鼠どもだ。

　降ってわいたように出現した、正体不明の三人組。

　理由はしらねど娘に手を貸し、実験の跡あとを嗅ぎまわり、あまつさえこちらが送りこんだ刺客をたやすく返り討うちにしてみせた。

　鼠、とはいったものの、本当にそうなのか？

　正体不明の敵を危あやぶむ声は、屋敷の中で大きくなりつつあった。

「タツミをここへ連れて参れ！　いますぐにだッ！」

　家老は八つ当たりするように唾つばを飛ばした。

　ほどなくして、屋敷仕えの衛え士じたちがタツミを連れてきた。

「何用でございましょうか？　命じられた研究はしかとつづけておりますが」

　平へい伏ふくしたままうかがいをたてるタツミ。

　目立った外傷はなく、服装も小こ奇ぎ麗れいで充じゆう分ぶんに清潔だ。

　手て錠じようや鎖くさりで拘こう束そくされてもおらず、手て荒あらな真ま似ねはされていないようだった。

　ただし、左右の瞳からは生気が完全に消きえ失うせていた。

「タツミよ、そちはあずかり知らぬであろうが、このところ鼠が我らの秘事を嗅ぎまわっておるのだ。よもやとは思うが、そちが小細工を弄ろうしたのではあるまいな？」

「滅めつ相そうもございません。いまの私にどうしてそんな真似ができましょうか」

　タツミは感情のこもらない声で答えた。

「ふむ、そうであったな。そちはすでに我らの同どう胞ほうとなることを誓ちかった身。であれば――小こ癪しやくな真似は娘むすめの仕し業わざか」

　娘という単語を耳にした瞬しゆん間かん、タツミの背中がびくりと跳はねた。

　と、そこで部屋の奥おくから声がかかった。

　いままで威い張ばり散らしていた家老は、とたんにへりくだった態度になり、

「――なんと！　その話はまことにございますか、閣下」

　屋敷の主あるじはさらになにごとかを話す。

　距きよ離りが離はなれているため、タツミの耳には聞こえなかった。

「成なる程ほど、さすがは閣下。それは素す晴ばらしき趣しゆ向こうでありますな」

　にぃっと嗜し虐ぎやく的てきな笑みをつくり、家老がタツミへとむき直る。

「タツミよ聞いて驚おどろけ！　なんとそちの娘、父を恋こいしがるあまり魔ま王おう城じようにまで赴おもむいて懇願したそうな！　憐あわれよのぉ、浅はかよのぉ。それでなにかが変わるなら苦労はないというものよ！」

「くっ……！　すまないミオ、だが私はこうするしかっ……！」

　奥おく歯ばをぎりりと噛かみしめ、屈くつ辱じよくと罪悪感に耐たえるタツミ。

「だが――娘の行こう為いは笑えても、娘に手を貸す鼠どもは笑い話ではすまぬ。閣下はいたくお怒いかりだ」

　底冷えのする声で家老は言った。

「よってこれ以上、余計な真似ができぬよう、娘に罰ばつを与あたえておくとしよう」

「なッ!?　ま、待ってくれ！　約束が違ちがうぞッ！」

　タツミが反射的に立ちあがる。

　その瞳には怒りと恐きよう怖ふがまざりあって渦うずを巻いていた。

「研究に協力すればミオには決して手をださないと――がッ!?」

　衛士が手にした長なが槍やりの石いし突づきでタツミの頭を打ちすえた。

「ふん。状況が変われば対応も変わる。それに娘の悲鳴のひとつでも聞けば、そちもいっそう仕事に身が入るというもの。さすがは閣下、まさに一石二鳥の妙みよう手しゆですな！　ほっほっほ！」

「ミ、ミオっ……！」

　深い絶望の闇やみの中に、タツミの意識は落ちていった。




◆◆◆




　夜の歓楽街を、背の高い赤毛の青年が悠ゆう然ぜんと歩いていく。

　どこへ行こうと絵になる男だ。ユウゼン自身、ヨシュアラの歓楽街になじみなどないが、その足どりは熟練者の風格をただよわせていた。

　彼は聞きこみをするわけでもなく、ただ気のおもむくままに歩いている。

　調査などという無ぶ粋すいな真似はしない。する必要がそもそもない。

　ただ、そのときがくれば為なすべきことがおのずと知れる。

　ユウゼンはそう確信していた。

　ほどなくして、確信は現実へと姿を変えた。

　ユウゼンが足をとめたのは、いかにも高級そうな料りよう亭ていの前だった。

「僕ぼくの直感がつげている。怪しいのはこの店だ、とね！」

　さっそくユウゼンは料亭の入り口へとむかったが、

「お待ちください。入店をご希望の方ですか？」

　その前で、警備の男二人に道をふさがれてしまった。

「そうとも。僕はこの店に用がある！」

「新規のお客様には、ここで紋もん章しようを見せていただく決まりです」

　言葉づかいこそ丁てい寧ねいだが、居い丈たけ高だかな態度は隠そうともしていない。

　一定以上の身分の者でなければ入店できない、そういったタイプの店なのだろう。

「紋章？　あんなものでこの僕を推おし量はかろうとは無粋にもほどがあるね！」

「そう言われましても、これは決まりですので。それともなにか、ご都合の悪いことでもおありですか」

　貧びん乏ぼう人にんが、身のほどを知れ。警備員たちは言外にそうつげていた。

　もっとも余人ならさておき、ユウゼンはその手の皮肉が通じるような相手ではなかったが。

「仕方ないね。ほら、これでいいかい？」

　短い呪じゆ文もんをとなえ、ユウゼンは左手の甲こうを示した。

　現れたのは、薄うす緑みどり色いろに輝かがやく『渇いた小こ鬼おに』の紋章だった。

「そ、その紋章はッ――!?」

　愕がく然ぜんとし、一瞬で青ざめる警備員たち。

「ア、アマイモン家の御おん曹ぞう司し様、でしたか……」

「実に不本意ながら、そうなっているようだよ」

　ユウゼンはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「大変な失礼をどうかお許しください！　私どもは、決して御曹司様を侮ぶ辱じよくするようなつもりは――」

「なんの話だい？　それより、いいかげん中に入りたいんだけどね」

「も、もちろんでございます！」

　ユウゼンが料亭内に入ると、明らかに貴族然とした男が出で迎むかえた。

「ようこそいらっしゃいました。わたくし、当店の支配人でございます。店員一同、誠心誠意おもてなしさせていただきますので――」

「ああ、いいんだ。僕は客として来たわけではないからね」

「は……？　では、当店にはどのような用向きで？」

「君はこの店の責任者であるようだから、率そつ直ちよくに言おう」

　びしりと指を突つきつけ、ユウゼンはよく通る声を張りあげた。

「ずばり、この店は悪事の片棒をかついでいるね！」

「なっ――!?」

　絶句して固まる支配人。

　ユウゼンの物言いがあまりにも堂々として確信に満ちていたため、彼は完全に平静を失ってしまっていた。

「な、なにを根こん拠きよにそんなことを！　証拠はあるのですかっ!?」

「そんなものがなくても僕には解るのさ！　さあ、観念して白状したまえ！」

　そしてユウゼンは、決定的な言葉を口にした。

「この店は、細胞集めと関係しているんだろうっ!?」

　瞬間、支配人の顔からはいっさいの感情が抜ぬけ落ちた。

　追いつめられ、覚かく悟ごを決めた男の表情だった。

「……そこまで知られたなら、しかたがない」

　あっさりと白状してしまう。

　たしかにこの料亭ならば、客の使用した食器などから細胞を収集することはたやすいはずだ。

「いくら大貴族の御曹司でも、生きて帰すわけにいかなくなったぞ！」

　開きなおって豹ひよう変へんし、敵意をむきだしにする支配人だったが、

「まあ待ちたまえ。僕が思うに、ここで君がとるべき行動は、君の雇やとい主ぬしについて洗いざらい話すことだよ」

「なっ……！」

「ああいや、それではまずいな。僕は長い話は憶おぼえられないんだった。となれば、よし、君を我わがあるじのもとまで案内するとしよう！　さあ、僕についてきたまえ！」

「いやいやいやいや、ちょっと待てぇいッ！」

「なあに、そう不安がることはないさ。悪事に加担したとはいえ君は首しゆ謀ぼう者しやではないのだから、罪を認めて贖しよく罪ざいを誓えば、我があるじはきっと御ご寛かん恕じよくださるはずだよ」

「ふざけるのも大たい概がいにしろッ！　貴様の与よ太た話ばなしにこれ以上つきあう気はないッ！」

　支配人は右手に魔ま力りよくの炎ほのおを生みだした。

「やめておいたほうがいい。どうせ君は僕に勝ってこないのだし、僕の直感によれば君の雇い主の命運も明日の朝までには尽つきているだろうね」

「黙れぇええええええッ！」

　ボゥッ！　支配人が右手を突きだし、直径五〇センチあまりの火球を放った。

　ザンッ！　ユウゼンは『ラヴィアンローズ』を抜き撃うちに一いつ閃せん、危なげなく火球を真っ二つにした。

「君の店だろうに、燃やしてしまっていいのかい？」

　二分ぶん割かつされた火球は天てん井じようと床ゆかに接せつ触しよくし、そこを起点に火の手があがりはじめた。

「ふんっ、証しよう拠こ隠いん滅めつも図はかれて一石二鳥だろう！」

　支配人はなおも火球を連発する。ユウゼンもまた機械的にそれを斬きりつづける。

「ところで君、この店には女性の店員はいるのかい？」

「なにを馬鹿なことを……女がいなくて、いったい誰が客に酌しやくをするというんだ」

「ほう？　この手の店ではたらくような女性たちだ、僕が察するに、おのおの複雑な事情をかかえていることだろうね。さしずめ、毒々しい夜の街に咲さく健けな気げで可か憐れんな野花……ああっ、なんてことだ、ここは絶好の詩作の場じゃないかッ！」

　突とつ如じよユウゼンは顔を明るませ、大おお股またで歩きだした。

　支配人の前を無造作に横切って、店の奥へと進んでいく。

「ど、どこへ行くつもりだっ！」

　唖あ然ぜんとして、思わず間ま抜ぬけな質問をしてしまう支配人。

「僕の人生において芸術の探求はほかのすべてに優先する。というわけで君と戯たわむれている暇はなくなったのだよ」

　ユウゼンが指をパチンと鳴らす。床から生えてきた強きよう靭じんな蔓つるが、一瞬にして支配人の体を簀す巻まきにしてしまった。

「ふん、こんなもので拘束したつもりとはお笑い草だな。俺が火系魔ま法ほうの使い手ということを忘れたかっ？」

　ボボゥッ！　余よ裕ゆうの笑みをうかべ、支配人は巻きついた蔓へと火を放った。が、魔法の火はすぐに消えてしまい、蔓の表面にはかすかな焦こげ跡もついていなかった。

「乾かん燥そうさせた建築資材ならまだしも、多量の水分をふくんだ生の植物は元来燃えにくい。ましてやそれは僕の『魔華樹園グリーン・レクイエム』で生みだしたものだからね」

　芸術の探求はほかのすべてに優先する。その言葉どおり、ユウゼンは「固有魔法はなるべく使わない」という方針を緩かん和わしたのだった。

　一度使ったのだから、二度三度と使ったところで大差はない。

　ユウゼンは壁かべや天井にも枝木を張りめぐらせ、燃えさかる火をすっかり鎮めてしまった。

　満を持して、ユウゼンは女性たちのもとへとむかう。

　と、なにかを思いだした様子で支配人に顔をむけて、

「そうそう。僕が帰るときには君から声をかけてくれたまえ。できれば自己紹しよう介かいもしてくれるとありがたい。それまで君の顔を憶えていられる自信がないからね」

　それだけ言い残すと、ユウゼンは鼻歌まじりに店の奥へと姿を消した。

　簀巻きのまま放置された支配人は、

「い、いったいなんなんだ、あの男は……？」

　完全に戦意を喪そう失しつして、呆ぼう然ぜんとつぶやくしかなかった。
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　その日の夜、ミオはいつもより遅おそい夕食をとっていた。

　調理をしたのは、近所に住む二は十た歳ちそこそこの女性だ。

　名はカリナ。家庭的なタイプで、ミオたち親子とは以前から交流があった。

　男やもめの家庭を気にかけ、たびたび夕食のお裾すそ分わけなどしていたのだ。

　近きん隣りんの主婦たちからは、タツミに気があるのではないかと噂うわさされていたが、本人は笑ってごまかすばかりだった。

「ごちそうさまっ」

　ミオが食事を終えると、台所からカリナがやってくる。

「ミオちゃん、今日の夕食はどうだった？」

「すっごくおいしかったよ！　でも、どうしてこんなごちそうだったの？」

　やけに豪ごう勢せいだった夕食を不思議がったミオに、

「だって不ふ憫びんじゃない。これからは、ひとりじゃ食事もまともにできなくなるんだからさ」

「え……？」

　シュバッ！　能面のような顔に笑みを張りつかせたまま、カリナは右手を一閃した。

　真っ二つになるテーブル。

　女が抜ばつ刀とうと同時に放った斬ざん撃げきは、尻もちをついたミオの左右の脚あしのあいだにまで達していた。

「ど、どういうことなの、おねえさんっ!?」

「見てわからないのかい？　小便臭くさいガキにもわかるようにしたつもりなんだけどねえ」

　指先を刀身にすべらせながら、悪びれずに言うカリナ。

　先ほどまでとは口調も変わっている。

　呆あつ気けにとられていたミオだったが、すぐにキッとにらみつけて、

「あなた、悪いひとだったのね！　パパをさらったひとの仲間だったのねッ！」

「ご明答。まったく、ガキらしく家にこもって泣きべそかいてりゃいいのに、ちょこまかと余計なことをしてくれたねえ」

「ミ、ミオをどうするつもりなのっ？」

「落とし前をつけてもらうのさ。といっても大事な人ひと質じちだからね、命までとりはしないよ。安心しな、腕うでの一本や二本なくなったところで、ちょいと不便なだけだからさ」

　まっすぐに距離をつめてくるカリナ。

　まさに絶体絶命の危機だが、ミオは後退しようとはしなかった。

「意外に強ごう情じようだね。泣なき叫さけんで逃にげまどうかと思ったのに」

「ミオ、悪いひとなんかに負けないもん！　あなたなんてこわくないんだからッ！」

　予想外の反はん抗こうに、カリナは露ろ骨こつに眉まゆをひそめて、

「ふんっ、その威い勢せいがいつまでもつか見ものだよ。せいぜいいい悲鳴を聞かせておくれ」

　ミオを見おろし、右手の剣けんを振ふりあげる。

　ミオは眼をつぶり、無意識に首からさげた赤いペンダントをにぎりしめた。

「ッッ！　誰かたすけて――！」

「――わかった」

　つぎの瞬間、天井から両者のあいだに割って入る影かげがあった。

「なっ!?」

　ギィンッ！　刃はと刃が激げき突とつし火花が散る。

　思いがけぬ闖ちん入にゆう者しやに驚き、カリナは即そく座ざに距離をとった。

「あ、あんたは――」

「おにいちゃんの青助手さんっ!?」

　水色の髪かみに青い瞳ひとみ。逆手にかまえた小こ太だ刀ちは『ユキシロ』。

　いうまでもなくミツハである。

　ちらりとふり返った彼女は、滅多に見せない微び笑しようをむけて言った。

「よくいった。気持ちだけなら小さいのの勝ち」

「うんっ！　ミオがんばったよ！」

　いっぽう、すんでのところで邪じや魔まされたカリナは、苦々しく顔をしかめて、

「あんたは……そうか、あんたがちょろちょろと嗅かぎまわってる鼠の一匹ぴきか！」

「鼠はそっち。こっちは逃げも隠れもしないし、裏で薄うす汚ぎたない真似もしていない」

「このっ、黙だまりなよッ！」

　カッ、ギィィンッ！

　カリナが踏みこむと同時にミツハも踏みこみ、ふたたび刃が交こう錯さくした。

　そのまま鍔つば迫ぜり合あいの形となる。

「総大将の読みどおり。まんまと尻しつ尾ぽをだしてくれて助かる」

「最初からあたしを怪あやしんでたってのかい！　どうやって正体を見破った!?」

「べつに、ただの消去法」

　ミツハは淡たん々たんと答えた。

「情報がもれるとしたら、小さいのからだけ。小さいのが情報をもらすとしたら、おまえだけ」

「なるほどねぇ。だけど勝った気になるんじゃないよ！　こうなったからには、意地でもあんたの正体をあばいてやるさねッ！」

「それは無理」

　バッ！　二人が激しく動きだす。

　威勢よく攻せめたてるカリナ。

　しかしミツハは相手の力量をはかるため、あえて防ぼう御ぎよに徹てつしていたにすぎなかった。

「結論。戦力評価、中の下」

「っ舐なめ腐くさりやがってェッ！」

　シュバッ！　剣を持っていないカリナの左手から、真空の刃が放たれた。

「風系の魔法――それもお見通し」

「言ったね！　捌さばけるもんなら捌いてみなよッ！」

　実体剣と風魔法による二刀流の猛もう攻こう。

　だがミツハの防御はくずれない。

　すべての攻こう撃げきを先読みし、片手の小太刀で危なげなく捌いていく。

「ちぃっ！　でかい口を叩くだけのことはあるじゃないか！」

　とはいえ、ここまではカリナにとっても想定の範はん囲い内ない。

　一見すると単調な攻めは、本命で仕留めるための布石にすぎなかった。

「だが――こいつはどうだッ！」

　ヒュッ！　意表をつく形でカリナが右足をふりあげた。

　風魔法は腕のみならず足先からも放てたのだ。

　このままでは顔面を叩き割わられる――かに見えた刹せつ那な、ミツハは後ろに倒たおれこむようにしてこれを回かい避ひ。

「やッ！」

　さらにその勢いを利用して、後方宙返りを決めつつ小太刀を縦に斬りあげた。

　痛み分けにも見えた紙かみ一ひと重えの攻防。

　だが、ミツハが斬られたのは前まえ髪がみ一本のみに対し、カリナは左の頬が縦にぱっくりと裂さけていた。

「評価修正、中の上。思ったよりやる」

「し、信じられないね……！　初見でいまのを見切るなんて……あんた本当に何者だい？」

　カリナは愕然とするほかない。

　いまの攻防をもって、実力ではミツハが数段上であることを痛感させられた。

　これほどの手て練だれがなぜこんな場所にいる？　なんの得があって小こ娘むすめごときに味方する？　彼女が仕えているらしい「総大将」なる人物とはいったい……？

　不利な戦せん況きよう以上に、つきぬ疑問と違い和わ感かんがカリナの心しん胆たんを寒からしめた。

　が、それらの感情はおくびにもださない。

　むしろカリナの表情には、いまなお不敵な余裕が見みえ隠れしていた。

「……あんたに出くわしたのが、今日この場所で心底助かったよ。なにせ――」

　どす黒い勝利の笑みをつくって、カリナは叫んだ。

「致ち命めい的てきな弱点をかかえているんだからねェッ！」

　シュバゥ！　同時に左手をふるう。ただし標的はミツハではない。

　カリナが真空の刃を飛ばしたのは、尻しりもちをついたままのミオだった。

　遠えん距きよ離りなだけに威い力りよくは犠ぎ牲せいになっているが、ミオに大おお怪け我がを負わせるには充分だ。

　この位置からでは間にあわない。

　瞬しゆん時じに判断したミツハは、右手の『ユキシロ』をためらうことなく投とう擲てきしていた。

　ガシュォッ！　『ユキシロ』によって真空の刃はかき消され、ミオは難を逃のがれた。

「いい判断だよっ！　けど手元がお留守になっちまったねェッ！」

　バッ！　目もく論ろ見みどおりの展開に狂きよう喜き乱らん舞ぶし、カリナはミツハを急きゆう襲しゆうする。

　さしものミツハも無手で戦うのは無む謀ぼうというもの。

　そのはずだが、彼女は真正面からカリナを迎むかえ撃った。

　キィイン……！

　ひびきわたったのは硬こう質しつな音。

　ミツハとカリナは交錯し、背中あわせに位置を入いれ替かえていた。

　一瞬の間のあと――

　ドサッ。宙を舞まって床へと落下したのは、肘ひじから斬り飛ばされたカリナの右みぎ腕うでだった。

「がっ……ァァアアアッ!?」

　がくりと膝ひざをついて、悲鳴をしぼりだすカリナ。

　右肘からの出血はない。切断面は青い結けつ晶しよう体たいでふさがれていた。

「安心して。腕の一本や二本なくなっても、ちょっと不便なだけ」

　ミツハの右の手刀の先には、結晶体で形成された剣が伸しん長ちようしていた。

　固有魔法『結晶クリスタリウム世界』。満を持しての解禁だった。

「ぅぐッ……！　ま、まさかそんな隠し玉まで、あったなんてね。完敗、だよッ……！」

　激痛に顔をゆがめるカリナだったが、ふいに唇くちびるの端はしをにぃっと吊つりあげて、

「……けど、固有魔法を使ったのは失策だったね！　右腕の駄だ賃ちん代わりに、あんたの情報はいただいてくよッ！」

　バワゥッ！　周囲に風を巻き起こした直後、カリナは垂直に跳ちよう躍やく。

　そのまま天井を突き破やぶって逃とう走そうを開始した。

「あっ、にげちゃうよっ!?」

　ミオが天井の穴を指さすが、ミツハはすぐに追おうとはしなかった。

「だいじょうぶ。逃がしたのはわざと」

　手負いの相手をみすみす取とり逃がすミツハでない。

　これもまた、クロノが考案した作戦のうちだった。

　パキン。右手の結晶刀が砕くだけ、ミツハの手のひらにはひとかけらだけが残った。

　そのかけらが、方位磁石のごとくある方角を指し示す。

　カリナが逃走をはかった方角。

　より正確には、彼女の右腕の傷口をふさぐ結晶体を、かけらは探知しているのだった。

「敵はこっちの正体をあばきたい。だから固有魔法を使ったら、かならずその痕こん跡せきを持ち帰ろうとする。それを追跡していけば――」

「悪いひとたちのいるとこがわかる！　そこにパパがつかまってるってことだよねっ！」

「そう。小さいのはかしこい」

　やさしくうなずいて、ミツハは追跡に移ろうとした。

「ま、まって！　ミオもいっしょにつれてって！」

　そこにいけば父との再会が叶かなうのだから、ミオが懇こん願がんするのは当然だ。

　それに家の中は戦せん闘とうの余波で荒あれ放ほう題だい。

　おまけに斬り飛ばしたカリナの右腕からは、いまなお赤黒い血液がどくどくと流れでていた。

　この場にミオひとりを残していくのは酷こくだ。

　とはいえ、幼女の脚ではカリナの速度にとても追いつけないだろう。

　と、いうわけで。

「ん、乗って」
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　ミツハは背中をさしだし、ミオをおぶっていくことにした。

　天井の穴から屋根へとでる。

　そのまま隣りん家かの屋根づたいに追跡を開始した。

「だ、だいじょうぶ？　ミオおもくない……？」

「問題ない。わたしの運動能力の低下は一厘りんにも満たない」

「そうなんだ。すごいんだね、青助手さんって」

「そう、わたしはすごい。赤いのなんて目じゃない」

　追跡を開始してから一〇分ほどで、かけらの探針が動きをとめた。

　どうやらカリナが目的地にたどり着いたようだ。

　すなわちそこが敵の本ほん拠きよ地ち。黒幕の根城にして、タツミが囚とらわれている監かん獄ごくだ。

　ミツハとミオは、大きな屋敷の門前に立った。

　ところが、ミツハの足はそこでとまったままだった。

「どうしたの、青助手さんっ？　この中にパパはつかまってるんだよねっ？」

　ミツハは人差し指を唇にあて、目配せをする。

　大きな声をだすなというサインだ。

　否定の意味で首をふって、ミツハは歯がゆそうにつぶやいた。

「……さすがにここは、わたしの独断じゃ踏みこめない。もどって総大将に報告しないと」




◆◆◆




「「あ」」

　夜も更ふけてきたころ、二人は木菟みみずく亭ていの前でばったりと鉢はち合あわせした。

　かたや、流れでミオをずっとおぶってきたミツハ。

　かたや、簀巻きにした支配人をひきずってきたユウゼンである。

「やあ、奇き遇ぐうじゃないか青き薊あざみ！　ややっ、背中の幼女は鈴すず蘭らんの蕾つぼみじゃないかっ！　いったいなにがあったんだい？」

「赤いのこそ、なにしてる？　そのひきずってるのは、なに？」

「フッ。彼かれは元・敵の一味にしていまは僕たちの協力者さ！　黒幕の正体に関して有益な情報をもたらしてくれるはずだよ！」

「わたしだって、黒幕の屋敷をつきとめてきた。手て柄がらなら負けていない」

　ともあれ、いつまでも店の前で張りあっていてもしかたない。

　ミツハとユウゼンは、ひとまずクロノへ報告することにした。

　クロノはスズネとともに店の奥の会議室にいた。風ふ呂ろあがりのため、上半身は裸はだかで黒くろ髪かみは生なま乾がわきだった。

　すみやかに報告がおこなわれる。

　まず、敵の刺し客かくが逃げこんだ屋敷を突きとめたことをミツハが話す。

　つぎに、ユウゼンが連れてきた支配人が、細さい胞ぼうを集めるよう命令していた料亭のオーナーの名を明らかにした。

　屋敷の主と、料亭のオーナー。それが同一人物だったことで、黒幕の正体もまた確定した。

「でかしたぜ。これで役者はそろいやがったな」

　クロノは満足げにうなずいて言った。

「だけど、相手はかなりの大物よ。どうやって追いつめるかは慎しん重ちように考えたほうがいいんじゃない？」

　と、忠告したスズネだったが、

「その必要はねえよ。敵の正体はわかった、親おや父じさんの居所もわかった、とくりゃ、モタモタしてる暇はねえ！　やることは決まってるぜ！」

「ちょっとクロノ、それってまさか――」

　やおら立ちあがり、ガバッと上着を羽織ると、

「おうよ、斬りこみだ！　いっちょ派手にかましてやるぜッ！」

　クロノは高らかに宣戦を布告した。







【四章】鬼神の剣







　半刻ばかり前、右腕を失ったカリナが命からがら逃げこんだ広大な屋や敷しき。

　その中の豪ごう奢しやな庭園に面した一室にて、屋敷の主あるじと家老が言葉をかわしていた。

「なんと！　閣下、それはまことにございますか！」

「うむ。思いがけぬところから、触しよく手しゆに完全適合する細胞が見つかったのだよ」

「それでは、ついに――！」

「術は完成した。かの神秘はいまや完全に我が手中にある！」

　主はひとしきり高笑いをつづけた。

　こうなってしまえば、小娘に手を貸す鼠ねずみが何者であろうと些さ末まつなこと。

　カリナが持ち帰った固有魔法の痕跡調査も、一両日中には完かん了りようするはずだ。

　敵の素す性じようさえ割れてしまえば、あとはたやすい。

　どれだけ腕が立とうと相手はたかだか数人。

　彼の権力と手て駒ごまを活用すれば、見つけだし始末することは造作もなかろう。

　それよりも――これから考えるべきは、大だい願がん成じよう就じゆの具体的な計画だ。

　すなわち、魔王廃はい絶ぜつ。

　玉座を穢けがす忌いま々いましい雑種を弑しい逆ぎやくし、尊き正統な貴族の血に王位を継つがせるという野望である。

　だが、実際に計画を実行に移すとなると、現状では成功の可能性は限りなく低い。

　まず七大公家のうち、アスモデウスとアマイモンは明確に魔王派であることを表明している。

　とりわけ、魔王軍を麾き下かにおくアスモデウスが敵側についた意味は果てしなく大きい。

　廃絶派が迂う闊かつに蹶けつ起きしようものなら、逆ぎやく賊ぞくの汚お名めいをきせられたあげく軍に征せい伐ばつされることは目に見えていた。

　ゆえに、成功するとしたら暗殺しかない。

　王都全体を巻きこむような大きな騒さわぎを起こし、軍の指揮系統を混乱させ、その隙すきに乗じて一気に魔王の首を斬ざん獲かくするのだ。

　そのための研究、そのための神秘である。

　大きな騒ぎを起こすにあたって、この術ほど適したものはまたとあるまい。

「神秘の完成は、お前の知識と技術のたまもの。よく働いてくれたな、タツミよ」

　庭先には、地面に膝をついて座すわらされているタツミの姿があった。

「……閣下。これから私はどうなるのですか？」

　タツミの顔は、もはや死し人びとのそれだった。

　無理もない。

　ミオに罰をあたえると宣告されてから、かれこれ数時間なにも聞かされぬままなのだ。

　この無む慈じ悲ひで非道な連中によって、愛する娘むすめはどんな酷ひどい目に遭あわされたのか？

　そんな、死よりもつらい想像から自じ我がを守るために、タツミは心に麻ま酔すいを打ったのだ。

「前にも言ったように、お前はすでに我らが同どう胞ほうとなることを誓ちかった身。今後も研究をつづけてもらう、と言いたいところだが、少々気が変わった。いまからお前を解放してやるとしよう」

　慈悲の心を見せたかに思えた主だったが、

「ただしこの屋敷からではなく、この世から解き放ってやるのだがな」

　もとよりそんなものを持ちあわせているはずもなかった。

　タツミの左右に立った衛え士じが、長槍の穂ほ先さきを背中へとむける。

「ほっほっほ！　残念だったのぉタツミよ」

　家老の男がこれみよがしにあざけった。

「少しばかり学に秀ひいでているとはいえ、所しよ詮せんそちは卑いやしい平民の出。我ら貴族の同胞となることなど最初から無理無体というものよ！　ほっほっほ！」

　用済みになったら捨てる、あまりにもむごい仕打ちだ。

　とはいえタツミは、なんら感情をいだいた様子もなかった。

「それなら結構。私はもう疲つかれました。この世に未練もありません――」

　いや、それは嘘うそだ。未練はある。

　もう一度……最後にもう一度だけ、娘のミオをこの手で抱だきしめたかった。

　だが、そんな願いが叶うはずがない。誰だれかが聞きとどけてくれるわけもない。

　もう、諦あきらめよう。さっさと死を受け入れて、楽になってしまおう。

　タツミがすべての望みを捨て、まぶたを永遠に閉じようとした、そのときだった。

「パパーーーーーッ！」

　彼方かなたから、かすかな声が聞こえた。

　……幻げん聴ちよう？　いや違ちがう、その証しよう拠こに声は何度もひびき、しだいに接近してくる。

　なんだこれは？　いったいなにが起きている？

　思わず顔をふりあげたタツミの眼めに、信じがたい光景が飛びこんできた。

　屋敷の正門からこの庭園へとつづく道で、衛士がことごとく蹴け散ちらされていた。

　正門をぶち破って屋敷に堂々と乗りこんできたのは、若い男女の三人組。

　とりわけ眼をひくのは先頭を進む黒髪の青年で、類を見ない異様な存在感をまとっていた。

　それよりなにより――嗚呼ああ、これは夢か幻まぼろしか、男のかたわらを歩いてくるのは、ほかならぬ娘のミオではないか！

　本当に、いったいなにが起きているのか？

　少なくともタツミにとっては「奇き跡せき」のひと言で説明がつきそうだった。

「パパッ!?」

「ミオッ!?」

　ついに再会を果たした娘と父。

　すぐさま駆かけよって抱きあいたかったはずだが、周囲の状じよう況きようはそれをゆるさなかった。

　タツミは衛士に身動きを封ふうじられ、ミオもひとりで飛びださないくらいの分別はあった。

「よう、あんたが親父のタツミだな。見てのとおり嬢じようちゃんは無事だぜ。傷ひとつついちゃいねえから安心しな」

　再会の歓かん喜きはそう長くはつづかず、タツミの思考は混乱の大おお渦うずに巻きこまれた。

「あ、あなたはいったい……？」

　ようやく口にできたのはそのひと言だけ。

　それより先の誰すい何かは、敵の家老が引ひき継いでくれた。

「な、何なに奴やつッ！　ここがどなたの屋敷か知っての狼ろう藉ぜきかッ!?」

「もちろん、知ったから来たに決まってるじゃねえか。なあ――」

　家老は一いつ顧こだにせず、屋敷の主を見すえてクロノは言った。

「警けい邏ら総そう監かんカイデル・グラーフ＝ハルファス。まさかてめえが黒幕だったとはな」




◆◆◆




　カイデル・グラーフ＝ハルファス。

　三〇代半ばにして王都警邏隊の頂点に立ち、ハルファス伯はく爵しやく家けの現当主の座にある男。

　彼こそがタツミを誘ゆう拐かいし、神秘の完成を目もく論ろんでいた首謀者だった。

「そうか、貴様が例の鼠というわけか」

　カイデルは傲ごう慢まんそのものの態度でクロノを見やる。

　ヨシノと城で面会したときとはまるで別人だった。

「鼠かどうかはさておき、てめえらが血ち眼まなこになって捜さがしてたのは俺おれたちで間ま違ちがいねえぜ」

「ふんっ、のこのこ出向いてくるとは手間がはぶけたというもの。しかし解せんな、なにゆえ貴様はこのハルファス伯はくに刃は向むかってまで、その小娘を助けようとする？」

「理由か。ひとつは俺自身の夢をかなえるため。そんでもって、もうひとつは――」

　ミオの頭にポンと手をおいて、クロノは言った。

「この嬢ちゃんが、わざわざ俺のところまで助けを求めにきたからだな」

「えっ……？」

　ミオが瞳をぱちくりさせる。

　それはそうだ。ミオの知る「コクトおにいちゃん」はある日突とつ然ぜん、家をたずねてきたのであって、ミオのほうから助けを求めにいった事実などない。

　だが彼かの女じよの知る事実とは、真実の一部を切りとったものにすぎなかった。

「コクト、おにいちゃん……？」

　どこか申し訳なさそうな笑えみをミオにむけると、クロノは一歩前に踏ふみだした。

「それよかカイデル。俺が誰だかまだ解わからねえか？」

「なにをいう？　あいにくこの私は、貴様のごとき野や蛮ばんな傾かぶ奇き者ものに見覚えなどないが」

「おいおい、そりゃねえだろ。下したっ端ぱどもならいざしらず、てめえには城で何度か目通りさせてやってるはずだぜ」

　ここまで言っても、カイデルはピンとこないらしく、

「城……目通り……？　世よ迷まい言ごとを。さては貴様、気でも触ふれているのか」

「……おいおいおい、マジかよ」

　クロノはがくりと肩かたを落として、

「ミツハ、ユウゼン、俺の顔ってそんなに印象に残らねえか？」

「……論評はさしひかえる」

「……言わぬが花というものです」

　側近たちからも露骨に眼をそらされた。

　クロノは盛大なため息をついて、

「ったく、どいつもこいつも。いいぜ、解らねえってんならしょうがねえ。いま解らせてやるぜ！」

　足をとめ、仁に王おう立だちになってクロノは唱えた。

「闢へき――！」

　瞬しゆん間かん、クロノの全身から金色のオーラがあふれだし、額にはひときわまばゆく輝かがやく紋もん章しようが出現した。

　――『混こん沌とんの螺ら旋せん蛇へび』。

　魔ま王おうを魔王たらしめる唯ゆい一いつ絶対の正統の証あかしにして、ルキフェル王家当主の紋章だ。

「へっ、陛下っ――？」

　おそらくそれは、カイデルがこれまでの人生で発した中で、もっとも間抜けにひびいた言葉だったに違いない。

「おうよ、魔王クロノ様の御お成なりだぜ」

　時間が停止したかのごとく、完全な静せい寂じやくがおとずれる。

　その場にいる誰もがクロノを凝ぎよう視ししたまま固まっていた。

　と――

「恐おそれ多おおくも当代の魔王、クロノ・マシュアハ＝ルキフェル九九世陛下の御ご前ぜんであるッ！」

「者ども控ひかえよッ！　頭ずが高いぞッ！」

　片かた膝ひざをついて最敬礼の姿勢をとったミツハとユウゼンが、ふだんは使わぬ語調で一いつ喝かつした。

「はっ、ははぁーっ！」

　庭に躍おどりでて片膝をついたカイデルを皮切りに、家老以下の部下たちもいっせいに平へい伏ふくする。

「な、なんということだ……！」

　タツミは夢でも見ている心ここ地ちで額を地面にこすりつけ、

「うそ……おにいちゃんが、魔王さま……？」

　ぽかんと口をあけていたミオも、自然と膝を折り頭をさげていた。

　これこそが『混沌の螺旋蛇』の威い光こう。

　魔族であれば誰しもがその前にひざまずき、頭を垂れるほかない。

　いかに廃絶派の思想に耽たん溺できし、常つね日ひ頃ごろから面従腹背に徹していようと、本能的にそうせざるをえないのだ。

　クロノが紋章を消しても、頭をあげる者はひとりとしていなかった。

「な、なにゆえ陛下がこのような場所にっ……？」

　うわ言めいたつぶやきをこぼすカイデルに、

「これが俺のやりたかったことだからだよ」

　クロノは応じ、彼のみならずその場の全員にむけて声をはりあげた。

「いいか、心して聞きやがれ。俺は、魔ま界かいにはびこるあらゆる悪を一いつ掃そうする。救いを求めるやつがいたなら、最後のひとりまで決して見捨てはしねえ。それが俺の征いく王道だ！」

「なっ――」

　カイデルは絶句するほかない。

　彼の依よって立つところは、クロノの理想とはまさしく対極の位置にあったからだ。

「さてと、カイデル・グラーフ＝ハルファス。タツミの誘拐に王都での爆ばく発はつ騒さわぎ、ミオへの暴行未み遂すいに、あとは禁きん忌きにあたる神秘の研究か。以上の悪事に関して、なにか申し開きがあるなら言ってみな」

「ぅぅっ……」

　カイデルは答えない。

　眼の前の現実が受け入れられず、頭の中は完全に真っ白になっていた。

「おい、聞こえてんだろ？　たかが伯はく爵しやくの分際で俺の言葉を無視するってのかよ？」

「め、滅めつ相そうもございません！」

　カイデルはより深く頭をさげ、臣下の礼に徹した。

　これが本当に、わずか数秒前まで魔王暗殺をたくらんでいた男と同一人物なのだろうか。

　もっとも彼の一連の言動は、頭で考えてのことではなかった。

　いっさいの思考は、魔王登場のすさまじい衝しよう撃げきによって消し飛んでいた。

　いま彼の全身を動かしているのは、骨の髄ずいまでしみついた序列意識のみ。

　すなわち、雲上の魔王に対し、伯爵のごときははるか格下。

　だから逆らってはならない。服従し忠誠を誓うのが臣下として当然だ――

「で、申し開きはあるのかよ？　言えるもんなら言ってみな」

「そ、それはっ……」

　クロノをどこの馬の骨とも知れぬ相手とあなどり、いい気になってべらべらとしゃべったあとなのだ。

　言い繕うことなどできるはずもない。

「にしても、犯罪を取り締しまるはずの警邏総監が、こんな悪事に手を染めるとは前ぜん代だい未み聞もんもいいところだぜ。てめえ自身が厳げん罰ばつに処されるのはもちろん、ハルファス伯爵家の取り潰つぶしもまぬがれねえだろうな」

「なっ……！　へ、陛下っ、御お取とり潰しだけはなにとぞ御ご勘かん弁べんをっ……！」

　取り潰しとは、家か督とく断絶ともいい、爵位を剥はく奪だつして平民の地位に叩たたき落おとすことを意味する。

　零れい落らくした貴族ほど、憐あわれでみじめな存在はない。

　しかも取り潰しは罪を犯おかした者のみならず、一族すべてに累るいがおよぶのだ。

　掛かけ値ねなしに、魔界の貴族たちがなによりも怖おそれる最大級の処しよ罰ばつだった。

「なにとぞっ、なにとぞお願い申し上げますッ……！」

「さすがに一族郎ろう党とう、先祖子孫まで巻きこむのは気がとがめるか。そういや、てめえら貴族ってのはそういう生き物だったな」

　クロノはわずかばかり思案して、

「いいぜ、慈悲をかけてやるよ。俺のだす条件を呑のむってんなら、取り潰しは勘かん弁べんしてやる。ついでに、命令にしたがっただけの部下たちの処罰も寛かん大だいにしてやろうじゃねえか」

「願ってもないことにございます！　このハルファス伯カイデル、いかなる条件でも呑んでみせましょう！」

「そうかよ。なら剣をよこしな」

「はっ！」

　カイデルは腰こしの太た刀ちを鞘さやごとはずすと、両手でうやうやしく献けん上じようした。

　クロノは水平に鞘を抜ぬき放つ。

　見事な刃は紋もんをうつ刀身をながめて、

「なかなかの業わざ物ものじゃねえか。こいつなら申し分ねえな」

「ありがたき幸せにございますっ」

　いっそうかしこまるカイデルだったが、べつだんクロノは彼の佩はい刀とうを欲ほつしたわけではない。

　やおら太刀を逆手に持つと、カイデルの眼前に突つき立たてて言った。

「それじゃ、いますぐここで腹を斬きってみせな。そいつが条件だぜ」

「はっ……？」

「なにを呆ほうけていやがる。てめえら貴族にとっちゃ、どこの家に生まれたかがなによりも大事なんだろ？　だったらその大事な家ってやつを、てめえの命にかえても守ってみせろよ。そうすりゃ一族の恥はじ晒さらしが一転して大の英えい雄ゆうだぜ」

「ぅぅ……」

　ガタガタとふるえる指先が、太刀の柄つかへとのびていく。

「どうした？　どんな条件でも呑むんだったよな」

「ぅぅぅっ……」

　手のふるえはいっそう激しくなり、柄をにぎることさえままならない。

「介かい錯しやくのことなら心配すんな。この俺がじきじきに務めてやるからよ」

「ぅぅぅっ……虚うつけがッ……！」

　ガシィ！　ふいにカイデルの右手が、岩をも砕かんばかりの握あく力りよくで柄をにぎりしめた。

　極限まで追いつめられたことで、ついに彼は吹ふっ切きれたのだ。

　激げき烈れつな憤ふん怒ぬの炎ほのおが全身をくまなくなめつくす。

　同時に、思考は霧きりが晴れたように明めい晰せきになり、自分がいま為なすべきことがおのずと知れた。

　冷静になれ。まわりをよく見てみろ。真実、窮きゆう地ちに立たされているのはどちらのほうだ？

　これほど都合のいい状況がまたとあるか？　まさに千せん載ざい一いち遇ぐうの好機そのものではないか！

「かァーッ！」

　ビュオッ！　カイデルは太刀を引き抜くや、躊ちゆう躇ちよなくクロノの首めがけて斬りあげた。

　確固たる意志をこめた鋭するどい一いつ閃せん。

　クロノは後方に跳とんで回避せざるをえなかった。

「っと」

　着地をはさんで、不敵な笑みとともにひと言。

「そいつがてめえの本心こたえってわけか」

「玉座を穢す忌々しい雑種が……！　私は一度たりとて貴様を王と認めたことはないぞッ！」

　言葉にたがわず、カイデルは臣下の礼などかなぐり捨てていた。

　立ちあがり、クロノを真正面からにらみつけ、太刀の鋒ほこをひたと据すえている。

「そして、やはり貴様は世紀の大おお虚うつけよッ！　わずか側近二名をともなって我わが屋敷に攻せめこむとは笑しよう止し千せん万ばん！　まさに袋ふくろの鼠、俎そ上じようの鯉こい、飛んで火に入る夏の虫とはこのことよッ！」

　いまやカイデルの全身は歓喜と昂こう揚ようにうちふるえていた。

　百計をめぐらせ、万ばん策さくを尽つくしてどうにか見み出いだそうとしていた、魔王暗殺の好機。

　こともあろうにその機会を、魔王みずからが提供してくれたのだ。

　悪事の露ろ見けんなど、もはや気にすることもない。

　魔王さえ亡なき者ものにしてしまえば、あとはカイデルら廃絶派の天下だ。

　事実の隠いん蔽ぺいにせよ事後の処理にせよ、いかようにも差配できるというものだ。

「者ども、出あえ、出あえいッ！　我らが宿敵はここにあるぞッ！」

　ズザザザッ。カイデルに呼応して、屋敷のそこかしこから二〇を超こす数の剣けん士しが馳はせ参さんじた。

　一いち瞥べつしただけで解る。彼らはカイデルの部下の中でもよりすぐりの精せい鋭えい部隊だ。

「王を騙かたる不届者め、ここが貴様の墓場だ……！」

「この日この時をどれだけ待ちわびたことか……！」

「我らの積日の恨うらみ辛つらみ、思い知らせてやる……！」

　しかもそろいもそろって、主と志をひとつにする廃絶派であるようだ。

　クロノに刃向かうこともいとわない。

　どころか、そのために腕うでを磨みがいてきたような連中だ。

　自身と仲間を鼓こ舞ぶせんと、いま一度カイデルは高らかに宣言した。

「覚かく悟ごするがよい、僭せん王おうクロノ！　貴様の素っ首刎はね落とし、廃絶の大願をいまここで果たしてくれるわッ！」

　反逆の狼煙のろしはあがった。

　カイデル以下、廃絶派の戦士たちは全身に殺意をみなぎらせている。

　まもなく下げ剋こく上じようの刃やいばがクロノの喉のど元もとに殺さつ到とうすること必至だった。

「この俺を魔王と知って、それでも刃をむけてくるか。いいぜ、それなら俺も魔王の剣けんで応じてやる――！」

　あえて見せつけるように、クロノはゆるりと腰の大太刀を手にとった。

　この武器こそがクロノ自身の、ひいては当代の魔王たる者の愛刀。

　それは刀剣と称しようするにはいささか奇妙だった。

　一見すると漆しつ黒こくの大太刀だが、どういうわけかその刀身には刃がない。

　刀剣であるにもかかわらず、斬ることを想定していない代しろ物ものなのだ。

　刀身には銘めいも刻まれておらず、由緒は不明。

　クロノはこの武器をただ「無む刃じん剣けん」と呼んでいた。

「ミツハ、ユウゼン。嬢ちゃんと親父さんはお前らにまかせたぜ」

「「御ぎよ意い」」

　主君の命にしたがい、ミツハはミオの横に立ち、ユウゼンはタツミのもとへ跳んだ。

「お、おにいちゃんひとりでだいじょうぶなの？」

　と、不安そうにつぶやくミオに、

「だいじょうぶ。無刃剣を手にした総大将は、天下無む双そう」

　ミツハは誇ほこらしげに口にした。

「さあて、しかとその眼に焼きつけな。鬼き神しん流りゆうの太た刀ち筋すじをなッ！」

　ただひとり、敵の主力と相対したクロノ。

　精鋭部隊はカイデルの盾たてになるよう陣じん形けいを組み、じりじりと間合いをせばめてくる。

　元来のクロノであれば、先の先をとって斬りこみをかけ乱戦にもちこんでいる局面。

　だが、いまは右手に無刃剣をだらりとぶらさげ、泰たい然ぜん自じ若じやくとして微び動どうだにしなかった。

　素しろ人うと目めには、いかにも隙だらけに映る。

　が、じかに対たい峙じした精鋭たちは、難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでを前にしているような錯さつ覚かくに見み舞まわれていた。

「ぬ、ぬぅっ……！」

　隙だらけに見えて、その実まったく隙がない。

　それどころか、こうして対峙しているだけで、間合いも拍ひよう子しも呼吸も相手にすべて支配されていく気がする。

　我知らず、精鋭たちの息はあがり、額には脂あぶら汗あせがにじみ、喉のどの水分が枯こ渇かつしていった。

「どうした、かかってこねえのか？　びびって突っ立ってるだけじゃ、俺の首は永遠に獲えれやしねえぜ？」

「ぬっ、ァァアアアッ！」

　クロノの挑ちよう発はつにしびれを切らし、精鋭のひとりが剣をふりあげ斬りかかってきた。

　クロノは退くことも攻めることもせず――敵が間合いに侵しん入にゆうしたとたん、その右みぎ腕うでが陽炎かげろうのごとくゆらいだ。

　剣士としてのクロノはある意味、二重人格といえる。

　なぜなら、異なる二つの戦闘スタイルをきわめているからだ。

　ひとつは、貧民街で鍛きたえた我が流りゆうの喧けん嘩か殺法。

　そしてもうひとつは、先代魔王より伝授されしルキフェル王家御お留とめ流りゆう。

　門外不出の剣術流派、その名も『天てん魔ま真しん伝でん夜や刀と鬼き神しん流りゆう』だ。

　クロノが鬼神流の技を使うのは、無刃剣を手にしたときに限られる。

　まさにいまがそうであるように――！

「疾ちッ！」

　ガッ、ドゥッ！　上段から振ふりおろされた剣を払はらうや、返す刀でクロノは敵の首を撃うった。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ一段『影かげ払ばらい』。

　鬼神流の基き礎そにして奥おう義ぎにもつながる代表的な技だ。

　仮に真剣であったなら、敵の首は胴どうから離はなれて宙を舞まっていたことだろう。

　刃なき無刃剣による一いち撃げきは、相手を昏こん倒とうさせるのみだったが。

「は、速すぎるっ……！」

　はじめてまのあたりにした鬼神流の技に、カイデルたちがどよめく。

　技の原理は単純だが、それをくりだす太た刀ち捌さばきは神速の域だ。

　クロノの動きを知覚できた者が、果たしていたか、どうか――

　なにごともなかったかのように、ふたたびクロノは無刃剣をだらりとさげた。

　無形の位ともいう、構えをとらない自然体こそが王者の構え。

　常勝不敗にして天下無双を誇る、天魔真伝夜刀鬼神流の型だった。

　ザッ。クロノが一歩前にでる。

　同時に、またもや単独で襲おそいかかる者があった。

　居い合あいの名手なのだろう、鞘から抜き放った太刀を逆さか袈け裟さに斬りあげる。

　たゆまぬ鍛たん錬れんに裏打ちされた、速度、威い力りよくともに申し分のない一刀だ。

　しかし、鬼神流の前では児じ戯ぎにもひとしい。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ三段『蛇へび削そぎ』。

　ギンッ、ドシュッ！　一刀を払われた直後、敵の鳩尾みぞおちには片手突きが決まっていた。

「ぐぁっ……!?」

　急所を痛打された敵は、体をくの字に折って倒たおれ伏ふした。

　相手の力量を見み極きわめるのも実力のうち、とはよくいったもの。

　早くも精鋭たちは内心で悟さとっていた。

　これは一対一ではとても歯がたたない、と。

　うち二人が目配せをかわすと、左右にわかれていっせいにクロノに襲いかかった。

「そうくるか。けどよッ！」

　呼吸をあわせての左右同時攻こう撃げき。

　当然、こちらの動きは制限されるが、それは敵とて同じことだ。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ六段『狐きつね摘つみ』。

　ギィンッ！　むかって左から攻めてくる敵、その太刀をクロノは横よこ殴なぐりに撃った。

　二人の敵は横にならんでいる。

　よって、はじかれて横にそれた太刀は、もうひとりの太刀に接せつ触しよくしからみあった。

　生じた隙をのがさず、クロノは眼にもとまらぬ二連撃を放つ。

「がっ……！」「はっ……！」

　首の付け根を撃たれ、二人は仲良く同時に気を失った。

　ザッ、ザッ。朝の散歩でもしている調子で、クロノが歩みを進めていく。

「くっ、ぅぅ……」

　そのぶん敵たちは後退せざるをえない。

　つぎに斬りかかる順番を、たがいにゆずりあっているようだった。

「えぇいっ、なにをやっておるかッ！」

　最さい後こう尾びにひかえたカイデルが、部下たちを叱しつ咤たした。

「いくら腕が立つとはいえ相手は単たん騎き！　数の利にて取り囲むのだッ！」

「「「はっ！」」」

　即そく座ざに落ちつきをとりもどし、統とう率そつされる精鋭たち。

　カイデルの指揮はさすがに手慣れたものだ。

　伊だ達てに警邏総監を務めていたわけではないということか。

　ズザザザ！　たちまちクロノは包囲された。

　連れん携けいもぬかりない。クロノばかりに傾けい注ちゆうして逆に背後をつかれぬよう、先手をうって二名ずつをミツハとユウゼンのもとへ送りこんでいた。

「これでどうだ！　卑ひ怯きようとそしりたくばそしるがよい！」

「べつにそうは思わねえよ。むしろこのくらいやってくれねえと張りあいがねえぜ」

　包囲の輪の中にあってなお、クロノは余よ裕ゆうをくずさない。

　ちらりと背後をうかがうことさえしなかった。

　スッと、前方の二人が攻撃の予備動作をとる。

　が、そちらは囮おとり。本命は背後の三人だ。

　見るまでもなく、かすかな空気の振しん動どうと放たれる殺気だけで、クロノは完かん璧ぺきに把は握あくしていた。

　シュパッ！　敵たちが間合いに踏みこむ直前、ふりむきざまに跳ちよう躍やくして太刀を薙なぎ払う。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ九段『烏からす射いり』。

　攻撃をふせがれたあげく頭上をとられた敵たちは、なすすべもなくつづけざまに脳天を撃たれた。

　膝ひざを曲げて着地したクロノ。

　そこを絶好の隙とみて、周囲の敵が一挙に攻こう勢せいをかけてきた。

　だが、彼かれらはすぐに思い知らされる。

　迂闊にもクロノの誘さそいに乗ってしまったことを。

「疾ちィッ！」

　低い姿勢で力を溜ため、無刃剣を一気に斬りあげた。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ十五段『蜘く蛛も切ぎり』。

　ズバババッ！　大きく弧こをえがいた太刀は、ひとふりで三筋の斬ざん撃げきを発生させた。

　飛びかかった敵は一いち網もう打だ尽じんになり、吹き飛とばされて地面に叩きつけられた。

　どこから攻めようと、何人で斬りかかろうと、王者の剣たる鬼神流に死角はなかった。

「な、なんという……！」

　この一撃をもって、敵勢力は半はん壊かい。

　連携は機能しなくなり、あとは各自がてんでばらばらに攻撃してくるのみだった。

　むろんクロノに一いつ矢し報むくいるなど、夢のまた夢だ。

　無刃剣がひと振りされるたびに、敵の数はひとり、またひとりと減っていった。

「よくも、よくもォオオオオッ！」

　精鋭部隊の最後のひとりが、身をかえりみず特とつ攻こうしてくる。

　太刀筋は両手で放つ渾こん身しんの薙ぎ払い。捨て身なだけあっていい踏みこみだが――甘あまい。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ二段『鬼おに打うち』。

　カッ、バシィ！　敵の薙ぎ払いを斬り落とすや、太刀を振りあげ両の手首を強きよう襲しゆうした。

「がっ……!?」

　敵はたまらず剣を取り落とし、痛みに耐たえかねて前かがみになる。

　すれ違いざま、クロノは無刃剣の柄つか尻じりでその後頭部を撃った。

　敵はばたりと倒れこむ。これでカイデルの盾となっていた精鋭は全ぜん滅めつした。

「ぬぅっ！　さすがは秘中の秘たる王家の太刀。おそるべし鬼神流……！」

　ことごとく蹴散らされた配下を一望し、カイデルはぎりりと奥おく歯ばを噛かみしめた。

　ここでクロノは、はじめて背後の様子をうかがった。

「むこうは――っと、さすがにもう終わってやがるか」

　ミツハとユウゼンを押おさえにいった四人の精鋭も、あえなく返かえり討うちにあっていた。

　全員が気絶させられ、ミツハの相手は手足を結けつ晶しよう漬づけに、ユウゼンの相手は蔦つたで簀す巻まきにされている。

　さらに、戦意を喪そう失しつしなかった屋や敷しき仕えの衛士たちも、すべて片づけられ無力化されたところだった。

「パパッ！」「ミオッ！」

　再会を邪じや魔まするものはなくなり、父と娘はたがいに駈かけよってひしと抱ほう擁ようをかわしていた。

　これで、ミオとの約束は果たしたも同然。

　あとは悪党の親玉を成敗するだけだ。

「さてと、最後は大将どうしの一いつ騎き打うち――と言いてえところだが、そこにもう一匹ぴきいやがったな」

　クロノが眼をむけたのは、これまで精鋭たちの陰かげに隠かくれていた屋敷の家老である。

「ひぃっ!?」

　クロノの視線に威い圧あつされ、ガクガクとふるえる足で後ずさる。

　いちおう抜刀はしているが、その構えは涙なみだを誘うほど情けない天然記念物級のへっぴり腰ごしだ。

「お、お赦ゆるしくだされェッ！」

　クロノの眼光に耐えきれなくなったのか、武器を放ほうり投なげて小走りに駆けよってくる。

　クロノの足元にひざまずくと、地面を掘ほるような勢いで額をこすりつけて、

「陛下っ、魔王様っ！　私は違うのです！　あいつに騙だまされて利用されていただけでごばぶべェッ!?」

　クロノの爪つま先さきが顔面にめりこんだ。

「ぎゃっ、あぅっ、ぐぼぇっ……!?」

　家老はキリモミ状にふっ飛ばされ、停止するまで三度も地面に叩きつけられた。

「腐くさりきったウジ虫野や郎ろうが。てめえみたいなのは視界に入れただけで虫むし唾ずがはしるぜ」

　クロノはカイデルへと視線をもどし、

「ようカイデル、どうやら部下には恵めぐまれてねえようだな」

「さて、それはどうかな。そこの痴しれ者はさておき、我が精鋭たちの働きは決して無む駄だではなかったぞ！」

　ついにカイデルが戦せん闘とう態勢をとる。

「カイデル・グラーフ＝ハルファス。王都警けい邏ら庁ちようの撃げき剣けん総師範を兼けん任にんするほどの腕うで前まえだそうだな。一度は手合わせしてえと思ってたが、それがこんな形になるとはな」

　達人級の敵との立ち合いに、クロノは純じゆん粋すいに昂揚していた。

　が、カイデルは鼻を鳴らしただけで、接近戦をしかけてはこなかった。

　かわりに太刀を突きだして唱えた。

「――『幻影破鏡シヤドウミラー』！」

　ピィン！　直後、クロノの真正面に鏡を思わせる板が出現した。

　カイデルの固有魔ま法ほう。だがこんなものでクロノの太刀がふせげるとは、見くびられたものだ。

　バギィン！　ひと振りで鏡はわけもなく砕くだけた。

　しかしその瞬間、砕けた破は片へんは鋭い凶きよう器きとなってクロノを急きゆう襲しゆうした。

「っ！」

　とっさに距きよ離りをとって身をかわす。

　魔法の鏡は攻こう防ぼう一体。

　外部からの衝撃で砕けると、即座に破片による反はん撃げきをおこなうようだ。

「なるほどな、面めん倒どうな特性を持っていやがる……！」

「フッ。剣術のみが兵へい法ほうにあらず。ハルファス家当主が代々受うけ継つぎし固有魔法『幻影破鏡シヤドウミラー』の威力、下げ賤せんの身に刻みこんでやるぞッ！」

　今度は複数枚の鏡がいちどに出現する。

　シュドッ！　クロノが触れてもいないのに砕け、破片を飛ばしてくる。

　外部からの衝撃がなくとも、カイデルの意思によって自在に砕くことができるらしい。

　シュドドドッ！　たちまちあたりには破片の雨あられが降りそそぐ事態となった。

　いかにクロノの体たい捌さばきをもってしても、間合いをつめることは容易ではない。

　ひと息に距離をつめようと大きく跳躍するも、これは相手に読まれていた。

　空中で出現する三枚の鏡。

　クロノを取り囲むように配置され、至近距離で炸さく裂れつする。

「っの！」

　ついにクロノは、防ぼう御ぎよのため無刃剣を振るうことを迫せまられた。

　カッ、カッ、キィン！　空中で何度か攻撃をはじき、さらに着地ぎわを狙ねらった破片を回かい避ひ。

　結果として、跳躍前よりもだいぶ距離がはなれてしまった。

「フハハ！　我が魔法の前に手も足もでないとみえる！　魔王の力はそんなものかっ！」

　白はく刃じん戦せんでは無敵とみえる鬼神流の剣も、間合いに踏みこませさえしなければ恐るるにたらず。

　魔法戦を選せん択たくしたカイデルは、戦術的にまったく正しいといえた。

「たしかに、ちと厄やつ介かいな魔法だぜ。てめえの鏡を一枚残らず叩き割わるには手数がたりねえな」

「ならばどうする、卑怯だと私を罵ば倒とうしてみるか？」

「いいや。手数がたりねえってんなら――増やせばいいだけの話だぜっ！」

　クロノは無刃剣をスッと腰におさめた。

　クロノは柄から手を離して駆かけだすと、地面に転がっていた刀を二本ひろいあげた。

　いうまでもなく、それは先に倒された精鋭たちの得え物ものだった。

　鬼神流ではなく、我流の喧嘩殺法。クロノは即座に自身の戦法スタイルを切り替かえたのだ。

「ムッ！」

　カイデルは魔法の鏡を三枚つくりだし、防ぼう御ぎよ陣じんを構築する。刀が一本から二本に増えたところで、『幻影破鏡シヤドウミラー』の厄介な性質は変わらないはずだが――

「おらぁッ！」

　クロノの使う刀は左右二刀だけにあらず。進路上に落ちていたべつの刀を蹴けり飛ばし、魔法の鏡へと激げき突とつさせた。

　バギンッ！　三つならんだ鏡の中央が破は壊かいされる。

　すかさずクロノは突とつ進しんし、左右の刀で残る二枚の鏡も砕いた。

　距離をつめて白刃戦の間合いに持ちこもうとするクロノ。そうはさせじと第二、第三の防御陣を構築するカイデル。

「くっ……！　な、なんという――」

　クロノが喧嘩殺法に切り替えたことで、形勢は逆転しつつあった。

　なぜなら、彼が一度につくりだせる鏡は最大で三枚。

　対して無刃剣を封ふう印いんしたクロノは、左右の手足で計四本もの刀を振るうことができた。

　それならばと、みずから鏡を砕いて破片による攻撃を試みるが、これも二刀を振るうクロノにはたやすくはじかれる。前進の勢いを削そぐことができない。

　ダッ！　彼ひ我がの距離が五メートルまで迫ると、クロノは地を蹴って跳躍した。

　カイデルも鏡を三枚展開し、これを阻そ止しせんとしたが、

「ひとつ、ふたぁつッ！」

　ヒュヒュンッ！　クロノは左右の刀を同時に投とう擲てきし、鏡の二枚を無力化する。

「でもって、これでみっつだぜッ！」

　最後の一枚は、抜き撃ちに放たれた無刃剣によって砕かれた。

「ば、馬ば鹿かな――ッッ！」

　そのままクロノは、稲いな妻ずまのごとき振りおろしをカイデルに見舞った。

　ガギィンッ！　とっさに太刀を振り払い、カイデルはかろうじて一撃をしのいだ。

「あのような無む茶ちや苦く茶ちやな方法で、我が『幻影破鏡シヤドウミラー』が破られるとはッ……！」

「へっ！　ここまで近づいちまえば、もう魔法は使えねえよなぁ？」

「ぐぬぅっ……！」

　図星をつかれてカイデルは歯は噛がみする。

　この距離では、魔法よりクロノの剣が圧あつ倒とう的てきに速い。下手に魔法に頼たよろうとしたら最後、無刃剣のひと振りで仕留められるのは必至だった。

「つうわけだ。さあ、この俺おれといざ尋じん常じように立ち合いな、ハルファス伯はくカイデル」

　右手にはふたたび無刃剣。クロノはみずから動こうとはせず、構えなき無形の位をとった。

　戦いはついに最終局面。

　剣のみにて勝敗を決する、正しよう真しん正しよう銘めいの一騎打ちだ。

　カイデルも覚悟を決め、愛刀を正せい眼がんに構えた。

「……相あい解わかった。剣士として受けて立とう」

　カイデルは神しん妙みようにつぶやいた。

　こうなってしまっては、いかなる小細工も戦略も用をなさない。

　常勝不敗、天下無双と謳うたわれる鬼神流の技わざを攻こう略りやくしなければ、カイデルに未来はなかった。

　しかし、そんなことが果たして可能なのか？

　魔界広しといえど、魔王の使う鬼神流を打ち破れる者が存在するとは思えない――

（と、信じて疑わぬのであろうが、それは驕おごり高たかぶりというものよっ）

　このときカイデルは、心中ひそかに自身の勝ち筋を見出していた。

　先刻の一幕。二〇余名の配下が叩きのめされるあいだ、観戦を決めこんでいたわけでも、こそこそと逃にげまわっていたわけでもない。

　持てる集中力を総動員し、眦まなじりを決して鬼神流の太刀筋を見切らんとしていたのだ。

　結論からいえば、その目もく論ろ見みは奏功した。

　いかに神速の剣とて、短期間に連発されればしだいに眼がなれていく。

　そして眼で追うことができたなら、おのずと剣理も解き明かせるという寸法だ。

（だから虚うつけだというのだ。玩がん具ぐを自じ慢まんする童わらしのごとく、門外不出の技を徒いたずらに見せびらかしたのが運の尽きよ！）

　天魔真伝夜刀鬼神流とは、王者の剣。

　みずからは泰然自若として動かず、間合いに入ってきた敵のみを撃つ。

　いずれの技も、後の先をとることを主眼とする反撃の型である。

　それだけに破りがたい。なにも知らずに斬りかかれば、その時点で相手の手のひらの上。あとは料理されるのを待つだけとなってしまう。

　しかし、長所と短所は表ひよう裏り一いつ体たい。

　反撃主体であるという点にこそ、攻略の緒いとぐちが隠されていた。

　剣術とは型。古今東西あらゆる流派のあらゆる技は、敵がどう動くかを想定したうえで考案され工く夫ふうがなされている。

　鬼神流とてそこは変わらない。

　具体的には、上段ならこの技で反撃、中段ならこの技で反撃、といったぐあいである。

　こちらがどう斬りこむかによって、クロノの反撃技は決まってくる。

　つまり予見ができるということだ。

　どんな技がくるのかあらかじめ判わかっていれば、対処は格段に容易というもの。

　これこそが、カイデルの見出した勝機。

　すべては精鋭部隊の称しよう賛さんにあたいする「働き」があってのことだった。

　――ツツ。正眼に構えていた太刀を動かし、上段に振りかぶる。

「かァーーッ！」

　気合一閃、カイデルは総身の力をこめて太刀を真っ向振りおろした。

　上段に対するクロノの反撃技は決まっている。

　一度ならず見せた、あの――

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ一段『影かげ払ばらい』。

　きた！　予想にたがわずクロノは振りおろされる太刀を払いのけ、返す刀でカイデルの首を狙ってきた。

　だが、その技はすでに、

「フッハ！　見切ったァーッ！」

　ガッギィ！　払われた自身の太刀を反転させ、カイデルは首の目前でクロノの一撃を受けとめた。

「――！」

　さすがにクロノが眼をみはる。

　その鼻はな面づらめがけて、すかさずカイデルは太刀をすべらせた。

　ヒュオンッ……！　紙かみ一ひと重えの差でクロノは身をひるがえした。

　が、カイデルには確固たる手ごたえがあった。

　つぎこそは仕留められるという確信が全身をくまなく満たしていた。

「フハッ、フハハハハ！　鬼神流敗れたりッ！　いかに王家秘伝の太刀といえど、使い手が未熟であればこんなものよッ！」

　この土ど壇たん場ばにきての反転攻勢。カイデルが快かい哉さいを叫さけんだのも当然だろう。

「ったく、こいつはまいったぜ」

　だというのに、クロノは困り顔で頬ほおをかくのみだった。

「俺もまだまだ修しゆ業ぎようがたりねえな。まさかてめえなんぞを相手に――」

　無刃剣を胸の前で水平にし、左手で刀身の中ほどをにぎると、

「真剣を使うことになるとはよッ！」

　スシャッ！　鞘さや走ばしりの音とともに、黄こ金がね色いろにふちどられた見事な刃が現れた。

「なにィ!?」

　無刃剣。刃を持たぬ奇妙な剣。

　だがこうして真の姿と対面すれば、その理由は明々白々だ。

　どんな刀剣であろうと「鞘」に刃がついていようはずもない。

　ただそれだけのことだった。

「き、貴様、これまで鞘をつけたまま戦っていたというのかっ！　おのれェ、どこまでも虚こ仮けにしおってェ……！」

「そう言うなって。てめえの部下どもが生きながらえてるのも、この鞘のおかげなんだからよ」

「――！　ま、待て！　その銘はまさか……ナイトウィッシュ作品第一八番『無む神じん剣けんアルマロス』かッ!?」

「へえ、さすがは伯はく爵しやく。よく知ってやがるな」

　魔ま界かい最さい高こう峰ほうの名を恣ほしいままにする、伝説の魔ま剣けん鍛か冶じ師し・ナイトウィッシュ。

　その一八番目の作品、所在知れずとなっていた傑けつ作さく中の傑作。

　それこそが、クロノの手にある『無神剣アルマロス』だ。

　漆黒の刀身に波うつは黄金の刃。

　その荘そう厳ごんたる威い容よう、まさしく魔王の愛刀にふさわしい最上大おお業わざ物ものである。

　真の「抜刀」を終えたクロノは、あらためて無形の位をとって言った。

「さあこいよ、カイデル。最初で最後の『真剣勝負』といこうぜ！」

「っ……！　だが無駄なことよ！　いまさらナイトウィッシュの大業物を披ひ露ろうしたとて怖るるに足らず！　なぜならそれを振るう貴様の技はすでに見切っているのだからなァッ！」

　カイデルの口上は決して強がりなどではなかった。

　なるほど、模も擬ぎ刀とうから真剣に持もち替えれば、斬撃の速さ鋭さは少なからず増すだろう。

　だが、それだけだ。

　得物を変えたからといって、技そのものが劇的に変化したりはしない。

　それは剣術の心得があるものにとって、ごく初歩的な「常識」だった。

「俺が未熟なのはそのとおりだけどよ……てめえはまだ鬼神流の真しん髄ずいを見ちゃいねえぜ」

「ぬかせっ！　僭王クロノ、今度こそその首貰もらいうけるぞッ！」

　カイデルは太た刀ちを脇わき構がまえにすると、クロノめがけて突進した。

　やることは変わらない。返しの技を返しの技でつぶすのみだ。

「シャァーーッ！」

　カイデルの選択は右薙ぎ払い。

　中段に対するクロノの反撃技もまた決まっている。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・序ノ二段『鬼おに打うち』。

　予見したとおり、クロノの無神剣は薙ぎ払いを斬きり落とす動きを見せた。

（勝ったッ！）

　カイデルは心の中で勝利の雄お叫たけびをあげた。

　刹せつ那な、無神剣の刀身が消失し――一いつ瞬しゆん後には、カイデルの手首から先がなくなっていた。

「は――え？」

　左右の手を斬り落とされたと認にん識しきできたのは、たっぷり一秒がすぎたころだった。

　そう、クロノが放った技は『鬼打』にあらず。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・破ノ二十二段『牛ぎゆう鬼き打うち』。

　こちらも中段に対する返し技だが、術理はまったく異なっていた。

　相手の太刀を斬り落としてから手首を撃つ、という二動作で構成される『鬼打』。

　拍子をあわせて深く踏ふみこみ手首を直接斬り落とす、という一動作で完結する『牛鬼打』。

　系統は同じでも、どちらがより高度な上位の技であるかは説明するまでもないだろう。

「て、て、手がッ――ァァアアアアアアッ!?」

　膝をつき、ようやく悲鳴をあげるカイデルだった。

　そもそも最初から勝ち目があったのか、はなはだ疑問ではあるが――

　彼の敗因のひとつは、根本的な思おもい違ちがいをしていたことだ。

　王家御留流、門外不出の剣術流派が「常識」の枠わく内ないにおさまっているはずがあろうか。

　然しかり。鬼神流においては、模擬刀と真剣で使う技が異なるのだ。

　模擬刀でくりだす序ノ段は、相手を痛めつけ懲こらしめる「膺よう懲ちようの太刀」。

　真剣にてくりだす破ノ段は、刃は向むかう者を手て討うちにする「誅ちゆう戮りくの太刀」。

　しかしなにゆえ、模擬刀と真剣でまったく異なる技を使うのか？
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　手加減としか思えぬ不殺の太刀を組みいれている理由は如い何かに？

　王たる者、無む闇やみやたらと殺せつ生しようをすべからず、という慈じ悲ひの心の現れ――ではない。

　すべては、常勝不敗にして天下無双の剣でありつづけるためだ。

　いみじくもカイデルが看破したように、どれほどすぐれた技であろうと、人目に触ふれる機会が増えればおのずと解かい析せきされ対策をたてられる。

　ならば「真の技」は厳重に秘ひ匿とくし、容易に見せぬようにすればよい。

　序ノ段を破られてはじめて「真の技」である破ノ段を使う。

　そして破ノ段を眼にした者は、次の瞬しゆん間かんには斬り伏せられている――

　この多重構造こそが、王家御留流たる鬼神流の真髄だった。

「その手じゃもう、腹を斬ることもできねえな」

　クロノは無神剣を肩かたにかつぎ、うずくまるカイデルを見おろして言った。

「ここで俺に手討ちにされるか、それとも生きて罪をつぐなうか、好きなほうを選びな」

「ぐっ、ぅぅっ……。こ、このような生いき恥はじをさらして、おめおめと生きながらえるつもりは毛頭ないッ！　だが……くくっ、貴様とて黄よ泉み路じの道連れよッ！」

　ガバッと顔をふりあげ、血走った眼でクロノをにらみつけながらカイデルは叫んだ。

「怨オーンッ！」

　不ふ吉きつな呪じゆ文もんがひびいた直後、カイデルの両手の傷口から触しよく手しゆの束がズルッと生えた。

「神秘の術か。自じ爆ばくでもしようってんなら、それこそ無駄なあがきだぜ」

「クククッ、馬鹿め虚うつけめ！　おのれの失策にまだ気づかぬとみえる！」

「なんだと？」

「僭王クロノ！　貴様を死地に追いこんだのは、ほかならぬ貴様自身の浅せん慮りよな行動だと知るがよいッ！　フハハッ、フハハハハ――」

　それがカイデルの断だん末まつ魔まとなった。

　ズゾゾゾッ！　乳白色の触手が増ぞう殖しよくし、彼の頭部をも埋うめつくす。

　先例にならえば、このあと起きるのは蒼あお白じろい発光をともなった爆ばく発はつ。

　だが、今回は違った。

　触手は爆発するかわりに、猛もう烈れつな勢いで四方八方にのびはじめた。

　ゾゾゾッ！　しかも、神秘の術をほどこされたのはカイデルひとりではなかった。

　地面に転がる二〇余名の精せい鋭えいたちもまた、触手の苗なえ床どこと化していた。

　のばされた触手どうしが、たがいに結びつき融ゆう合ごうしていく。

　それは脳の神経回路を彷ほう彿ふつとさせる結合だった。

「なにが起きていやがる――？」

　さしものクロノもあっけにとられ、対応が後手にまわった。

「ハ、ハルファス伯は神秘を発動させてしまったのか……！」

　ただひとり、研究に直接たずさわったタツミだけが、状じよう況きようを把握できていた。

　しかし――

　その彼にとっても、つぎの瞬間に起きたことは青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　ズゾルルッ！　突とつ如じよ、触手の群れがミオめがけて殺さつ到とうする。

「ひゃっ!?」

　ひとたまりもなく絡からめとられ、ミオの足が宙にうく。

「やァッ！」「とォッ！」

　そばに控ひかえていたミツハとユウゼンが、すかさず触手に斬撃をあびせた。

　が、触手は太く、数多く、なにより再生速度があまりに速すぎた。

　二人の刃はは触手の切断にまでいたらず、ミオの身み柄がらは奪うばわれてしまった。

「た、助け――」

　助けを求める声ごと、少女の体は最も寄よりの苗床に呑のみこまれた。

　ズオォゥッ！　ミオをとりこんだ直後、触手たちは爆ばく発はつ的てきに増殖し膨ふくれあがった。

　すべての苗床から発生した何千何万もの触手が結びつき、絡みあい、融合し、全高四〇メートルを超こす巨きよ大だいな姿が形づくられた。

「あぁ、なんということだ……。よりにもよってミオを核かくとしてとりこみ、完成してしまったのか……！」

　タツミはひざまずいて頭をかかえ、この世の終わりを目もく撃げきしたかのようにつぶやいた。

「天界の神しん獣じゆうクラーケンがッ……！」

　ォォォオオオオオンンンッ！　触手の怪かい物ぶつクラーケンが産うぶ声ごえをあげる。

　それは呪じゆ詛そ。

　生まれてきたことを呪のろい、生きとし生けるものすべてを滅ほろぼさんとする宣言だった。

「わ、私はなんということをっ……」

　タツミの上に巨大な影かげが落ちる。

　クラーケンの極ごく太ぶとの触手。ひとたび振りおろされれば、すり潰つぶされる以外の未来はない。

　ゾンッ！　しかし、タツミの頭上で触手はすっぱりと切断された。

　駆けつけたクロノが無む神じん剣けんをひと振りしたのだ。

「なにしてやがる、ここであんたを死なせるわけにはいかねえぞ！」

　タツミの首根っこをつかむと、クロノは後方に跳躍した。

「あの化け物はなんだ？　おい呆ほうけてる場合か、さっさと説明しやがれ！」

「へ、陛下っ……!?」

　ここでタツミは我に返って、

「……あれこそは天使が造りし生体兵器、神獣クラーケンにございます」

「おいおい、クラーケンだと？　そりゃ伝説やおとぎ話にでてくる化け物じゃねえか」

　太古の大戦にて猛もう威いをふるったと伝えられる、天使が造りし生体兵器「神獣」。

　その中でも特に著名な一体が、クラーケンと呼ばれる無数の触手をもった怪物である。

　その姿は海洋生物のイカやタコを連想させるというのが、人口に膾かい炙しやしたイメージだ。

　伝説やおとぎ話にそえられる挿さし絵えなども、同様の姿でえがかれていた。

　だが、実物は――

「ったく、どこのタコだよ、これがイカに似てるとか言いだしたやつは？」

　まったく似ても似つかない。

　共通点を探すのが逆に難しいくらいだった。

　少なくとも、この化け物の足を焼いて食いたいとは間ま違ちがっても思わない。

　想像上の絵とは違い、実物のクラーケンはひたすらグロテスクで生理的嫌けん悪お感かんをもよおす姿をしていた。

　全身を構成する触手はうねうねとうごめき、まるで一本一本が極太のミミズかヘビのようだ。

　頭部にあたる箇か所しよはざっくりと十字に裂さけ、内側には短い触手がびっしりと生えている。

　その奥おくには巨大な目玉を思わせる器官がひとつだけあり、ぎょろりと地上を睥へい睨げいしていた。

　と、追つい撃げきの触手がクロノたちの背後に迫る。

　ザザンッ！　斬り落とすことじたいはたやすいが、驚きよう異い的てきなのはその再生力だ。

　切断面からはすぐに極小の触手が生え、それが凝ぎよう集しゆうして元の長さ太さにもどってしまう。

「前に見た触手はそのうち爆発しやがったが、こいつは勝手が違うみてえだな」

「陛下が以前に御ご覧らんになったのは、クラーケンのごく一部のみの召しよう喚かんにとどまる、はなはだ未完成で不安定な術。対してあのクラーケンは、触手に適合する細さい胞ぼうを組みこんだ完成体なのです。しかし……ま、まさかよりにもよってミオが、おぉっ……！」

　タツミはまたもや頭をかかえてしまった。

「どういうことだ？　嬢じようちゃんが真っ先に狙われたのは理由があるってのか？」

「私も知らされていなかったのですが……どうやらまったくの偶ぐう然ぜんに、ミオの細胞がクラーケンの触手に適合してしまったようなのです」

　細胞を入手したのは、ミオに接触していたカリナだろう。

　それを実験に使用してみたところ思いがけず適合した、ということか。

「ってことは、嬢ちゃんがとりこまれたのは――」

「適合細胞そのものであるミオこそが、クラーケンを完成させる最後の鍵かぎだったということです……！」

「そういうことかよ、カイデルの野郎っ……！」

　はたと気づかされ、クロノは舌打ちを禁じえなかった。

「お赦しください、陛下っ。すべては、すべては私が悪いのです！　私が愚おろかにもゼクウに憧あこがれ、知識に溺おぼれ、禁きん忌きの神秘に手を触れたりしなければ、こんなことにはっ……！」

「泣き言をいってんじゃねえ！　だいいち赦すも赦さないもねえんだよ。俺が嬢ちゃんの同行をきっぱり断ってりゃ、クラーケンは完成してなかったはずなんだからなっ……！」

　絶命の間ま際ぎわ、カイデルが嘲あざけった「クロノ自身の浅慮な行動」とはそのことを指していたのだ。

　ガクゥン！　ふいにクラーケンの動きがとまった。

　しかけたのはミツハとユウゼンだ。

『結晶クリスタリウム世界』がクラーケンの足元を固め、『魔華樹園グリーン・レクイエム』がクラーケンの触手を縛しばりつけている。

　いまさっき、みすみすミオを奪われるという失態を演じた二人だ。

　いつにも増してその顔は気合に満ち、本気であることをうかがわせた。

　これでしばらくは時間がかせげるだろう。

　クラーケンから充じゆう分ぶんにはなれた場所で、クロノはタツミから手を離はなした。

　脚あしに力が入らないのか、タツミはその場で膝を折ってしまう。

　彼が心身ともに満まん身しん創そう痍いなのは明らかだったが、ここで捨て置くわけにはいかない。

　タツミの助力なくしてクラーケンの攻略はありえないからだ。

　クロノは片かた膝ひざをつき、目線をひとしくしてたずねた。

「これだけははっきりさせとこうぜ、タツミ。正直に答えな。あの化け物の中で、嬢ちゃんはまだ生きてるのか？」

「そ、それは……。ミオは直接術をかけられていませんので、即そく時じの融合はなされていないはずですが」

「つまり、まだ生きてるんだな、確実に？」

「は、はい。ですが肉体の融合と自じ我がの消失まで、残された時間は五分も――」

「ふぅ、よかったぜ……！　ったく、こんなに肝きもが冷えたのはいつ以来だろうな」

　めずらしく安あん堵どの息を吐はきだし、クロノは白い歯を見せた。

「さあ、これでやることは決まったぜ。まずは嬢ちゃんを助ける。それから偽にせイカ野郎をぶった斬る。これで一件落着だぜ！」

「な、なにを仰おつしやっているのですかっ!?」

　タツミがやおら顔を振ふりあげた。

「もはや娘むすめがどうこうという次元ではありません！　一刻もはやくクラーケンを倒たおさなければ街にも被ひ害がいが――ぐぅっ!?」

　みなまで言わせず、クロノはタツミの胸むなぐらをつかんでいた。

「馬ばっ鹿か野や郎ろうが！　父親のあんたが娘を最優先にしねえでどうする!?」

「ッッ……！」

　王の勘かん気きに触れ、眼を伏ふせるしかないタツミ。

「本音を聞かせろよ、タツミ。こんな形で嬢ちゃんを失うことになって、あんたはそれで本当に諦あきらめがつくのか？」

「ぅぅっ、わ、私はっ……」

「言ってみろよ。あんたにとってこの世で一番大切なものはなんだ？　知識か？　研究か？　それとも、名前もろくに知らねえ街の連中なのかよ？」

「わ、私はっ……！」

　瞬間、タツミの顔つきが一変する。

　クロノを正面から見返した瞳ひとみは、決意と覚かく悟ごの炎ほのおをやどしていた。

「陛下っ、私はいまようやく解りました！　知識よりも研究よりも、私にとってなによりも大切なのはたったひとりの娘です！　ミオがいない世界なんて、生きてる意味も価値もないッ！」

「いい覚悟だ。その言葉を待ってたぜ」

　言ってクロノはタツミを解放した。

　タツミも今度は倒れない。

　いまの彼かれは自分の足でしっかりと立っていた。

「なら死ぬ気で考えるぜ。化け物から嬢ちゃんを助けだす方法をな！」

「はっ！」

「最大の問題は、嬢ちゃんがあのデカブツのどこにいるのかだぜ。それが判らねえことには迂う闊かつに攻こう撃げきもできやしねえ」

「居場所、居場所……。難題ですね、あの大きさではミオが呑みこまれた苗床の位置を特定することはとても――」

　学者の脳のう髄ずいをフル回転させるタツミ。

　と、その顔にひとすじの光明が射さした。

「陛下！　ミオは今日ここへ来るとき、赤いペンダントをつけていましたかっ？」

「あんたが贈ったていうペンダントか。それならいつも肌はだ身み離はなさずつけてたはず――」

「それですッ！」

　タツミは興奮しきりで膝ひざをうった。

「って、どういうことなんだ？」

「はっ！　実はあのペンダント、ミオが迷子になってもすぐ捜さがしだせるよう、私が細工をくわえたものでして」

「そいつは――！」

「私の探知魔法に反応してあのペンダントは発光します！　陛下ならその光をたよりにミオの位置を特定できるのではっ？」

「でかしたぜタツミ！　やっぱ最後に頼りになるのは親子の絆きずな――」

　ォォォオオオオオンンッッ！　クロノの声はクラーケンの叫びにかき消された。

　これまでは『結晶世界クリスタリウム』と『魔華樹園グリーン・レクイエム』によって動きを封ふうじられていたクラーケン。

　バギンッ！　ビギビギッ！

　想定よりもだいぶ早く、結晶にはヒビが入り蔓つるはちぎれかけていた。

　しかも、一時的とはいえ自由を奪われたことにクラーケンは激げき怒どしたのか、乳白色の巨きよ体たいが内側から蒼白く輝かがやきだした。

　自爆の予兆ではない。

　完成体のクラーケンは、自身の膨ぼう大だいなエネルギーを完全に制せい御ぎよしている。

　その証しよう拠こに、蒼そう白はく光こうのエネルギーは頭部へと収束していった。

　グバァッ！　十字の切りこみにそって頭部が上下左右に開放される。

　その姿は、禍まが々まがしい巨大花が満開のときを迎むかえたかのよう。

　展開された頭部の中心には、蒼あおい炎が煮にえたぎる一個の眼球。

　すべてのエネルギーはその一点に凝集していた。

「あ、あれはもしや――お逃げください陛下ッ！」

　タツミが悲鳴じみた声をあげた。

　クラーケンが標的にさだめたのは、みずからを束そく縛ばくした二人ではなくクロノただひとりだ。

　さすがは天使たちが造りあげた生体兵器。

　真っ先に浄じよう化かすべき対象が誰だれであるか、本能的に理解しているようだ。

「浄化の蒼光、メイルシュトロームッ……！」

　カッ！　タツミがつぶやくと同時に、クラーケンの単眼が閃せん光こうを放った。

　ゴゥォオオオオオッッ！　一いつ瞬しゆん遅おくれて、膨大なエネルギーがクロノめがけて放出された。

　渦うずを巻いて迫る蒼白い奔ほん流りゆうは、一いち撃げきで数千もの魔ま族ぞくを灰かい燼じんに帰したとうたわれる、伝説のメイルシュトロームそのものだった。

「逃げろつってもなぁ」

　タツミも無理を言ってくれる。

　クロノの背後には王都の街並みがあって、何千何万もの住民が日々の生活を営んでいるというのに――

「魔王たる者、民を守らねえわけにはいかねえぜ！」

　したがって、とるべき手段はひとつのみだ。

「――『虚空冥門シンギユラリオン』！」

　ポゥッ！　クロノの左手に出現したのは、暗黒の球体だった。

　宇宙そらの闇やみを凝ぎよう縮しゆくしたかのような、光すらよせつけぬ完全なる黒。

　これがクロノの固有魔法。

　だが、手のひら大の球体ひとつでどうしようというのか。

　荒あれ狂くるう大河のごときメイルシュトロームに対し、暗黒球はあまりに矮わい小しようとしか思えない。

　だというのに――

　ズォォオォォ……！　メイルシュトロームの直ちよく撃げきをうけても、暗黒球はびくともしなかった。

　それどころか、蒼白き奔流をあますところなく貪どん婪らんに呑みほしていく。

　正確を期するなら、それは防御とはいえない。完全なる遮しや断だんだった。

　メイルシュトロームの射しや線せん軸じく上は、実に惨さん憺たんたるありさまだ。

　地面はえぐれて溶よう解かいし、空気は瞬しゆん時じにプラズマ化する。

　クロノとクラーケンに挟はさまれた空間は、熱風と暴風が吹ふき荒れる地じ獄ごく絵図と化していた。

　いっぽう、暗黒球を境界としたこちら側はどうか？

　クロノの黒くろ髪かみは一本たりとて焦こげておらず、背後の空間ではそよ風が木の葉をはこぶのみ。

　平へい穏おん無ぶ事じな光景がどこまでもつづいていた。

「ふむん、これが伝説のメイルシュトロームか」

　すまし顔でクロノは言って、

「このていどじゃあ、俺にはちとヌルすぎだぜッ！」

　ガシュッ！　左手で暗黒球をにぎりつぶした。

　瞬間、力の流れが反転する。

　暗黒球の中に封ふう入にゆうされていた「消失」の力が解き放たれ、メイルシュトロームを上書きするようにかき消していく。

　ブワゥッ！　消失の力はついにクラーケン本体に達し、蒼白光のエネルギーを根こそぎはぎとった。

　ォォオオンンッ……!?　クラーケンの巨体がぐらりとよろめく。

　もし怪物に感情がそなわっていたとしたら、驚おどろき動どう揺ようしたといったところか。

　この好機をのがす手はない。

「いまだぜタツミ！　嬢ちゃんの居所を見つけだせッ！」

「はっ！」

　タツミが全力で探知魔法を発動する。

　乳白色にもどったクラーケンの体たい躯く。

　その胴どう体たい上部中央、人体でいえば心臓が収まっている位置にて、かすかな赤しやつ光こうがまたたいた。

　まさしく希望の光。ミオが囚とらわれているのはあの位置だ。
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「ミツハ！　ユウゼン！　俺が偽イカ野や郎ろうをぶった斬ったら、すかさず連れん携けいして嬢ちゃんを引っ張りだせ！　つぎはしくじるなよッ！」

「「御ぎよ意いッ！」」

　命をうけて位置につく二人。

　クロノも跳ちよう躍やくしてクラーケンとの距きよ離りをつめた。

　空中で無神剣を左から右へと大きく振る。

　むろん目測を誤っての空から振ぶりなどではない。

　これは予備動作。クロノは両手で無神剣をにぎりしめ、魔力を練りあげていく。

　まぎれもない大おお技わざ。クロノも実戦で使うのはこれがはじめてだ。

　それゆえに、少しも緊きん張ちようがなかったといえば嘘うそになる。

（間違っても嬢ちゃんを傷つけねえように――うまく手加減しねえとなッ！）

　ォォオオオオンンッ！

　クラーケンはもっとも太い触手を振りおろし、クロノの迎げい撃げきをこころみる。

　だが、遅おそい。無神剣の刀身にはすでに魔力が横おう溢いつしていた。

「疾ちィいいいッッ！」

　右に構えた無神剣を、クロノは横よこ薙なぎに一いつ閃せんした。

　――天てん魔ま真しん伝でん夜や刀と鬼き神しん流りゆう・急ノ五十一段『宵よい闇やみ大おお還』。

　ズァアアッ！

　無神剣の鋒きつさきから延えん伸しんした長大な魔力の刀身が、直線状のあらゆるものを上下に両断する。

　振りおろされた触手も、クラーケンの胴体も、その背後にそびえるハルファス伯爵の屋や敷しきまでもが、まとめてぶった斬られていた。

　これこそが、破ノ段のさらに上位にある鬼神流・急ノ段。

　敵方の大軍勢、ないしは神獣のごとき巨大な怪物を想定した大技で構成される、一いつ騎き当とう千せん、一いつ刀とう万ばん滅めつの「鏖おう殺さつの太刀」である。

　ゴポッ。果たしてクラーケンの断面からは、ミオの頭部がのぞいていた。

　クロノの斬ざん撃げきは位置、威い力りよくともにどんぴしゃりだったというわけだ。

　とはいえ、クラーケン最大の武器は巨大な触手でもメイルシュトロームでもない。

　常じよう軌きを逸いつした自己再生能力だ。

　胴体を真っ二つにされても、クラーケンはなお健在。

　はやくも切断面には小さな触手がびっしり生え、上半身の急速再生がはじまろうとしていた。

　それをゆるすクロノたちではない。

「――『結晶世界クリスタリウム』ッ！」

　キィィンッ！　切断面を青い結晶が埋めつくし、再生をことごとく阻そ害がいする。

「――『魔華樹園グリーン・レクイエム』ッ！」

　シュルルッ！　さらに上方から赤い蔦つたが飛来。

　ミオの両りよう腕うでへと巻きつくや、その体をズボッとクラーケンから引ひっこ抜ぬいた。

　ォォオオオンンンウウウッッ!?　クラーケンが特大の叫びを発する。

　その悲ひ嘆たんにくれたひびきは、母親と引き離されて泣なき喚わめく赤子を想起させた。

　もっともこの場には、憐あわれに思う者など存在しなかったが。

　生体核たるミオを失ったためだろう、クラーケンの再生速度は目に見えて鈍どん化かした。

　ザッ！　空中で技わざを放ったクロノが、クラーケンの足元へと着地する。

　膝を曲げた低い姿勢になり、無神剣を腰に構える。

　ミオの救出は無事に成功した。

　となればもう、こんな化け物に用はない。

「てめえなんぞ斬り刻んだところで、刺さし身みどころかツマにもなりゃしねえ。つうわけだから綺き麗れいさっぱり消きえ失うせな。俺おれの魔ま界かいからよッ――！」

　ズォッ！　クロノは無神剣を振りあげ、充じゆう填てんした魔力を一気に解放した。

　――天魔真伝夜刀鬼神流・急ノ七十五段『檻おり糸いと皆みな崩くずし』。

　ズババババッ！　太刀のひと振りで生みだされた斬撃は、幾千幾万。

　クラーケンの巨体は細切れにされ、その細さい片へんすらもクロノの魔力に消し飛ばされていく。

　断末魔を残す暇いとまさえあたえられず、クラーケンは魔界から完全に消しよう滅めつした。
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「っん……あれっ……？」

　ほどなくして、ミオが意識をとりもどした。

「気がついたかミオっ！　大だい丈じよう夫ぶかっ、どこか痛いところはないか!?」

「パパ……？　うん、だいじょうぶ。どこもいたくないよ」

「あぁっ、よかった……！　本当によかったッ……！」

　タツミは愛する娘をひしと抱だきしめた。

　クラーケンにとりこまれていたとはいえ、ミオの体には外傷も異常もない。

　しっかり受け答えしていることから、意識や記き憶おくの混こん濁だくもなさそうである。

　ただひとつ被害をうけたのは、首からさげた赤いペンダントだ。

　タツミが全力で探知魔法を使った結果、負ふ荷かに耐たえきれなかったのだろう。

　ペンダントにはめこまれた赤い石が砕くだけてしまっていた。

「よう嬢ちゃん、なにがあったかおぼえてるか？」

「へんなニョロニョロがのびてきて、それにつかまえられて、めのまえがまっ暗になって……あとはよくわかんない」

　クラーケンにとりこまれていた際の記憶は、すっぽりと抜け落おちているようだ。

　幸いにして、というべきだろう。

　グロテスクな化け物の生体核になっていた記憶など、百害あって一利なしだ。

「けど、コクトおにいちゃんがミオをたすけてくれたんだよねっ？　ありがとうっ！」

　満面の笑えみをむけてくるミオだった。

「こ、こらミオ！　この御お方かたになんと無礼な口のききかたを……！」

「あ、そっか。ごめんなさいコクトおにいちゃん、じゃなくて魔王さまっ！」

　タツミに注意され、あわてて頭をさげようとするミオだったが、

「気にすんな、いままでどおりの呼び方でかまわねえぜ。それよりも嬢ちゃん、俺のほうこそ悪かったな」

「え？」

「最初に家にいったとき、嘘ついちまっただろ。魔王とは関係ねえとかいってよ。けどホントは違ったんだ。嬢ちゃんが城まできたあの日、たまたま俺は城門の近くにいてよ――しっかりこの耳に聴きこえてたぜ、嬢ちゃんが助けを求める声がな」

　クロノは膝を折って目線をあわせ、少女の頭にぽんと手をおいて言った。

「つうのが真相だ。どうだ、嘘つきの兄ちゃんを許してくれるか？」

「もちろんっ！　コクトおにいちゃんは命のおんじんだもん、とうぜんだよっ！」

　瞳を輝かせてミオは言った。

「まっててね、おにいちゃん！　ミオがおっきくなったら、かならずお礼しにいくから！　やくそくだからねっ！」

「ははは。大きくなったらって、ミオは陛下といったいどんな約束をしたんだい？」

　ほがらかに笑ってたずねるタツミに、

「あのね、おっきくなったらおにいちゃんに『おさわり』してもらうのっ！」

　あどけない少女らしさ全開でミオは答えた。

「ぬァッ……!?」

　ビギリッ！　タツミの顔が限界を超えて引きつった。

「陛下っ！　その件について詳くわしくお聞かせ願えますかッ!?」

「おいタツミ、そいつは野や暮ぼってもん――」

「いいえっ！　いくら陛下だろうとこれだけは罷まかりなりませぬッ！　年とし端はもいかぬ私の娘にいったいなにを吹きこんだのですかァッ!?」

　そこでミオがタツミの服をつかんで言った。

「ちょっとパパ！　たすけてもらったんだから、そんなこといっちゃダメ！　そういうの、ぶれいっていうんだよ!?」

「なっ……!?　ミ、ミオォォ、その歳としでもう父親より男のほうを選んでしまうのかぁああああ……!?　そんな娘に育ってしまったのかぁあああああッ……!?」

「パパ、なにいってるかわかんない……」

　ひとり身もだえるタツミに、小首をかしげるミオだった。

　クロノは苦く笑しようしつつ頭をかいて、

「やれやれ、とんだ藪やぶ蛇へびになっちまったな。これじゃ一件落着どころか、下手すりゃ俺が親おや父じさんに殺されかねねえぜ」

　そのとき、屋敷の外でにわかに騒さわぎが大きくなった。

　これだけ派手にやったのだ。

　いくら深夜とはいえ、王都警けい邏ら隊たいの登場はむしろ遅いくらいだった。

「面めん倒どうなことになる前にずらかるとするか。ミツハ、ユウゼン、嬢ちゃんと親父さんを頼たのむぜ！」

　親子を回収すると、クロノ一行はハルファス伯はく爵しやく邸ていから颯さつ爽そうと姿を消した。







【終章】菫は「ずるい」とつぶやいた







　数日後の魔ま王おう城。

「ぅぅう……！　ヨ、ヨシノは疲労困憊の極みですじゃ……」

　魔王の執しつ務む室しつに、ぐったりした足どりでヨシノが入ってきた。

「ようばあや、後始末の進しん捗ちよくはどんなもんだ」

　事件が一件落着したので、クロノも城にもどっている。

　服装はもちろん魔王の正装。

　お忍しのび中とは見み違ちがえた――かどうかは、人によるだろう。

「おおむね完かん了りよういたしました。公おおやけに発布される筋書きはここに記したとおりですじゃ」

　言ってヨシノは、クロノに書類を手わたした。

「ふむん。――此こ度たびの一件、首しゆ謀ぼう者しやの名はカイデル・グラーフ＝ハルファス。右の者はタツミなる魔導研究者を拐かどわかし、禁忌なる神秘の研究および実験を強制させた。罪人カイデルの目的は、神秘の術にて神獣クラーケンを召喚せしめることにあった」

　ここまでは事実のとおりだ。しかし――

「然るに、実験は最終段階にて失敗に終わった。不完全な状態で召喚されたクラーケンは、出現から五分と経たたずに自爆し消滅。爆発に巻きこまれハルファス伯爵邸は全ぜん壊かいし、カイデル以下、悪事に加担した者はことごとく死亡した。なお、先の研究者タツミはひと足早く屋敷を脱だつ出しゆつしており、唯ゆい一いつ生き残った関係者となった、か」

「クラーケンに関してはその巨体ゆえ、少なからず付近の住民に目撃されております。誤ご魔ま化かしきるのは不可能と判断しました」

「で、ぜんぶの責任をおっかぶせたってわけか。ま、いいんじゃねえか。この筋書きを怪あやしむやつはまずいねえだろうよ」

「まったくですじゃ。よもやクラーケンが完成体にて召喚され、それをほかならぬ魔王クロノ様御おん自みずから討うち滅ぼしたなどとは、まさか夢にも思いますまい」

　口をとがらせるヨシノ。

　しかし、前述のとおりクロノに皮肉はつうじない。

「なんだかもったいねえ話だよな。こんな作り話より、実際に起きたことのほうが万倍おもしれえってのによ」

「おもしろくありませぬっ！　……まったく、娘ひとりを助けるはずが、終わってみればとんだ大事件になったものですじゃ」

「いいじゃねえか、万ばん事じ解決したんだからよ。そういや、タツミの処分はどうなったんだ？」

「カイデルの研究に手を貸していた件に関しては、脅きよう迫はくされてのことゆえ不問。ただし日常的に禁忌に触ふれていたことを鑑かんがみ、減給および一ヶ月の停職処分がくだったとのこと」

　実のところ、魔導大全を解読して神秘の知識を得ることじたいには、明確な罪状と罰ばつ則そくがさだめられているわけではない。

　魔導大全が世にひろまっている以上、罰則をもうけたところで無む駄だというのがおもな理由だった。

「一ヶ月の休みとは、むしろ粋いきなはからいじゃねえか。これで嬢ちゃんと離はなれ離ばなれになってた時間を一気にとりもどせるってもんだぜ」

　闊かつ達たつに笑ってクロノは言った。

「ともかくこれで一件落着だな。――って、どうしたばあや、なにか気になることでもあるのか？」

「ハルファス伯爵邸の地下研究施し設せつに関してなのですが……その広大さといい設備の充じゆう実じつぶりといい、伯はく爵しやくの財力だけで賄まかなえたとはとうてい思えぬのですじゃ」

「はあん、つまり？」

「伯爵は真の意味で首謀者であったのか、ということです。ほかの協力者、ないしは彼を裏で操あやつっていた者がおるのやも……」

「なんだよ、そんなことか」

　クロノはこともなげに言った。

「んなもん、いるに決まってるじゃねえか。あの野郎、我ら廃はい絶ぜつ派はがどうたらとかしきりに口にしてやがったぜ」

「なっ、なんとっ!?　それは真まことでございますかっ！」

「こっから先は完全に当て推量っつうか、俺の勘かんだけどよ――カイデルの後うしろ盾だてになってやがったのは十中八九、どこぞの大公家の当主だろうな」

「なっ、なな、なんですとぉーっ!?」

　ヨシノは素すっ頓とん狂きような声をあげると、

「クロノ様、何故なぜいの一番にそれを仰らないのです！　こ、これは由ゆ々ゆしき事態ですぞっ！　おのれ不届千万なる廃絶派の逆臣どもめっ！　もはや七大公家とはいえ容よう赦しやだてはいっさい無用！　かくなる上はクロノ様、貴族のうち怪しき者ことごとく城に呼びだし徹てつ底てい的てきに査問してやりましょうぞッ！」

「ばあや、落ちつけって。んなことしたって、大公みてえな超ちよう大おお物ものが尻しつ尾ぽをだすわけねえだろうが」

「ですがクロノ様、彼奴きやつらをこのまま捨て置くわけにはっ！」

「もちろん、いつまでものさばらせとく気はねえよ。今回の件ではっきり解わかったぜ。廃絶派の貴族どもは、大義とやらのためには手段を選ばねえ。弱いやつらを平気で犠ぎ牲せいにしてかえりみねえ。だから、必ずあぶりだして一いつ掃そうしてやるぜ」

「しかし、いったいどのようにして？」

「カイデルがそうだったように、連中は城の中じゃ決して正体をつかませねえ。やつらが本ほん性しようを見せるのは城の外、街の中だ」

「は、はぁ。ヨシノには、いまいち話が見えませぬが……」

「やつらが城の外で悪事をたくらむってんなら、俺も城の外にでてそいつを叩たたきつぶす。そんでもって、廃絶派を裏で操ってる真の黒幕も見つけだしてやるぜ」

「たしかに、大公家の当主ともあろう者が悪事の総そう元もと締じめだったと天下に知られれば、廃絶派への大だい打だ撃げきとなることは必至。それが果たされたあかつきには、貴族の過半はクロノ様の支持にまわることでしょうが……」

　その点はいい。クロノの言っていることは正せい鵠こくを射ている。

　しかし――

「いまのクロノ様の口ぶりですと、今回のようなお忍びをまたなされるように聞こえたのですが……？」

「決まってるじゃねえか。これからも俺は、ちょくちょく城をでてお忍びをする。つうわけだから、ばあや、今後も影かげ武む者しやをよろしく頼むぜ」

「なんですとぉーッ……!?」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなり、ヨシノはへなへなと座すわりこんだ。

「つうわけだからよ、廃絶派の貴族ども、首を洗って待っていやがれ」

　まだ見ぬ敵たちにむけて、クロノはひとり宣戦を布告した。

「俺の夢、俺が征いく王道は、てめえらを斬きり捨すてた先にある――！」




◆◆◆




　いずことも知れぬ屋敷の、ほの暗い座ざ敷しきにて。

「はぁ～、ここに来るまで迷っちゃいましたよぉ」

　現れたのは誰あろう、ハルファス伯はく爵しやく家けにて家老を務めていた男だった。

　クロノに顔面を蹴けり飛ばされたあと、彼をかえりみた者は皆かい無むである。

　だがここにいるということは、クラーケン召喚のどさくさに紛まぎれて屋敷を脱出していたと考えるほかない。

　それにしても奇き妙みようなのは、顔面がめりこむほどの大おお怪け我がをしておきながら、毛ほども痛がるそぶりを見せないことだ。

　そのうえ口調も声質も、屋敷にいたときとはまったく異なっていた。

　いったい彼は何者なのか？

　主人に媚こびへつらう卑いやしい男は、本性を隠かくす仮面だったとでもいうのだろうか。

　そもそも、思いだしてみてほしい。

　顔面を蹴り飛ばされる直前、彼はクロノの間合いにするりと入りこんでいる。

　戦意も殺気もなかったとはいえ、クロノ本人にも気づかれることなく、だ。

　この事実だけをとっても、彼の底知れなさがうかがえた。

「遅い帰き還かんだな」

　と、座敷の奥からおごそかな声がひびいた。

　屋敷の主あるじ。家老の男には背をむけたままだ。

　主は盤ばん面めんの前に正座し、ひとり棋き譜ふをならべていた。

「貴公から報告を受けずとも、仔し細さいは耳に入っているが」

「そう言わないでくださいよぉ。これでもいちおう密命を帯びてる立場なんですから」

　座敷には踏ふみこまず、近くの柱に体をあずけて家老が言う。

「――時に貴公、いつまでその巫ふ山ざ戯けた顔でいるつもりだ」

「ああ、これですか？　いやぁ、魔王様に足あし蹴げにされるなんて滅めつ多たにないことですから、記念にとっておこうと思いまして」

「…………」

　主は無言。ふりむくことすらない。

　ただ背中から尋じん常じようならざる圧力を放射していた。

「わかりましたよぉ。あーあ、もったいないなぁ、もう」

　ベリリッ。家老の男が右手で顔をつかんで脱ぬぎ捨てる。

　と、その下からはまったくべつの、一〇代の少年の面おも差ざしが現れた。

　家老の顔は、真実「仮面」だったというわけだ。

　純白の髪かみが特とく徴ちよう的てきな童どう顔がんの美少年。気がつけば体形までもが変化していた。

「いやぁ、それにしても驚きましたよ。まさかあそこで魔王様ご本人が登場するなんて。ハルファス伯爵も運がなかったなぁ」

　屋敷の主の命をうけて、彼はハルファス伯爵家に密みつ偵ていとして潜せん入にゆうしていた。

　魔王クロノ本人が乗りこんできたのには驚かされたが、さすがに彼の正体までは見抜けなかったようだ。

「伯爵にせよ天使どもの玩がん具ぐにせよ所しよ詮せんは歩ふ。二枚揃そろえたところで王将を詰つめるはずもなし」

「っていうか、本当に公表しなくていいんですかぁ？　魔王様がお忍びで城外をぶらついたあげく、事件に首を突っこんで大暴れだなんて、廃絶派が泣いて喜ぶとんでもない醜しゆう聞ぶんじゃないですか」

「捨て置け」

　パチンッ。盤面に駒こまを指しながら言う。

「公にしたところで、吉きちとでるか凶きようとでるかわからん。動きの不ふ明めい瞭りような死に駒など、我わが盤上には無用だ」

「まぁいいですけど、僕ぼくは僕で勝手に観察をつづけますよ。ああ、楽しみだなぁ。魔王様、今度はどんなことをしでかしてくれるんだろうなぁ」

「――貴公」

「はい、なんですか？」

「用済みならば、疾とく去いね」

「はいはい。それじゃ大公閣下、またお目にかかりますよ」

　スッと少年が気配を消した。

　――大公。その称しよう号ごうを有するのは、貴族の頂点に君臨する七大公家、その長たる者だけだ。

　パチンッ。大公は盤面につぎの駒を指す。

　頭の中では、王将を詰ませるまでの算段が完かん璧ぺきにととのっているようだった。




◆◆◆




「はぁ……」

　窓際に立って外をながめながら、スズネは気だるげにため息をついた。

　ここ数日、口からこぼれるのはため息ばかりだ。

　理由はわかっている。認めたくはないが、原因はひとつに決まっていた。

　あいつが、あのバカが、嵐あらしのように現れて嵐のように去っていったからだ。

　クロノが魔王に即そく位いして一年。あのバカがいない日常にようやく慣れたところだったのに、すべてがご破算。またふりだしに戻もどってしまった。

（まったく、少しは振ふりまわされるこっちの身にもなりなさいよね……）

　それにくわえて、季節のせいも少なからずあった。

　世は春もたけなわ。

　窓の外に眼をやれば、どこもかしこも満開の桜に彩いろどられていた。

　その光景が、スズネをいっそう憂ゆう鬱うつな気分にさせた。

　桜。この世でもっとも美しく、もっとも儚はかなげな花。

　昔はさておき、スズネは桜の花をあまり好まない。

　あの美しくも儚げな花びらを眼にすると、いやがおうでも「彼かの女じよ」のことを思いうかべてしまうからだ。

　桜おう花かの君。いまは亡き世にも美しく儚げな先代魔王、サクヤ・マシュアハ＝ルキフェル九八世。

　為い政せい者しやとしてたぐいまれな傑けつ物ぶつであったことは、すでに疑問の余地がない。

　彼女の政策によって、貧民街は生まれ変わった。貧困の連れん鎖さは断たち切きられ、誰もが以前より豊かな生活を送れるようになった。

　だが、クロノのことだけは話がべつだ。

　五年前のあの日、突とつ如じよとして現れたサクヤはクロノを軽くひとひねりすると、彼を自己の所有物として城へ持ち帰った。

　その時その場にスズネはいながら、ひと言も発することができなかった。

　そこが分ぶん水すい嶺れい。以後、クロノは別世界の住人となってしまった。

　サクヤとさえ出会っていなければ、と夢想したことは数限りない。

　だが、最終的な結論はいつも同じ。

　偶ぐう然ぜんではなく必然。二人は出会うべくして出会ったのだ。

　ひたすら高みをめざしていた男と、生まれたときから高みにあった女。

　運命が両者を結びつけるのは時間の問題だったというわけだ。

　サクヤを近くで眼にしたのは一度きりで、会話をかわしたことなどあるはずもない。

　だが、ときおりクロノから聞かされる話で、大事なことはすべて察した。

　クロノは身み柄がらのみならず心までも、サクヤにわしづかみにされていた。

　スズネの出る幕などあるはずもない。

　相手は魔王。それも魔界の盟主たるルキフェル王家直系の純血の王だ。

　くわえて絶世の美女。背も高くスタイルも完全無欠。

　おまけに剣けんをとらせては史上最強。魔力の量も魔法の才も、歴代魔王の頂点を極きわめたという。

　彼女はありとあらゆるものを手にしていた。

　クロノが欲ほつするものをあたえられるのは、天下に彼女ただひとりだった。

　そしてとどめの駄だ目め押おしが、弱じやつ冠かん一九歳でのあまりにも早すぎた崩ほう御ぎよだ。

　クロノの心をわしづかみにして、自分のものにしておきながらあっさり死んでしまうなんて――ずるい。

　死者に対してなんて言いぐさだとは思うが、事実そのとおりなのだからしかたがない。

　ただでさえ敵なしの彼女が思い出の中の存在になってしまったら、ぐうの音もでないほど完全に無敵だ。

　サクヤはクロノの中で「永遠」を獲かく得とくしてしまったのだから――

　そのときだった。

「どうしたスズネ？　乳が重くて疲れたんなら、俺が支えてやるぜ」

　背後から音もなくのびてきた二本の腕うでが、スズネの胸をわしづかみにしていた。

「ッッ!?」

　虚きよをつかれたのも一いつ瞬しゆん、体にしみついた反射がスズネの腕を動かした。

「なにしとんじゃボケェッ！」

　ゴガギンッ！　背後の不届き者に鉄てつ拳けんを叩き落とす。

　殴なぐりなれた石頭。

　まあそれ以前に、揉もまれなれた両手の感かん触しよくの時点で誰かはわかっていたが。

「おー痛いって。なんだよ、元気がねえどころか絶好調じゃねえか」

「ク、クロノッ!?　なんであんたがここにっ？　城に帰ったんじゃなかったの!?」

「おう、帰ったぜ。で、暇ができたからまた来たんだよ」

　なにを驚いていやがる、という顔をするクロノ。

「どうしてよっ？　事件は解決したって話だったわよね？」

「ミオの嬢じようちゃんの件はな。けどよ、王都には悪事をたくらむ連中が掃はいて捨てるほどいやがる。当然その犠牲になるやつらもな。だから今後はできるだけ王都を見てまわろうと思ってんだ」

　今日もクロノの背後には、側近の二人が控ひかえていた。

「おっす、姉あね御ご」

「御ご機き嫌げんよう、麗うるわしき菫すみれ」

　それぞれ挨あい拶さつをするミツハとユウゼンだった。

「あ、あんたたちまで……」

「つうわけだからよ、スズネ。『梟ふくろう』が調べた案件で貴族が絡からんでそうなヤマがあったら、俺にも教えてくれ。頼たよりにしてるぜ」

　それは相談でも頼みごとでもない。

　クロノがやると決めたら、それはもう確定したことなのだ。

　昔から少しも変わらない。

　彼かれに振りまわされるのは、いつだってスズネの役回りだった。

　――けど、それでいい。

　この役回りだけは、黄よ泉み路じに旅立った「彼女」には逆立ちしたって務まらないのだから。

「はぁっ……！　まったくもう！」

　スズネはこれみよがしに盛大なため息をつく。

　もちろんその意味合いは、これまで吐きだされたものとはまったく異なっていた。

「少しは振りまわされるあたしの身にもなりなさいよね！　この魔界一の大おおバカ野や郎ろうッ！」




〈了りよう〉
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あとがき







　気がつけば前回本を出してからえらい時間が経ってしまいました。

　そのあいだ色々なことがありました。

　魔法つかいがアラモードになってＨＵＧっとになってスタートゥインクルになったり。

　僕的にはスタートゥインクルの追加戦士は「コメット」か「ミーティア」で赤系だと予想してたのですが見事に外れました。

　あと一五周年記念企画でことごとくハブられるシャイニールミナスさんがちょっと可哀想でした。

　ダーリン・イン・ザ・フランキスを見たり。

　ストレリチアは極楽鳥花。あと女の子が全般的に可愛かったです。

　ゾンビランドサガを見たり。

　このアニメを見てて思いだしたのは、漫画の神様テヅーカこと手塚治虫がなにかの本に書いてた「弟子が『オリジナルの企画なんてもうやりつくされてますよ』とか言ってきたから『バッキャロ！』って怒鳴ってやった」というエピソードでした。

　あと伝説の昭和のアイドル紺野純子ちゃんが可愛かったです。あと最終回でたえちゃんが喋ると予想してたのですが見事に外れました。

　ＳＳＳＳグリッドマンを見たり。

　元の特撮作品の電光超人グリッドマンは僕の年齢的にどストライク世代だったりするのですがリアルタイムではほぼ視聴してません。というのも僕の住んでいた地域では剣勇伝説ＹＡＩＢＡと放送時間がモロかぶりしていたからです。

　子供のころから特撮よりアニメ派だった僕はたいして迷うことなくヤイバのほうを選びました。なのでグリッドマンはヤイバのＣＭ中だけチャンネル変えてちょこっと見るていどでした。

　あと友達の家に遊びに行ったときたまたま放送時間になって、そいつがいつもグリッドマンのほうを見てると言ったので「俺はヤイバ見てんだからチャンネル変えろや」などと言いだせるはずもなくその一話だけは一緒に見た記憶があります。でも内容はほとんど憶えてません。

　あとＳＳＳＳグリッドマンはアカネちゃんと六花ちゃんと六花ママが可愛かったです。

　モンハンワールドをやったり。

　正直これまでずっとモンハンに興味はなくてワールドも特にやりたいとか思ってなかったのですが発売日が近づくにつれて「ＰＳ４持っててこの祭りに参加しないとかありえなくね？」という考えにいたり衝動的に購入しました。

　あと気がついたらＰＳ４からＰＳ４ＰＲＯに買い替えてました。

　武器は初心者ということもあってとりあえず王道でカッコいい太刀を選んだのですが使用率ぶっちぎり一位という情報を目にしたとたん「他人とは死んでもカブりたくねえ！」という中二ハートがムクムクと湧きあがり、まあまあカッコよくいまいち不人気なスラッシュアックスに切り替えました。

　ラスボス倒すくらいまではスラアク一本でやっていたのですが、攻撃力並のわりにはガード不可で機動力もイマイチで、決め技の零距離属性解放突きより縦斬り→二連斬りコンボのほうが火力でる仕様がなんだか微妙に思えてきて他の武器も触ってみることにしました。

　まずは「なんだかんだ言ってガード強くね？」ということでランスとガンランスを使用したところ、ガンスの中二ロマン仕様が気に入ってメイン武器の一つになりました。ランスも悪くないのですがガンスと操作方法が微妙に違っていて混乱するので封印しました。

　さらにマルチプレイもはじめたので「マルチならサポートもできる片手剣じゃね？」ということで片手剣にも手を出しました。こちらも地味でシブいところが太刀やスラアクとはまたべつの中二ソウルを刺激してくれていい感じです。

　さらにさらにマム周回ならライトボウガン一択ということで他のクエストでも使い始めたのですが如何せん地味な気がして微妙です。弓はＣＳループがお手軽なわりに強力なのですが、使用率二位なのがネックなのと僕のコントローラーの持ち方が悪いのか指がメッチャ痛くなるのであまり使ってません。てかマルチでたまに出会うプロハンの弓使いってヤバいですよね。歴戦王テオをほぼ一人でなにもさせずに完封するとかマジでビビった。

　大剣は真溜めを弱点に当てるのがシビアすぎて挫折しました。チャージアックスは操作が煩雑で挫折しました。狩猟笛もチャアクに同じ。てかマルチで笛使いに会うとちょっとうれしかったりする。操虫棍は僕的にはイロモノ武器かと思ってたのですが使用率が片手剣やランスより高くて驚きです。

　とまあアイスボーンの発売が迫る今日このごろですが、新アクションのジャストラッシュがカッコいい上に高威力な片手剣を暫定メイン武器に据えています。

　あと受付嬢は可愛くなくはないと思います。

　レッド・デッド・リデンプション２をやったり。

　どうもこのゲーム前評判に対して発売後の評価がイマイチなようです。たぶん比較対象がＧＴＡ５とＲＤＲ１になってるのが原因なんじゃないかと個人的には思います。

　単体で見ればクオリティは高く充分に楽しめる内容でした。野営してるギャングを襲撃するのと賞金稼ぎを返り討ちにしまくって金稼ぎするのが楽しかったです。

　まあ僕としてもＲＤＲ１にはいま一歩、ＧＴＡ５には二歩およばなかったという感想です。

　地球防衛軍４・１をやったり。

　入ってて良かったＰＳプラス。地球防衛軍４のＰＳ３版は持っていたのですが、生粋のウイングダイバー使いの僕としてはレイピア系のあまりの弱体化に萎えてあまりやりこんでいませんでした。反面４・１ではレイピア系が主力を張れる威力に調整されていて良かったです。

　ウイングダイバーのソロでイージーからインフェルノまで制覇したあとレンジャーでも同じく制覇をめざしたのですがインフェルノの中盤で見事に詰まりました。密集地帯怖い。

　あと４・１を始めてからＩＮＦ縛りというものを知りました。あれをやり遂げる人はマジですごい。僕は地球防衛軍２のインフェルノを稼ぎ有り協力プレイでなんとかクリアできたていどの腕前なので挑戦する気さえ起きません。

　シン・エヴァンゲリオン劇場版 ＡＶＡＮＴ１（冒頭一〇分四〇秒〇〇コマ）〇七〇六版と特報２と特報２・５を見たり。

　僕はＱの公開直後から「シン・エヴァで庵野監督がやりたいのは『トップをねらえ！』に違いない！」と主張していたのですが、特報を見てより確信が深まりました。

　ヴンダーと取り巻きの軍艦はもはやヱルトリウムと銀河中心殴り込み艦隊にしか見えないし、インフィニティの群れはもはや宇宙怪獣にしか見えません。

　なんにせよ来年六月まではまかり間違っても死ねません。

　あとリツコのプラグスーツ姿ははさすがにキツかったです。

　そんなわけで『成り上がり魔王のお忍び天下統一計画』をお送りしました。毎日クソ暑いので早く凍てついた大地を冒険したいです。




令和元年　葉月の中頃に　若桜拓海
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